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表題はイタリア語でパッソ・ア・パッソと読み、「一歩ずつ」という意味です。�
地道に努力して難関に挑戦し、突破してほしいという願いが込められています。�

注：�後半のデータは確定済みの平成17年度のものを掲載しています。�

専修大学21世紀ビジョン�

社会知性の開発をめざす�

「専門的な知識・技術とそれに基づく思考方法を核としながらも、

深い人間理解と倫理観を持ち、地球的視野から独創的な発想により

主体的に社会の諸課題の解決に取り組んでいける能力」である。�

社会知性（Socio-Intelligence）とは…�

　専修大学は、1880年（明治13）に設立された私立専門学校（学校名「専修学校」）を基礎とし、時代
の進展とともに発展してきました。創立当初の本学は、他校に先駆け経済科と法律科を併設し、経済学
と法学の複合教育によって日本社会の近代化を担う人材を育成し、125年にわたり社会・経済の運営を
担う実践的な人材を育んできました。�
�
　21世紀の今日、グローバル化の拡大と異文化交流の進展、情報化の加速、少子高齢化の進行など、我々
が取り組まなければならない課題が山積しています。これらの社会的課題を解決するためには、地球的
視野から諸問題を捉える力、創造的発想力、さらには深い人間理解や倫理観が求められます。�
�
　こうした新時代の社会で求められる知性こそ、「社会知性」だと専修大学は考えます。それは、学生
一人ひとりが自己実現に生かせる知であると同時に、「専修大学が創り育てる知」でもあります。21世
紀において本学は、社会知性開発大学としての道を歩むことになります。�
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今年の夏、久しぶりに帰省した
私は、三十数年ぶりに、中学時代
の同窓生数名とともに当時の恩師
にお会いすることができた。先生
はすでに現役を退かれており、「も
うお婆さんですよ」とおっしゃっ
ていたが、とんでもない。かつて
と全く変わらぬ溌剌とした姿で、
他の先生方や同級生たちの消息に
ついて、そして現在のご自身の生
活について、いきいきと話してく
ださった。そんな先生は、今でも
当時と同じように、私たちの生き
方のお手本だった。私は改めて、
すばらしい先生に巡り会い、すば
らしい中学生活を送ることができ
たことに感謝した。
正直に告白すると、かつて私は

「学校」という場所にそれほど深い
関心を持っていたわけではなかっ
た。確かに私は、故郷近くの「教
育大学」に入学したが、その動機
は教育学を学びたいからでも、教
師になりたいからでもなく、ただ、
教育大学に籍を置けば、当時興味
を持っていた「工学」と「芸術」
を同時に学ぶことができるだろう
と思ったからだった。
その後私は上京し、大学院で教

育学を学ぶことになったが、それ
でもなお、学校教育が私の関心の
中核を占めることはなかった。私
が専攻したのは教育哲学であり、

私の関心はもっぱら、人間にとっ
て科学技術はいかなる意味を持つ
のか、という問題領域に向いてい
た。もちろん、学校が社会的に大
切な場所であるという認識は持っ
ていたが、私はどうしてもそれを
自分自身の問題として引き受ける
ことができなかったのである。学
校に対して一定の距離を感じてし
まうこの感覚は、じつのところ、
本学で教職課程を担当するように
なってからも消えることはなく、
そのことについて悩んだこともあ
った。
しかし、私自身の子どもが学齢

期に達した頃から、学校は私にと
っても身近な存在になり、学校に
関して考えることも多くなってき
た。また私自身も年を重ね、中学
校や高校の同窓生と会う機会も次
第に増えてきた。このような時の
流れの中で改めて気付いたことは、
じつは私は、とてもめぐまれた学
校生活を送ってきたということで
あり、そういった学校の経験がい
までも私を支えている、というこ
とだった。
そしてそれと同時に分かってき

たことは、学校について考えるた
めには、学校と直接関係している
時期のみを考えるだけでは不十分
で、その学校に関係した人々のそ
の後の人生全体を視野に入れなく

てはならないのではないか、とい
うことだった。
かつての私は、学校教育を狭く

考えてしまい、そこでは、明日の
授業のために必要な板書や発問の
仕方といった、きわめて限定的な
ことがらのみが問題になっている
のだと、勝手に考えていた。もち
ろん、それらのことが無意味なわ
けはない。ただ、そういった具体
的な方法の持つ本当の意味は、学
校を起点として広がる社会や人生
の全体を視野に入れることによっ
て、はじめて見いだすことができ
るのではないだろうか。そう考え
ることで、私は次第に、私なりの
観点から学校という問題領域に係
わっていくことができるようにな
ってきた。
願わくは、教職を目指す学生諸

君も、学校を狭く限定的にとらえ
ることなく、人間の一生の中に位
置づけて考えてみてほしい。私の
恩師は、教職を退いた後も再び学
生となって陶芸を学び（この恩師
は理科の先生だった！）、なおかつ
いまでも私の教師であり続けてい
る。今も当時と変わらずに、私た
ちの前を歩いて行く恩師を見送り
ながら、私はそんなことを思った。

「学校」という経験
専修大学教職課程協議会委員長　ネットワーク情報学部　教授　砂原　由和
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１．カッセル・ヘッセン州立博物

館の青瓷

ドイツのカッセルとハーメルン
は，ヴェーゼル川沿いにひらけた
中世の面影をのこした街である。
フランクフルト空港からICE特急
で，1時間半，田園地帯を北上す
る。中心部は，ヴィルヘルメスヘ
ー駅から市電で10分ほどはなれて
おり，これもドイツにしばしばあ
る配置である。市電の24時間チケ
ットを購入しておけば，街の大部
分にスムーズに行くことができる。
グリム兄弟が30年間，ここに住ん
で仕事をしていたので，その博物
館もある。この兄弟は，童話作家
のような印象をうけるが，ほんと
うは，ドイツ各地に伝わっている
伝説，メルヘンを聞き取り，文字
に記録した研究者である。その彫
像からは，いかにも誠実で，質素
な学者の面影がうかがわれる。
ヘッセン州立博物館は，その彫

像の対面にある黄色い建物である。
ここにかねてから見たいと思い続
けていた1個の青瓷碗が展示され
ている。閑散とした受付で，その
青瓷のことを尋ねると，すぐに3
階にありますという返事に，すこ
しばかり驚き，そんなに有名なも
のなのであろうか？
この博物館は，地域文化の総合

的な文化財を集めているようで，

小学生の団体が，日本とおなじよ
うに，ノートとエンピツをもたさ
れて，学芸員から説明を聞かされ
ていた。どこの国の小学生も同じ
で，うしろのほうでは，となりの
友達と，エンピツでいたずらをし
ていて，先生についに発見され，
立たされていた。
3階までのぼって青瓷碗のケー

スをのぞいていると，若い女性の
学芸員が近づいてきて，話しかけ
てきた。下の受付から奇妙な日本
人がきているという連絡があった
らしい。その青瓷碗は中国の浙江
省竜泉窯で，元代につくられたも
のであり，とくに優れた作品では
なく，平凡でどこにでもある青瓷
である。
ところが，碗の上に金属製の王

冠のようなものがはめ込まれてお
り，そこに紋章がついている。こ
うした例は他にもあり，メタル・
マウントされた陶瓷器とよばれて
いる。これは，中世ヘッセン地方
の領主の紋章で，その年代は
1434-53年である。陶瓷器の年代
をきめるのは，そんなに容易なこ
とではなく，このような年代が判
明している資料，紀年銘資料は大
切であり，こういうものを世界中
から探しもとめて，たくさん蓄え
ておいて，論をくみたてる仕事は，
それなりに楽しいが，エンドレス
に近いことをしているようである。

２．ハーメルンの笛吹き男

阿部謹也氏の『ハーメルンの笛
吹き男―伝説とその世界』という
名著をお読みになった方も多いで
あろう。1284年6月26日，夏至の
日，ヴェーゼル川沿いの小さな街
に，異様な風体の一人の男があら
われ，笛を吹きながら133人の子
供たちを街中からあつめ，外につ
れだし，忽然として姿をけしてし
まう。グリム童話にも採録され，
有名な伝説となったが，これは昔

話ではなく，ほんとうにあった歴
史的事実であることを，阿部氏は
論証する。

阿部氏は，こうした遍歴芸人，
ネズミ捕り男はもとより，乞食の
描写，寡婦となってしまった女性
の生き方，身体に障害をもつ人々
など，中世社会のなかで，差別の
眼を向けられたであろう社会的な
弱者を，底辺にみずからの視点を
さだめて，描写している。
石牟礼道子氏は「氏の文章が，

知識の集成にとどまらぬ泉のよう
な明晰さをそなえているのは，人
生のある境域をくぐり抜けた位相
から出てきていることはたしかで
ある。学問も人間の表現である以
上，この世の深淵にみずから立ち
うることを供犠としてさし出す描
写力が問われている」と評してい
る(石牟礼道子解説　「泉のような
明晰」阿部謹也『ハーメルンの笛
吹 き 男 』 ち く ま 文 庫 7 2 0 ，
pp.305-315,筑摩書房，1988)。
日本中世史研究にもすぐれた研究
業績があるのかもしれないが，阿
部氏の著作ほど，魅力的な作品は
すくない。
カッセルから北にハノーハーを

へて，ローカル線経由2時間くら
いで，ハーメルンの街に到着でき
る。城壁は環状道路に変化してし
まったが，街並みは復原され，中
世の面影をのこしている。笛吹き

中世的世界をもとめて
文学部　教授　亀井　明
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男は，ヴェーゼル川の橋をわたっ
て，中世の領主であるミュンスタ
ー教会をとおり，オールド市場か
ら，現在は「舞楽禁制通り」とよ
ばれている細い道をとおりながら，
笛の音色についてきた子供たちを
ひきつれ，東門からいずこかへ消
えていった。のちにハンガリーで
その子供たちが発見されたという
話もある。
私は，笛吹き男がたどった道を

できる限り忠実に歩いてみた。15
世紀にその伝説がステンドグラス
としてのこっていたマルクト教会
や博物館にも入り，その感触だけ
であるが，浸ることができた。こ
うしたことは，比較的おおきな収
穫に実を結ぶこともある。実体験
があるか，ないか，実物をみたか，
見ないかは，考えに大きな影響を
もつのではなかろうか。
ヨーロッパ中世と，日本中世と

は，異なることも多いのであろう
が，異質のとなりに同質が存在し
ている。５月の北部ドイツはかな
り汗ばむ気候であり，阿部氏がこ
もっていたゲッティンゲン大学の
キャンパスを散歩し，歩かなくて
はモノは見えてこないと思う。

３．中国東北部に旅して

7月のおわりに，吉林省の長春
市にある吉林大学で，「遼・金・蒙
元期都市国際研討会」に出席し，
内モンゴル地域の元代青花瓷につ
いて，研究発表をした。こうした
研究は，私のような外国人研究者
にとって，情報が絶対的に不足し
ており，研討会で発表すると，他
にも事例があるというような教示
がもたらされる。この会に出席し
た目的のひとつは，この大学に付
置されている「辺彊考古学研究中
心」に若手の陶瓷研究者がおり，
その方と直接お目にかかり，中国
東北部から内外モンゴルにかけて
の陶瓷器研究をいかにすすめるこ

とが可能かを相談することにあっ
た。
東北部の大学には，日本から大

学院生クラスの方が，留学してお
り，いずれもたくみに中国語を駆
使している。私を助けてくれたの
は，徳島大学と龍谷大学からきて
いる女子学生であり，契丹や遼時
代の考古学で，修士論文を書こう
という意欲をにじませている院生
であった。おかげで，すぐれた中
国陶瓷研究者との意思疎通は，完
璧にでき，来年度から共同研究が
出発できるところに到達した。そ
れにつけても，専修大学の学生が，
もっと国外に雄飛してほしい。私
が行くところは，へんぴな場所な
ので，あまり本学の方に遭遇した
ことがなく，さびしい思いをする。
留学は，将来の展望が開けてくる
かもしれないし，開かないかもし
れないが，飛翔しなければ，何事
もおきない。
長春から北に向かい，土城跡を

踏査することができた。遼時代の
大きいものだと１辺が１キロ以上
で，高い土盛りが方形にめぐらさ
れ，そのなかに，宮殿・官衙・工
房などの都市が形成されている。
現在は，土城のみがよくのこり，
内部は土壇状の高まりだけがみえ
ている。これは，ヨーロッパ中世
の都市の構造と類似した要素がか
なりある。私は，土城の研究者で
はないが，いくつかの陶瓷器の破
片が採集できる。「城を見ずして下」
ばかり見ていると，ひ
やかされているが，陶
瓷器のもつ意義は最大
に重要である。例えば，
土城の年代決定，例え
ば，窯からの流通ルー
トの解明など，これほ
ど有力な考古資料はほ
かにない。
東北部の端にあるハ

ルピン郊外で，金の上

京府跡の巨大な土城の一部を見学
し，発掘調査では，遺構がよく残
っていることがわかったが，全容
をつかむには少なくとも100年は
かかるであろう。近くに出土品な
どを展示する立派な博物館がつく
られている。ハルピンの街の中心
には，1900年に建てられた黒龍
江省博物館がある。クラッシクな
展示であるが，ここにハルピン市
顧郷屯出土の中原産の唐三彩陶の
小壷が1点展示されていた。この
地域の三彩陶は，渤海三彩陶との
区別が困難であり，同行していた
ロシア極東アカデミーのゲルマン
博士も中原産の可能性を認めた。
数年来，彼女とは論敵になり，意
見がことなることが多いが，彼女
は，このハルピンから鉄道でウラ
ジオにもどる最後の場で，めずら
しく意見の一致をみた。これが中
原産の三彩陶とするならば，従来
は遼寧省までの分布の北限が，大
幅にのびたことになる。
昨年からスタートさせたモンゴ

ル・カラコルム遺跡出土の陶瓷器
について，いよいよ，この原稿を
出してウランバートルの国立歴史
民族博物館に出発する。カラコル
ムは，オゴディが最初につくった
元の首都である。1948年に，ソ
連の研究者によって調査され，報
告書も刊行されているが，遺漏が
おおく，もう一度陶瓷器だけを整
理しなおそうと，モンゴル側と協
議し，専修大学チームがこれを３

■
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年計画で実施することになった。
大学院生を中心にして，実測調

査を10日間実施する。調査といっ
ても，実際には地味な，あるいは
ねくらそのものであり，１日中，
博物館の地下室にこもり，黙々と
実測をする作業である。最終日に，
片道６時間の草原を疾駆してカラ
コルムの現場にいき，ゲルにとま
り，毒草のおおい遺跡を踏査し，
夜は，運がよければ満天の星空の
もとで馬頭琴のどこか物寂しい音
色に聴き入るおまけがある。

４．喜界島の伝説にいどむ

７月の初め，台風が宮古島付近
を北上しているとき，私は，鹿児
島空港から小型機で，横風と突風
で着陸できないかもしれないとい
う喜界空港に無事到着した。この
島の小野津という海浜の集落の小
さな祠に，陶瓷器3個が伝世して
いる。これらを町の文化財に指定
するので，調査をおこなった。3
個のうち，1個は須恵器広口瓶で
あり，薩摩の金峰町中岳山麓の窯
の産品であろう。他の2個は，中
国産で，ひとつは福建省の褐釉陶
器である。他の一は，浙江省の有
名な越州窯青瓷の水注である。注
口と把手の一部がかけているが，
胴部の対面に，花の文様が大柄に
刻まれており，オリーブ・グリー
ンといわれる釉薬の色もよく，い
ままでわが国から発見された同種
品のなかで，抜群にすぐれた製品
である。文句なしに指定品にする
価値が十分すぎるほどある。これ
ら3点は，奇妙なことに，いずれ
も1100年前後につくられた共通
点をもっている。
私が空港から中央公民館に案内

されて陶瓷器を調べていた机の上
に，『五つのカメ』という絵本がお
かれていた。むかし，琉球に11歳
を頭に5人の子供をもった母親が，
子供を外であそばせて，上納する

ために絹をおっていた。子供
たちは，海岸で舟にのってあ
そび，母親は心配なのでそれ
ぞれに，ひもをつけたカメを
もたせて，ときどき紐を引っ
張り確かめていた。ところが，
機織に熱中するあまり，ふと
気がついたとき，子供たちか
らの反応が途切れていた。血
相をかえて海をさがしもとめ
たが，5人の子供たちの姿は，宵
闇のなかにきえてしまっていた。
それからしばらくしたのち，喜

界島の小野津海岸にその5人の子
供がたどりついたが，大きなヤド
カリに舌をかみ切られて，5人と
も亡くなってしまう。そこで，埋
葬してカメをその上において手厚
く弔ってやった。その五つのカメ
というのが，2個はすでに盗難に
あっていたが，私が調査したもの
である。この伝説は，小野津集落
に伝わり，地元の学校の先生であ
った三井喜禎氏が収録し『喜界島
今古物語』として50年ほど前に公
刊した。それに基づいて，正本洋
子さんが自費で絵本につくり，全
島の児童・生徒全員に寄贈したこ
とによって，今ではこの島で知ら
ない人はいない話となった。作者
の正本さんにお目にかかり，直接
お話をうかがい，亡父が大切にさ
れていた『喜界島今古物語』をい
ただいた。
最近，喜界島は発掘調査がすす

み，いままで遺跡は少ないとされ
てきたが，状況は一変し，平安時
代から官衙とみられる大型建物が，
室町時代までつづいていること，
子供などを埋葬した土坑墓がいく
つか発見され，南島における考古
学と歴史学の通説らしきものに変
更をせまっている。「五つのカメ」
伝説は，そのキーの一つとなる。
伝説には，あとの時代につけ加わ
る話があるが，それを引き剥がす
と，ほんとうの姿があらわれるが，

それを私はつぎのように考えた。
1100年ころ，奄美大島の東海

岸の集落に5人の子供をもった母
親がおり，上納する布を織ってい
たが，子供が行方不明になり，喜
界島小野津海岸にたどりついたが，
まもなく，5人とも急死する。そ
こで，この島の為政者が，たたり
を恐れて，手厚く埋葬し，その上
に，為政者がもっていた特上の陶
瓷器をおき，水を飲ませ，花をさ
して供養した。そのカメ，正確に
は瓶であるが，私が調べたのは，
まさにこれであり，この伝説は史
実である。
この島の為政者は，9世紀の中

頃には，南島統治のために，多
嶋から移動しており，城久遺跡群
では，その官衙建物がつぎからつ
ぎに発見されており，南島ではす
くない優れた中国陶瓷器が発見さ
れている。従来，「きかいしま」と
いうと，俊寛僧都の鬼界島＝硫黄
島と恣意的に解釈される傾向があ
ったが，史料をすなおに読むと，
貴海島＝貴賀井嶋＝貴駕島＝喜界
島である。
賢明な読者は，この伝説研究が，

『ハーメルンの笛吹き男』の阿部氏
の考えと，共通するものがあると
喝破されるかもしれない。そうい
う錯覚をいだいていただけると無
上の光栄である。私がやっている
のは，中国陶瓷研究ではなく，中
世の人の生きざまを見つめようと
しているのかもしれない。

■
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転換するデンマークの教育

2006年８月の末、デンマーク
を訪問した。デンマークについて、
日本でよく知られているのは、チ
ボリ公園、アンデルセン、豚肉と
いったところだろうか。そうそう
デンマーク体操というのもある。
訪問理由は、OECDが行った

PISA2000、PISA2003の結果が
思わしくなかったということで教
育改革が進んでいるので、その現
状を知りたい、ということであっ
た。訪問地は首都のコペンハーゲ
ンではなく、アンデルセンが生ま
れ育ったオーデンセ市（コミュー
ン）。フュン島のほぼ中央に位置す
る町である。そこにある県立養護
学校１校、市立の小中一貫の国民
学校（フォルケホイスコーレ）２
校そしてオーデンセ市の、日本で
いえば、議会の文教委員会と教育
委員会が一体となったような委員
会の委員長を訪問し、インタビュ
ーを試みた。
そこで明らかになったのは、地

方分権をより徹底しようとしてい
ること（県立養護学校の市立移管）、
英語をこれまでの４年生からでな
く３年生から教えること、夏休み
を短くすること（生徒は８週間→
６週間、教職員は６週間→４週間）、
移民の子どもへのデンマーク語の
徹底などの他に、明らかにPISA対
応と思われる措置が進みつつあっ
た。それは成績評価をEU標準に変
えることと、全国一斉学力テスト
の実施、９年生の義務教育終了テ
ストへのPISA対応科目の導入であ
った。
総体としては、グローバルな経

済競争に向けた人材育成を目的と
する新自由主義的教育政策の推進
という性格が強い。日本の外務省
が、中道右派政権の下「グロバリ
ゼーションの中でデンマークを競

争力のある「知識社会」にするこ
とを目指し、2010年までに100億
クローネを投入し、教育・研究・
イノベーション・ベンチャーを強
化し、同分野での先進社会を作っ
ていくとの新たな目標を掲げてい
る」と紹介していることが実感す
ることができた。
しかし、デンマーク教育の良さ

が「子どもが学校で楽しく過ごし
ているところ」と評価する教育関
係者はこれらの改革にかなり批判
的であった。二人の国民学校長や
教員組合の支部長もそうであった。
PISAでトップの成績を収めている
フィンランドと比べ、教員養成が
まだ大学段階では行われてはいな
いこと（ファインランドは修士課
程）、教授方法がまだ一斉授業的で
あることなど、改革すべき点があ
ることは感じられたが、政府が推
進する政策、とくにテストで競争
をあおるような施策が具体化され
ていくと、素直で人なつっこい子
どもたちの笑顔を消してしまうの
ではないかとの危惧を覚えた。

TUAC＆EIの対応

OECDのPISA（Programme for
International Student Assess-
ment）すなわち国際学習到達度調
査は2006年度で３回目を迎え、
いま、その結果が実施、集約され
つつある。今回は理科中心となっ
ているが、2009年から2015年に
かけてもう一サイクル実施される
ことになっている。2009年から
はほぼ小学校終了段階にあたる９
歳児も対象として現在対象となっ
ている15歳までの変化も見るとい
う。
このPISAが日本の教育政策にか

なり影響を及ぼしていることは周
知の通りであるが、先にみたデン
マーク、ドイツはPISA2000から、

そしてPISA2003からはイタリア
やベルギーなどにも影響が及びつ
つある。ある意味で、部分的では
あるが、学習到達度の標準化がま
さにグローバルに進む様相を示し
ていよう。これまで参加していな
い中国もかなりPISAには注目して
いる。
各国の教育政策に対する大きな

要因になりつつあるPISAに対し
て、各国の労働団体の意見を集約
してOECDに意見を述べるTUAC
（Trade Union Advisory Commit-
teeのこと。経営者団体の委員会は
BIAC）がこの９月５日にOECD本
部の会議室で対応会議を開催した。
OECD加盟諸国以外からも多数参
加。TUACの教育部会は教育イン
タナショナル（EI）の中のOECD
加盟諸国の教員組合が中心になっ
ているので、フランス、ドイツ、
イングランド、フィンランドなど
が活発に意見を述べていた。
なかでも興味深かったのは、共

にドイツ人である、OECDの教育
政策実施機関である教育局のバー
バラ・イシンガー局長とその下で
PISAの実質的責任者であるアンド
レアス・シュライヒャー専門官と、
フランスの複数の教員組合代表と
の間で激しい議論が展開されたこ
とである。議論の内容は、PISAは
あくまで望ましい教育政策の立
案・実施に科学的データをだすた
めのツールであるとするOECD側
と、PISAには教育を経済成長の手
段にし、グローバル経済競争を煽
る、ある種のイデオロギーが隠さ
れているとするフランス教員組合
側とのまさにイデオロギー対立で
あった。
他の教員組合の立場はさまざま

で、PISAに政府がのってこないの
に困っている、PISA結果は教育費
確保に有効である、という意見も

PISA2003ショック広まる
経営学部　教授　嶺井　正也
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出されたが、共通していたのは、
点数をだしてランク付けをする今
のやり方は極めて問題が多い、と
する点であった。
日本もその典型例であるが、読

解リテラシー、数学的リテラシー、
科学的リテラシー、問題解決リテ
ラシー（2003年から追加）に関
して、ジェンダー、家族的背景、
学校内格差、学校間格差など多様
な視点からのデータ分析を踏まえ
ての政策形成ではなく、たんに順

位を上げるためにだけこれらを利
用しようとする政府の対応やマス
コミの報道の仕方を批判する点で
は一致していた。
シュライヒャー自身、こうした

対応については危惧の念を示し、
2007年12月上旬の結果分析公表
の仕方を工夫したい、と話してい
た。

今回の会議では、ヨーロッパ諸
国はOECD→EU委員会→各国政府

という政策形成のメカニズムがで
きつつあるのではないか、との懸
念もEU諸国の教員組合からだされ
たが、筆者の国内研究先である国
民教育文化総合研究所で開催して
いるPISA関連フォーラムから考え
ると、PISAはより広い範囲の国々
の教育政策に影響を与えて行くよ
うに感じられる。筆者はこれを
「PISAショック」と名付けたが、
それは来年結果公表のPISA2006
でさらに大きくなりそうである。

■
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はじめまして。

2006年度より専修大学経済学
部講師として着任しました角田真
紀子です。専修大学経済学部経済
学科，日本女子大学科目等履修生
を経て，東京大学大学院教育学研
究科修士課程・博士課程に入学・
中退し，同助手として3年間勤務
しました。他に，東京女子大学学
生相談室カウンセラー，台東区立
金曽木小学校カウンセラー，東京
大学大学院教育学研究科心理教育
相談室助手（臨床心理士），東京大
学教育学部附属中等教育学校カウ
ンセラー・同講師，東京衛生学園
専門学校カウンセラーを経験して
います。本学での担当科目は，「発
達・学習心理学」「スクールカウン
セリング」「教育実習Ⅰ～Ⅲ」です。
中学校社会科・高等学校地理歴史
科の教員免許を有する臨床心理士
です。

なぜこの道へ？

こうお話すると，たいてい「何
で経済学部から心理？」と聞かれ
ますのでそこから書きたいと思い
ます。私は，とにかく教師になり
たくて専修大学経済学部に入学し
ました。逆に言うと，教職課程を
取れない学部であれば入学してい
ませんでした。経済学部を選んだ
動機は単純なので，ここに書くの
はやめておきます。
私にとって，経済学の授業は新

鮮で興味深いものでした。ただ，
そこで社会科および地理歴史の専
門知識を同時に習得していくのは，
相当な努力を必要とすることでし
た。一方，塾の講師や教育実習，
そして小・中・高・大の授業を通
してずっと気になっていたのは，
教師の言葉の使い方と対応でした。
先生のある一言が，自分を嬉しく
したり，落ち込ませる。人生が変

わるきっかけになることもありま
す。では，自分が教師の立場とな
って，教師として教壇に立って話
すときには何をどう話せるだろう
か，より効果的な教育的対話とい
うのはどういうものか。それを考
えるには時間も知識も足りていな
いのではないか。そう考えました。
そこで，これをより深く研究する
ために大学院への進学を決めまし
た。教育学そのものでなく，教育
心理学（実質的には臨床心理学）
を選んだのは，子どもと実際にか
かわりながら実践を通して学ぶこ
とができると考えたからです。当
時は，近い将来に教職課程の科目
のなかにカウンセリング関係の科
目が新設されるという状況だった
ので，将来的には，教職課程の教
員になってこの科目を担当して学
生と一緒に考えられたらいいなあ，
と思っていました。私は熱烈で過
激な愛校心をもっていたわけでは
ありませんでしたが，漠然と，い
つか母校で教えられたらいいなあ，
とも思っていました。

教職のなかでの「心理学」

したがって，私にとっての臨床
心理学は手段にすぎません。心理
学という手法を使って，子どもの
心について考え，教育的な対話を
模索し，教育現場で活用するのが
目的でした。
しかしながら，こういったスタ

ンスでの研究は，初学者にとって
は難しいものでした。専修大学で
ばっちり仕込んできた「教師より
（しかも経済学的）」のスタンス
（本筋から外れますが，専修大学の
教職課程プログラムは素晴らしい
です。今の立場で申し上げると手
前味噌になりますが。）に，新しく
「臨床心理学より」のスタンスを形
成するのですから。心理臨床の現

場と，教育現場に足場を置きなが
らの研究というわけです。それは，
まだ歩けない乳児がローラースケ
ートを履いて走ろうとしているよ
うなものでした。

「2色のワラジ」功を奏する。

そのような姿勢で臨んだ研究活
動は，混乱して大変でした。しか
しながら，博士課程に入るとだい
ぶ落ち着いてきました。臨床心理
士には，職場がいくつかあります
が，私の場合は，「教育現場で臨床
をやりたい」ということや，教員
免許保持者であることが周囲に知
られていたので，附属中等教育学
校のカウンセラーと講師をするこ
とができました。特に講師は高大
連携で，高校3年生に心理学（学
校設定科目「総合心理入門」）を
T.T.で教えるという，とても挑戦
的でわくわくする授業です。教員
免許を持っている臨床心理学専攻
者は多くはないですが，それを必
要とされる職場はもっとないので，
私が教壇に立てることはラッキー
なことでした。
授業では，3～4人のスタッフと

30人前後の生徒がグループワーク
を週1回2時間行います。そこは，
現場。怒りもあれば涙もある。特
に心理学に関連する授業ですから，
生徒の反応もさまざま。そこで教
師の顔とスクールカウンセラーの
顔を併せ持つことは，はっきり言
ってとてもしんどいです。自分が
何者かさえ分からなくなってしま
う。でも，この「2足」のワラジ
を「2色」に変えることができる
ようになり，だんだん慣れてきま
した。試行錯誤のなかで，授業内
で気づいたところを授業内でヘル
プして，足りなければ外でフォロ
ーする，スタッフのなかで役割を
うまく受け渡していく，そんな形

はじめまして...ただいま
経済学部　講師　角田　真紀子
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態ができあがりました。

グループワークに注目して

大学の授業でもそうですが，私
はグループワークを活用していま
す。実は，私は「グループ」が苦
手です。でもなぜグループワーク
か。その答えを簡単に言うと，そ
のほうがメリットが多いからです。
教師という仕事も，スクールカウ
ンセラーという仕事も，その生徒
の「能力」を高めるよう支援する，
という点では同じ目的を持ってい
ます。そして，その途上で，生徒
の「鏡」や「壁」になることがあ
ります。生徒は感情や思考をあら
ゆる形で教師に投げてきます。そ
れを一人で対応することは不可能
ではないと思います。しかし，30
人，40人の生徒が一斉にあらゆる
角度で直球や変化球を投げてきた
ら，どうやって受けますか。もし
すべて受けたとしても，どうやっ
て返球したらよいでしょうか。
グループワークでは，球は複数

になりますので，その対応は実際
にはより複雑で難しくなります。
しかし，それは練習によって対応
可能になってきます。また，一人
では取りきれない，読みきれない
ボールを他の人が受けてくれると

いうこと，うまい受け合い方，な
ども学習することができます。「発
達・学習心理学」では，自分の発
達や学習プロセスについて自分で
振り返っていただきたいし，「スク
ールカウンセリング」では，自分
がどのような反応をするのかをま
ず確認していただきたい。これは，
個人学習では無理です。もしも，
人見知りをする，グループが苦手，
という人がいたら（たくさんいま
すが），「いつもの自分」は脇に置
いて，「教師志望者としての自分」
で活動してみてください。これは，
ロールプレイという技法でもあり
ますが，自分が知っている自分で
はなく違う人になったつもりでや
ってみるということは，生徒理解
の方法の学習にもなります。もち
ろん，心理学関係の授業では，自
分と向き合うことが出てくるため
に，「今日はどうしても嫌だ」とい
うことはあるでしょう。その時は，
強要はしません。ただ，その時は
「共にいる」ということを学んでい
ただけたらいいなと思っています。
これは，実はとても高い能力が必
要です。
迷いのなかで　変化し続けるこ

と　変化できますか。
最後に，次の詩を紹介して終わ

ります。

過去と未来のはざまの暮色に，さ

なぎの中で世界がさまざまに変化

する。

ある人々は，昔を振り返って，失

った魔法の世界を懐かしむ。

ある人々は，喜んで，混沌とした

過去にさよならを告げる。

ある人々は，あらゆる勇気をかき

集めて，未来を臨む。

ある人々は，変化の可能性に胸を

躍らせる。

そしてある人々は，石のように座

りこんで，どちらの道も見ようと

はしない。

（マリオン・ウッドマン「処女懐胎」）

変化すること（たとえばワーク）
に恐れをもっていてもいいのです。
それでも変化し（続け）たいと思
いますか。個人的にはその気持ち
が大事だと思います。こころから
願ったこと（変化）は，叶ってし
まいます。ですから，どうぞ慎重
に。そして，一歩一歩，時に大き
く飛躍しながら，夢に向かって進
んでほしいと思います。私は本学
で，そのお手伝いをしていきます
ので是非活用してください。よろ
しくお願いします。

■
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１．はじめに

資格課程を履修している学生の
みなさん、はじめまして。私は、
今年（平成18年）の4月に司書課
程・司書教諭課程の担当教員とし
て本学に着任いたしました。「図書
館資料論」や「学校経営と学校図
書館」などの科目を担当していま
す。このほか、文学部に所属して
いますので、情報メディア研究
（テーマ学習）の専門科目やゼミナ
ールも担当しています。
専門は、図書館情報学です。も

う少し詳しく説明すると、図書館
の利用に障害や困難を抱えている
人に対する図書館サービスの歴史
やあり方を研究しています。
さて、図書館というと、みなさ

んは、どんな図書館を思い浮かべ
るでしょうか。おそらく、本学の
図書館（大学図書館）や地域の図
書館（公共図書館）を思い浮かべ
る人が多いことでしょう。あるい
は、研究熱心な人は、国立国会図
書館を思い浮かべるかもしれませ
ん。こうした図書館の一種類に、
みなさんが通った小学校、中学校、
高等学校などの学校内に置かれて
いる図書館（学校図書館）があり
ます。近年、図書館情報学の研究
では、この学校図書館への関心が
高まってきています。その理由は、
のちほど書くことにしますが、本
稿では、この学校図書館について
分かりやすく紹介したいと思いま
す。

２．学校図書館は「図書館」なのか

学校図書館という用語は、一般
的にはあまり馴染みがないようで
す。以前、高校時代の友人に久し
ぶりに会ったとき、学校図書館の
研究をしているといっても分かっ
てもらえませんでした。友人曰く、
“学校に「図書室」はあったけど、

「図書館」なんてなかった”という
のです。その友人にしてみると、
「図書館」というのは、「館」とい
う字の如く、大きな独立した建物
があって、そこに何十万冊という
蔵書がぎっしり詰まった施設とい
うイメージなのだそうです。これ
を読んでいるみなさんのなかにも、
同じようなイメージを持っている
人がいるのではないでしょうか。
確かに、このイメージからすれ

ば、学校内の１つの教室が割り当
てられたに過ぎない「図書室」を
「図書館」と呼ぶことに違和感があ
るかもしれません。しかし、「図書
館」という用語を図書館情報学や
教育学で用いる場合には、単にそ
の施設を指すだけではなく、その
機能を指すのです。つまり、施設
の規模の大小にかかわらず、図書
館としての機能をもつものはすべ
て「図書館」なのです。
では、図書館の機能とは、何で

しょうか。基本的には、資料や情
報メディアの収集、整理、保存、
提供とそれに付随する各種のサー
ビス活動の実施ということになる
でしょう。学校の「図書室」も、
こうした図書館の機能を果たして
いるので、小さいながらも立派な
「図書館」といえるわけです。
なお、図書館の機能を果たすた

めには、次の4つの要素がすべて
揃っている必要があります。すな
わち、（1）施設・設備、（2）資
料・情報メディア、（3）職員、（4）
利用者の4つです。これを学校図
書館に当てはめれば、（1）「図書
室」、（2）資料・情報メディア、
（3）司書教諭などの担当教職員、
（4）児童生徒及び教職員、という
ことになります。

３．学校図書館の機能

学校図書館については、「学校図

書館法」という法律に詳しく規定
されています。学校の中には、体
育館や保健室などさまざまな特別
教室がありますが、学校図書館に
ついてのみ単独の法律が存在しま
す。それは、この法律ができた
1950年代、学校教育のなかで学
校図書館という機能がとりわけ重
視されていたからに他なりません。
図書館の機能についてはすでに述
べましたが、この法律の中でも、
学校図書館の機能に関する規定が
あります。具体的には、「図書、視
覚聴覚教育の資料その他学校教育
に必要な資料（以下「図書館資料」
という。）を収集し、整理し、及び
保存し、これを児童又は生徒及び
教員の利用に供することによつて、
学校の教育課程の展開に寄与する
とともに、児童又は生徒の健全な
教養を育成すること」と規定され
ています。この規定の後半部分、
すなわち、「学校の教育課程の展開
に寄与する」ことと「児童又は生
徒の健全な教養を育成すること」
が、学校図書館に求められるオリ
ジナルな機能ということができる
でしょう。
「学校の教育課程の展開に寄与

する」とは、具体的には、学校図
書館の資料や情報メディアを各教
科・領域の学習指導（例えば、「調
べ学習」）などで活用できるように
する取り組みです。学習・情報セ
ンター機能と呼ばれることもあり
ます。また、「児童又は生徒の健全
な教養を育成する」ためには、児
童生徒の読書の支援（読書指導や
読書相談など）や活動（読み聞か
せ、ブックトークなど）が重要に
なってきます。こちらは、読書セ
ンター機能と呼ばれています。
ところが、こうしたオリジナル

な機能があるにもかかわらず、こ
こ最近まで、学校図書館というと

これからの学校図書館と司書教諭
文学部　講師　野口　武悟
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静かに読書をするためだけの場所
というステレオタイプな捉え方が
支配的でした。そこには、1960
年代から最近まで知識詰め込み主
義の教科教育が主流であったこと
が大きく影響しています。教科書
の内容だけを要領よく教え込んで
いればよく、学校図書館の資料や
情報メディアを活かして授業を行
うという発想がなかったからです。
そのため、休み時間や放課後に読
書好きの一部の児童生徒が集うだ
けの場所になってしまったのです。

４．学校図書館への関心が高まっ

てきた理由

こうしたステレオタイプな状況
から、ここ最近、学校図書館は大
きく変わりつつあります。学校図
書館を積極的に利用・活用しよう
とする機運が高まってきているの
です。本稿の「はじめに」のとこ
ろでも書いたように、図書館情報
学の研究で学校図書館への関心が
高まってきているのは、このため
です。その理由は、大きく2つあ
ります。
１つは、学校教育のあり方、学

習指導のあり方が、教科書中心の
知識詰め込み主義から脱却しよう
としていることです。総合的な学
習の時間や社会科（高等学校では、
地理歴史科と公民科）その他の教
科・領域で、教科書に載っていな
いことを学校図書館に行って自分
で調べる「調べ学習」が盛んに行
われるようになってきました。ま
さに、学校図書館の学習・情報セ
ンター機能が注目を集めているの
です。
もう1つは、児童生徒の読書離

れを食い止めるために、全校挙げ
ての読書活動推進が図られるよう
になってきたことです。「朝読書」
を全校で推進するなど、学校図書

館の読書センター機能も見直され
てきています。
ただし、学校図書館には、所蔵

している資料や情報メディアが古
すぎたり、足りないために、児童
生徒の「調べ学習」や読書のニー
ズを充たせないなど、解決すべき
課題も山積しています。こうした
課題を解決する牽引力として期待
されているのが、学校図書館を掌
る専門教員である司書教諭なので
す。

５．司書教諭が学校図書館を変え

る

学校図書館に対するステレオタ
イプな捉え方が支配的であった時
代には、学校図書館は、校務分掌
で学校図書館係になった係り教員
が細々と運営にあたり、司書教諭
は配置されていませんでした。そ
れが、すでに述べたような学校図
書館への関心の高まりの中で、司
書教諭配置の必要性が高まり、つ
いに2003年4月から「学校図書館
法」の改正によって12学級以上の
規模の小学校、中学校、高等学校
に司書教諭の配置が義務づけられ
ました。
司書教諭の職務は、非常に多岐

にわたっています。具体的には、
（1）図書館の管理・技術面に関す
る職務（学校図書館の経営全般、
資料や情報メディアの収集、整理、
保存、他の学校図書館や地域の公
共図書館など外部のリソースとの
連携・協力など）、（2）図書館の
サービス活動に関する職務（資料
や情報メディアの貸出、レファレ
ンス、読み聞かせ会やお話会の実
施など）、（3）図書館の指導に関
する職務（読書指導、図書館利用
指導、図書館を利用・活用する教
科・領域におけるティーム・ティ
ーチングなど）などです。

学校図書館の先進国とされるア
メリカでは、学校図書館は学校の
中核施設であり、それを掌るメデ
ィアスペシャリスト（日本の司書
教諭に相当）は図書館の専門家で
あるとともに、学習指導や読書活
動と資料や情報メディア、外部の
リソースを適切にコラボレートさ
せる専門家として、教師集団のな
かでも中核的な位置を占めていま
す。
日本の学校教育でも、司書教諭

が、校内でリーダーシップを発揮
して、上に挙げたような職務を確
実にこなし、学校図書館の機能を
十分に果たしていければ、アメリ
カのような位置を確立することも
可能であろうと考えます。ただし、
そうなるためには、司書教諭の配
置が義務づけられてからまだ3年
しか経っていないわけですから、
長く険しい道のりが予想されます。
その道のりを歩んでいく司書教諭
には、学校教育や図書館情報学の
専門的知識・技能とともに、学校
図書館の充実・発展に対する強い
信念と情熱をもあわせ持っている
ことが求められるといえます。

６．おわりに

以上、本稿では、いま関心が高
まりつつある学校図書館について
述べてきました。今日のような変
化の激しい社会にあって、学校図
書館に限らず、あらゆる図書館に
従来とは違った新たな期待が寄せ
られています。詳しく述べる紙幅
はありませんが、例えば、公共図
書館では、従来のような地域の読
書の場としてだけではなく、地域
の学習やビジネスの支援センター
として、そして地域の情報拠点と
しても期待されています。地域社
会と利用者のニーズを的確に把握
し、それにあったサービスを提供

■
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していくことがこれからの図書館
員には求められているのです。本
学の司書課程・司書教諭課程を履
修する学生のみなさんには、図書

館情報学の専門的知識・技能を身
につけることはもちろんですが、
学部の専門科目の勉学や学内外で
のさまざまな社会経験を通して、

今、社会が何を求めているのか、
それに図書館はどう貢献できるの
かを考える眼を養ってほしいと思
います。

■
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学会での発表時の写真
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「世界を股に掛けた教師になる」、
という強い意志で日本に降り立っ
たあの日から数え、気がつけば早
３年の月日が流れてしまいました。
この３年間を振り返ると、日々是
まさに「忍」。その中で様々な出来
事が訪れ、教師の仕事なるものが
おぼろげながらも見えてきたよう
に思えます。
現在私は専修大学附属高等学校

で国語科の教員として奉職する一
方、大学時代の仲間とともに、中
南米の民族音楽「フォルクローレ」
の演奏活動を続けています。授業
活動、クラス運営、校務分掌、ク
ラブ活動など、ほぼ休みのない
日々に追われる中、私の精神的な
支えになっているのが、「フォルク
ローレ」をともに奏でることがで
きる仲間の存在です。課題曲を決
め、少しでもよい音を奏でたいた
めに切磋琢磨する。誰に評価され
るでもなく、少しでも納得のいく
演奏ができるよう努力する。結果
ではなく、演奏という過程をとも
に共有することがいかに大切か、
私は「フォルクローレ」の演奏を
通して学びました。
この精神が、教員になった今も

息づいています。生徒にとって必
要なことは、仲間と呼び合える存
在が必ずいるということを実感し、

そしてその仲間とと
もに学び合い切磋琢
磨する中に学びの楽
しみがあると感じ合
うことなのではない
か、そう実感してい
ます。教師が生徒に
してあげられること
は非常に限られてい
ます。しかし、生徒
に切っ掛けを与える
ことには、限りなど
ありません。但し、教師が自分自
身に線引きをしない限りにおいて。
そのためには、教師自らが日々課
題をもって学んでいくことが必要
不可欠です。課題は何でもよいは
ずです。いかに自分が日々の生活
の中で課題を探し、その課題に邁
進できたかがむしろ重要です。今
の私の課題は、「韓国の国語科教育」
と「日本の国語科教育」の比較検
討です。
「韓国」という言葉が出てきた

ところで、冒頭の「世界を股に掛
けた教師になる」という言葉をこ
こで少々説明しましょう。実は私
が教員になろうと決意したのは大
学２年生のときです。大学の留学
制度を利用して、中国に約１ヵ月
間「短期語学留学」をした際に、
日本を全く知らない自分の存在を

痛感しました。
「何とか自分の
言葉で日本を
伝えたい」、そ
の思いが私の
ターニングポ
イントとなり
ました。当時、
商学部であっ
た私の脳裏に
は、「文学」へ
の憧憬が常に
潜んでいまし

た。それにすべてを委ね、商学部
からの大学院文学研究科国文学専
攻への進学を決意しました。迷い
よりもむしろ好奇心が先立ち、「早
く自分の言葉で日本を伝えたい」、
その思いで大学院生活を悔いのな
いよう最大限謳歌しました。しか
し、現実では思うようにはいかず、
教員採用試験は惨敗。しかし、か
ろうじて地元の私立高校の非常勤
で、夢の第一歩を踏み出せました。
そんな私のもとに舞い込んできた
のが、「韓国での日本語講師」とい
う、指導教授からのお話でした。
好奇心に駆り立てられ、迷うこと
なく韓国に旅立ちました。そして、
韓国日本語講師生活の２年間半、
そこでの喜びと葛藤が今の私を
「世界」と結び付けています。
帰国後３年が経ち、教員を目指

すみなさんに言えることは、様々
な人と出会い、喜びと葛藤を感じ
ることの大切さです。そこでの出
会いや別れ、そして経験がみなさ
んの今後の肥やしとなり、延いて
は生徒理解の助け、そして生徒の
未来への飛躍を誘う鍵ともなるで
しょう。教員生活は「忍」の一言
につきます。しかし、「飽くなき挑
戦」と「未来への希望」がある限
り、教員生活は何ものにも代えが
たい達成感と充実感をもたらして
くれるに違いありません。

卒業生から（国語）
東京都私立専修大学附属高等学校教諭　上山　和宏（平成12年　文学研究科国文学専攻修了）
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専修大学を卒業し、教職に就い
てから早くも13年が過ぎました。
はじめの頃は部活動のサッカー部
で子どもたちに負けじと一緒にボ
ールを追いかけていましたが、い
つの間にかそれも少しきつくなっ
てきました。教員の採用人数が少
なく、なかなか後輩が入ってこな
い中、この13年間のうちの11年
間は学校で一番若い教員でしたの
で、いつまでも若手の気分でいま
したが、どうやらすでに中堅の仲
間入りを果たしているようです。
私が教職の道を志したのは中学

校を卒業したときでした。多感な
中学時代に教育熱心な先生方に大
きな影響を受け、「人の人生にこん
なにも影響を与える教師という仕
事を自分もしたい…。」と思うよう
になりました。とにかく中学校の
先生になりたい、教科はなんでも
いいから…。はじめはそんな気持
ちでした。得意だった数学や体育
の先生になろうとも考えました。
しかし、紆余曲折を経て入学した
のは英米文学科。その時には英語
の教員になることを決意していま
した。専修大学在学中はネブラス
カ大への１年間の交換留学も経験
しました（採用試験でこの留学経
験をアピールしたのが良かったの
かも…、と今でも思っています）。
４年生で帰国してからは就職活動
もせず、ひたすら教員採用試験に
向けて勉強しました。教師になり

たいという気持ちだけは人一倍持
っていたつもりです。ですから採
用が決まった時は本当に嬉しかっ
たことを今でも覚えています。初
めて教壇に立ち、生徒達の目が一
斉にこちらを見た時のあの感動は
今でも忘れられません。
英語の授業は教育実習でやった

やり方しか知りませんでした。初
任者の頃は先輩の先生方の授業を
参考にしながら、何とか必死にな
ってやっていました。それでも少
しずつですが自分の授業が出来る
ようになっていくことで自信を持
つことが出来ました。しかし慣れ
はマンネリを生みます。10年近く
になってくると、自分の授業はこ
のままでいいのか…と思うように
なりました。埼玉県には長期研修
という１年間現場を離れて大学等
で研修を行える制度があります。

なんとか自分の授業
を変えたい、教員と
しての自分を鍛え直
したいという思いか
らこの制度に申し込
みました。合格まで
数年かかりましたが、
何とか昨年度研修を
させていただくこと
ができました。本当

に貴重な１年間を過ごすことがで
き、自分の意識も変わりました。
後でふり返った時に、この１年間
は間違いなく私の教員生活のター
ニングポイントになっていること
でしょう。教育は絶えず変化して
いきます。生徒も変わります。教
師にとってやはり大切なのは向上
心です。絶えず自分を高める努力
がなければならないし、それが全
て生徒のためでなければならない
と思います。
私にとって教師の仕事はやはり

やりがいのあるものです。特に中
学校では教科指導だけではなく、
生徒指導や部活動をはじめやるこ
とは山ほどあります。教師を夢見
ていた頃描いていた教師の仕事と
実際とでは大きな違いがありまし
た。人間を相手にするのですから、
生徒のことでも悩みは多いし、や
はり大変な仕事なのだと思います。
しかしどんな仕事にでも苦労はつ
きものです。どうせ苦労するのな
らば、好きな仕事で苦労できるの
ですから私は幸せなのだと思って
います。教職を志す皆様、是非困
難に立ち向かえる強い信念を持っ
て教育界に飛び込んできてくださ
い。待っています。

卒業生から（英語）
埼玉県菖蒲町立菖蒲中学校教諭　増田　陽一（平成5年　文学部英米文学科卒業）
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朝7時30分、「ランニングいこう
かぁ」寝ぼけ眼の部員たちに発破
をかけて一日が始まります。そし
て8時25分２年１組の教室へ。「お
はよう！」という挨拶に「おはよ
うございます」の声が返ります。
欠席者の確認などを終え、今日も
いつものひと笑い。
教員採用試験の合格発表はイン

ターネットで見ました。「不合格？」
と思った次の瞬間「補欠合格」の
欄に番号を見つけました。採用し
てもらえるのだろうかという新た
な不安を抱えた毎日。3月終わり
まで常勤講師として必死に働きま
した。野球部顧問、時間割作成担
当、生徒会担当と、出来ることは
なんでもこなしました。それら係
としての仕事に追われ、パソコン
とにらめっこし始めてから、授業
の準備に辿り着くまでがとても長
い毎日。もし正式に採用されて担
任にでもなったら、体がもたない
な。本当にそう思いました。
「担任を持ったら仕事は3倍に

増える。でもな、やり甲斐は10倍
に増えるぞ」。そんな先輩からのア
ドバイスを胸に昨年4月、現在の
勤務先に長年の夢である「教諭」
として着任することとなりました。
小学生から野球を始め、中学では
野球部主将に。母校三田学園高校

と、ここ専修大学
体育会準硬式野球
部で副主将を務め
た私は、「指導者
として甲子園に」
そんな夢を叶える
ために高校教師を
目指しました。そ
んな「野球人間」
の私が中学校の
「担任」としてこ
の子たちに伝えら
れることは何だろうか。入学式の
前夜ひとりじっくり考えました。
クラス38名一人ひとりが役割のあ
るクラスにしたい。得意なこと苦
手なことを補い合えるクラスにし
たい。みんなでひとつのものを作
り上げる素晴らしさを伝えたい。
迎えた入学式、初めての教え子

３８名の名前が入った名簿を、一
生懸命読み上げました。そして教
室に戻り、徹夜で作った「くす玉」
の紐をクラス全員で引っ張りまし
た。「祝入学！　輝け38の原石た
ち」と書かれた懸垂幕とともに彼
らの中学生活がスタートし、同時
に私の教師人生がスタートしたの
です。
中学生の日常はもの凄いスピー

ドで流れていきます。同じように
我々の日常も息つく暇もありませ

ん。授業やホームルーム、清掃が
３時に終わり部活がスタート。部
活が６時に終わったら、教室整備
に学級通信、生徒会関係の仕事に
職員会議の資料作成。そこに加え
て家庭訪問に行くことも。そのあ
とでようやく授業に向けての教材
研究。土日も部活で休みがない。
そんなバタバタした日常の陰にち
ょっとした感動があるのがこの仕
事だと思います。出来なかったこ
とが出来るようになった生徒を見
たとき。自分の話を聞いて涙なが
らに「頑張ります」という生徒を
見たとき。保護者から「北本先生
を見て将来の夢が“教師”になっ
たみたいですよ」と教えていただ
いたとき。
大学時代に教職課程の「特別活

動論」の授業で先生が「教師にと
って一番大事なものは？」と質問
された時、ある同級生が「それは、
生徒への愛です。」と答えました。
他の学生は（私を含め）大爆笑で
した。ところが先生は「大正解」
と真剣な眼差し。今は私もそれが
大正解だったことが分かります。
生徒のためにどれだけの事ができ
るのか。「気持ちでやる仕事」、そ
れが教師の仕事だと思います。こ
の「生徒への愛」に自信がある人
は、何が何でも教職の道に進んで
もらいたいものです。

卒業生から（社会）
兵庫県三田市立藍中学校教諭　北本　威（平成14年　法学部法律学科卒業）
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＜はじめに＞

私が情報科の専任講師として母校

である専修大学附属高等学校に奉

職して半年を迎えようとしており

ます。情報科の助手、非常勤講師

を経て、第一志望であった母校の

教壇に立つことができる喜びを感

じながら教員としての生活を送っ

ている毎日です。

今回は私の経験等をお伝えした

いと思いますので、少しでも参考

にして頂ければ幸いに思います。

＜採用までの流れ＞

私学で採用試験に至るまでの流

れですが、大きく分けて２種類存

在します。１つ目は各学校が独自

に募集をし、試験を行うという方

法です。２つ目は各都道府県の私

学協会に書類を提出し、私学教員

適性検査の受験、もしくは履歴書

の委託を行うという方法です。

これらは各都道府県、また教科

によって方法が異なることもあり

ますので注意をしてください。

私学の採用試験は各学校独自の

試験になりますので、正確なこと

はお伝えできませんが、私の場合

は１次試験が書類審査、２次試験

が小論文・専門教養・面接、３次

試験が模擬授業・面接、４次試験

が面接という流れでした。他校の

先生方に伺っても、基本的に書類

審査、小論文、専門教養、模擬授

業、面接が多いようです。

採用試験でポイントになるのは

模擬授業です。なぜ模擬授業がポ

イントなのかというと、私学のほ

とんどの学校で実施される試験で、

受験者間の差がつきやすい試験だ

からです。また、新卒者が一番脱

落する試験でもあります。なぜな

ら、教育実習の経験しかない新卒

者と講師経験のある人材が模擬授

業を行った場合、結果は明らかで

しょう。そこで、在学中の皆さん

は、積極的に教育現場に足を運ん

で授業の見学をする。また、友人

を生徒役にして、模擬授業を定期

的に行うなどの対策をして欲しい

と思います。

＜教員の日常＞

教員になって感じたことは教科

の仕事というのは一部に過ぎない

ということです。現在私は生活指

導、庶務、校友、PC管理の４つの

部署に所属しており、生徒対応も

含めると、自分でスケジュールを

組むということが困難で、日々慌

ただしく次々と仕事をこなしてい

るということが現状です。私の場

合は生活指導を担当していること

もあり、朝の７時半頃出勤し、８

時頃から最寄りの駅に立ち登校指

導をしています。登校指導ではあ

いさつをする習慣を身につけるこ

とや、服装の乱れな

どを注意することが

目的になっています。

その後、学校に戻っ

て授業を行います。

放課後は生徒対応の

他に、教科・部署・

学年などの様々な会

議やクラブ活動など

の仕事があります。空いた時間を

利用して授業の準備を行うという

ことが教員の日常となっています。

つまり、しっかりとした授業を行

えるということは大前提で、その

他に数多くの仕事をこなさなくて

はなりません。よって、採用時に

模擬授業がポイントになるわけで

す。ですから、学生の皆さんには

今の段階でしっかりと教科につい

て知識を深め、準備をして頂きた

いと思います。

＜最後に＞

私から一言伝えたいことは、教

員を目指している皆さんには「絶

対に諦めない」という気持ちを大

切にして欲しいということです。

私も一度は現在の職場で不採用に

なりました。様々な葛藤もありま

したが、最終的には何年かかって

も教員になりたいという強い信念

を持ちながら講師として教壇に立

ち、諦めず努力したことによって、

翌年に採用が決まったと思ってい

ます。

教員を目指す学生の皆さんが一

人でも多く教壇に立てることをお

祈りいたします。

卒業生から（情報）
東京都私立専修大学附属高等学校教諭　服部　竜也（平成16年　経営学部経営学科卒業）
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１　はじめに

私が教師になりたいと初めて思
ったのは、小学校三年生の時でし
た。それから約20年後、ようやく
夢を叶えることができました。現
在の勤務校は、全校生徒700名を
越える、千葉市内でも一・二を争
う大規模校で、三学年副担任、バ
スケットボール部の顧問として、
充実した毎日を送っています。

２　学校現場へ

大学卒業と同時に、私は学習塾
で正社員として働きだしました。
それなりに楽しい日々を送ってい
たのですが、ある日生徒に「塾の
先生って、俺たちの思い出に残る
ことってないよね」と言われまし
た。塾には、体育祭のような行事
もない。生徒と顔を合わせるのも
週に数時間……。確かに、その生
徒の言うとおりだと思い、悩んだ
末、退社しました。
退社と同時に、私は千葉県に講

師登録をしました。千
葉県の場合、講師登録
の手続きは簡単で、教
育委員会に履歴書を送
っておくだけで、登録
できます。登録から一
ヶ月後、教育委員会か
ら一本の電話が入り、
運良く講師として学校
現場に入ることができ
ました。
千葉県の講師には、

「臨時的任用講師（以
下臨任とする）」と
「非常勤講師」の二種
類があります。前者は、講師とい
う立場ではありますが、仕事内容
は正規の先生方とまったく同じ、
ボーナスも出ます。後者は授業だ
けを行い、給料も時給制です。
私の最初の一年は、臨任として

スタートしました。勤務先は高等
学校の定時制です。ご存じの通り、
定時制には様々な生徒がいます。
年上の生徒もいました。夜中に、
泣きながら助けを求めて私の家ま
で押しかけてくる生徒もいました。
そんなドラマのような毎日が、大
変心に響き、「採用試験に合格し、
教師になろう」という思いを、よ
りいっそう強くしてくれました。
二年目は、同じく臨任として全

日制の高等学校へ勤務しました。
三年目は、非常勤講師として、ま
た別の高等学校へ勤務しました。

３　採用試験に向けて

私にとって、講師としての三年
間は、どんな参考書よりも勉強に
なりました。採用試験での小論
文・面接・集団討論は、すべて三
年間の経験をふまえて解答しまし
た。この三年間がなければ、絶対
に合格することはなかったと思い
ます。

千葉県では、ある一定期間講師
をしていると、採用試験で「教職
教養」と「一般教養」が免除され
ます。学校内で配布された文書か
ら問題が出題されたこともありま
した。また、教育界の流行に敏感

な出題傾向があるので、実際の教
育現場での課題や問題点などをキ
ャッチできる点でも、講師として
学校現場へ入ることは、とても大
事なことだと思います。
皆さんのなかには「一発で合格

したい」と思っている方々がほと
んどだと思います。千葉県は年々
倍率が下がってきているので、「一
発合格」されている方が多くなっ
てきています。しかし私は、いろ
いろな経験をしておくことが、教
師にとって一番大事なことなので
はないかと考えます。また、「自分
が本当に教師に向いているのか」
を見極める場面が必要だと思いま
す。これは、教育実習だけでは絶
対に見極めることはできません。
採用試験合格までの道筋の中に、
ぜひ「講師」という通過点も視野
に入れていただければ、と思いま
す。

４　おわりに

皆さんは今、教育法
規や、数学・英語など
の一般教養の勉強に励
んでいることと思いま
す。もちろんそれらの
勉強も大事ですが、机
の上の学習だけでは、
採用試験には対応でき
ません。今、学校で何
が起こっているのか、
子どもの実態はどうな
のか、生徒指導はどの
ように行っているの
か、などなど、新聞記
事や教育雑誌を使って

「生の情報」にたくさん触れていく
こと、これが採用試験に合格する
ために一番大切なことだと思いま
す。是非自分なりの視点で、教育
現場を見つめていってください。

教員採用試験体験記（国語）
千葉県千葉市立花園中学校教諭　吉田　一弥（平成13年　文学部国文学科卒業）
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１　恩師である英語の先生との出

会い

中学校時代，英語の授業を担当
してくださった先生との出会いが，
私の英語の興味関心を高めること
につながりました。A先生は，必
要以上に日本語を使わない授業を
行っていました。中学生の私にと
って，とても新鮮に感じられる英
語の授業でした。授業では英語を
たくさん使って楽しく活動し，友
達とのペアワークなど，生徒たち
が意欲的に学ぶことでさらに英語
のおもしろさを感じることができ
ました。

２　大学４年生の７月，初めて教

員採用試験に挑戦

６月に教育実習を終えたばかり
の私は，１次試験対策の勉強がほ
とんどできないまま受験の日を迎
えました。結果は，不合格。とて
も悔しい思いでいっぱいでした。
不合格通知の中には，講師登録用
紙が同封してありました。私は，
すぐに教育委員会宛に講師登録書
を郵送しました。その後，早めに
登録を行っておいたこともあり，
12月に講師採用の電話がかかって
きました。私は受験勉強にさしつ
かえないようにと，非常勤講師の
職を受けることにしました。

３　大学を卒業後，非常勤講師に

初めて教員として教壇に立ち，
私は，２・３年生の習熟度別クラ
スと１年生１クラスの担当をしま
した。また２学年の副担任として，
先輩の先生方と協力して，仕事を
進めていきました。基本的に非常
勤講師は部活動指導・学級担任の
仕事を任されることはないので，
教科指導に力を注ぐことができま
した。私は１年生から３年生まで
の教材研究を毎日，時間を惜しま

ずに行いました。そして仕事をし
ながら，教員採用試験に向けての
勉強をスタートしました。

＜非常勤講師をしていたときに私
の主な日課＞
月曜日から金曜日
（AM8：00～PM3：30）：学校
（PM3：30～PM6：30）：図書館

で勉強
土曜日・日曜日：教員採用試験の
ための専門学校で１日勉強

１次試験対策
教職教養：教育原理・教育法
規・教育基本法・中教審答申・
学習指導要領など
（茨城県は法規等の穴抜き問題
が多い・重要法規を押さえて
おけばＯＫ）
一般教養：社会（時事問題を含
める）・理科の出題が多い
＊19年度の採用試験では英語の
問題も出題された。
専門（英語）：学習指導要領
（外国語科）・読解・英作文

２次試験対策
論作文（教育に関する考え方・

実践的指導力を問う課題）
面接（集団面接・個人面接（自
己PRを含める））
＊２次試験対策：自己PRは中学
校のときにお世話になった校
長先生にご指導をしていただ
きました。

４　２度目にして教員採用試験に

合格

私が受験した平成17年度の茨城
県教員採用試験の外国語（英語）
科の採用は８倍程度でした。私は
自分がやってきたことを信じて，
試験に臨みました。１次試験は今
まで暗記してきたものが出題され
ていたので，できたという感触を
つかむことができました。２次試
験の論作文・面接では，自分の教
育に対する考えをまとめ，伝える
ことができたと思います。

５　教員として１年目そして２年

目

1年目は初任者研修があり，教
員としての心構えから指導法まで
たくさんのことを学びました。ま
た２年生の副担任として，6クラ
スの生徒たちの名前と顔を早く覚

教員採用試験体験記（英語）
茨城県結城市立結城中学校教諭　吾妻　雅世（平成16年　文学部英米文学科卒業）
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えることから，生徒のことを理解
することに努めました。中学校は
小学校とは違い，多くの先生で１
人の生徒を見ることができること
が，自分１人で解決しようとしな
いで周りの先生方を協力していく
ことが大切であることを改めて感
じました。２年目の今年度も引き
続き，昨年からの生徒を担当する
ことになり，現在３年生の副担任
をしています。中学３年生のひと

りひとりの生徒が，自分の目指す
進路に向かって努力できるように
指導をしています。英語の授業で
は日本人の教師が１クラスに２人，
もしくはALT（英語指導助手）と
JTE（日本人の英語教師）という
ように，生徒により分かりやすい
授業をしようと，思考錯誤しなが
らの授業づくりを心掛けています。
また，部活動指導では女子バレー
部の顧問として，生徒と共に汗を

かき，練習に励んでいます。
教師という仕事は，生徒のこと

を考え，生徒と共に自分の人間性
を高めることのできる素晴らしい
職業だと感じています。時には厳
しく生徒を叱ることも必要ですが，
生徒のことを優しく受け入れて接
してあげることも大切なことだと
思います。教師を目指す皆さん，
自分を信じて頑張って下さい。応
援しています。

■

23

バレー部（3年生お別れ試合にて）部員全員と記念撮影
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（はじめに）

私が教員を志望するようになっ
たきっかけは，自分が長年やって
きた野球を通して子どもを育てた
かったからです。野球は小学校2
年から始め，大学でも準硬式野球
部に所属していました。本望とし
ては高校野球の指導に魅力を感じ
ていましたが，今は中学校教員と
して野球を教えています。教員に
なろうと決心したのは大学2年の
冬だったので，その頃から採用試
験の勉強を始めることになりまし
た。
（採用試験勉強について）

私は，高校・大学ともに推薦で
の入学だったので，本格的な受験
勉強の経験がありませんでした。
また，野球に打ち込んでいたため，
日ごろの家庭学習の習慣もなく，
採用試験の勉強が事実上初めての
受験勉強になりました。そのため
始めは毎日机に向かうことすら苦
痛でした。採用試験の勉強を本格
的に始めたのは大学3年の冬から
ですが，大学4年の5月までは部活
を続けていたため部活と試験勉強
の両立が非常に大変でした。5月
に部活を引退してからは，試験勉
強一筋の毎日になりました。単位
は3年までにほとんど取り終えて
いたので，部活動引退後は受験勉
強に打ち込むことができました。
それからの勉強は1日に10時間前
後行っていました。しかし，残念
ながら現役の試験には不合格にな
ってしまったため，夏休み以降も
受験勉強に打ち込みました。講師
をやっていた時ははっきり言って
ほとんど勉強ができませんでした。
おかげ様で講師1年目で試験に受
かったのですが，振り返ってみる
と大学4年時の1年間がなかったら
間違いなくまだ合格はしていない
と思います。それほど現場は忙し

いため，大学生の時にどれだけ勉
強をしたかがポイントになると思
います。
社会科（専門教養）の試験には，

日本史，世界史，地理，政治経済，
現代社会，倫理の全てから出題さ
れるため，全てに手をつけました。
なにしろ受験勉強をしたことがな
かったため，基礎的な知識ですら
かなり欠落しており，始めは気の
遠くなるような日々でした。その
中から自分なりにつかんだ採用試
験勉強のポイントは，試験に合格
するためには教員として必要なレ
ベルの知識はいらないということ
です。わかりやすくいうと，問題
集を解けるだけの知識があればよ
く，語句について説明をするまで
の知識は必要ないということです。
どうしても教員という意識で勉強
すると深くまで知りたくなるもの
ですが，採用試験は専門教養以外
にも教職教養，一般教養，論文と
多くの科目があるため，合格する
ためにはできるだけ省けるものは
省いた方が良いと思います。

（実際に教員になって）

実際に教員になってみて感じる
ことは，想像以上に忙しいという
ことです。授業の教材研究ももち
ろんですが，それ以外にも様々な
仕事があり，中学校は授業の空き
時間がほとんどないため，事務仕
事をするのは部活を終えて生徒が
帰ってからになります。
しかし，やはり教員としてのや

りがいを感じるのは生徒の成長を
間近で感じることができることや，
多くの感動を味わえることです。
自分が関わった生徒が成長してい
ってくれることはお金では買うこ
とのできない貴重な財産です。忙
しくても生徒の笑顔を見たり，生
徒と本気で語り合ったり，時には
生徒を指導したりする中で忙しさ
は忘れてしまいます。採用試験の
勉強は思ったより大変かもしれま
せんが，「教師になりたい」という
強い気持ちがあれば乗り越えられ
ると思います。皆さんもぜひ自分
に負けず頑張ってください。

教員採用試験体験記（社会）
千葉県銚子市立第二中学校教諭　金谷　真寿（平成16年　経済学部国際経済学科卒業）
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NHK放送学園高等学校はNHKの
テレビ放送やラジオ放送を視聴し
て学習する通信制高校である。そ
のため生徒は日本全国どこでも自
分のペースに合わせた学習が可能
である。
通信制といっても生徒はまった

く学校へ行かなくてもよいという
わけではなく、月に一度学校へ登
校して実際に授業を受けなければ
ならない。生徒が日本全国にいる
ということで、実際に授業を受け
る場所は国立にある東京本校だけ
ではなく、協力校といわれる各地
の公立高校・私立高校でも授業を
受けることが可能である。
生徒の学習はこの月に一度の学

校への登校、これをスクーリング
と言うが、これとテレビ・ラジオ
の視聴、そしてリポートという各
教科ごとのプリント学習によって
行われている。このため生徒への
学習指導は通常、このリポートが
中心になっている。全日制の高校
だと、質問があれば直接1対1での
指導が可能であるが、それを文字
で行わなければならないため、
NHK高校の教員には文章力が求め
られていると思う。
実際私が初めてNHK高校を訪れ

て高校の説明を受けたとき、いき
なりその場で簡単なテストを受け
させられた。それが、リポートの
概要記入だったのである。概要と
いうのはリポート毎に添削教員が
記入するコメントのことで、３～
５行程度しか記入する欄がない。
しかしこの記入欄には生徒から提
出してもらったリポートの講評、
間違えてしまった点、復習時に考
えてもらいたい点、そして忘れて
はならない次への励ましの言葉が
盛り込まれている必要がある。私
の場合は教育実習が中学校で毎日
生徒の計画帳にコメントを記入す

る作業をやらせていただいていた
ため、初めてレポートの概評を記
入したときも比較的好印象だった
と思う。
このような学校訪問を終えて、

実際に非常勤講師として働きたい
と思ったら、後日面接を受けなけ
ればならない。面接は2月に国立
にあるNHK学園東京本校にて行わ
れた。私の受験教科である商業科
目ビジネス基礎以外にも、多くの
教科で受験者がいたようだ。面接
は３対１で行われた。中心に副校
長、そして左右に筆頭教頭と商業
科主任がお座りになり面接をして
いただいた。面接の内容は、受験
の意気込み、志望動機はもちろん
のこと、事前に提出した履歴書、
自己紹介書の内容を中心に行われ
た。自己紹介書はNHK学園からい
ただいたものでその内容は、
・ あなたの学生生活を報告してく
ださい。

・ 入学案内書を参考にしてNHK学
園についての意見・感想を書い
てください。

・ 所属団体　サークル　クラブ活
動　役員歴　選手歴

・ 好きなTV番組
・ 好きなこと（趣味・スポーツ）
・ 最近印象に残った本
・ （参考）当学園以外の受験先
である。先にも話したことである
が、NHK学園ではテレビ・ラジオ
を使った学習をしている。実は商
業科の科目にはテレビ・ラジオと
もに放送がないのであるが、他の
教科の放送でいいので面接前に1
度は見ておきたい。私の場合は教
科情報と日本史の放送をビデオ録
画しておき２、３度見ておいた。
もちろん面接での話の種になった
ことは言うまでもない。さて、面
接の後1週間ほどで合否通知が郵
送される。この通知で採用となっ
ていれば晴れて合格というわけで
ある。
NHK学園は、毎日授業を行えな

いということで１回のスクーリン
グで、全日制高校の２か月分ほど
の範囲をしっかりと伝えなければ
ならず、他校では体験できない経
験を積むことができる。少しでも
興味のある方は是非チャレンジし
ていただきたい。

教員採用試験体験記（商業）
東京都私立日本放送協会学園高等学校講師　伊藤　景如（平成18年　商学部商業学科卒業）

25

Vol.8-本文  06.11.15 9:16  ページ 25



教
職
課
程
�

資格課程年報『パッソ ア パッソ』�No.8/17

１　はじめに

私は母校である東京都立調布北
高等学校で三週間実習をさせてい
ただきました。実習生は14人、う
ち国語科の担当は２人でした。

「是非、教育実習でまた北校におい
で。」
高校を卒業する数週間前、国語

の恩師にいただいた言葉です。そ
の言葉を胸に、大学に入って教職
課程を履修し、いよいよ教育実習
で母校の教壇に立つ日が来たので
す。恐れ多くも人から「先生」と
呼ばれる三週間がスタートしまし
た。

２　イメージとのギャップ

私がホームルームを受け持つこ
とになったのは、二学年のクラス
でした。実習前、高校生とのコミ
ュニケーションについてある程度
予想していたのですが、思ってい
た以上に難しい年頃であると感じ
ました。教育実習生で生徒達と歳
が近いのが強みのように思ってい
たのですが、それだけでは生徒と
は打ち解けられませんでした。私
の場合、生徒をよく観察すること
から始めました。特に、生徒の名
前はすぐに覚えるように努めまし
た。目立つ子も大人しい子も分け
隔てなくホームルームクラスの全
員の顔と名前を少しの間に一致さ
せるのは易しいことではありませ
んが、話しかける際に生徒の名前
を呼んでから会話に入ることで、
話のクッションの役目をしてくれ
ました。「先生なんで私の名前知っ
てるの？」なんて驚きつつも嬉し
そうな生徒を見ると本当にこちら
も嬉しい気持ちでいっぱいでした。
さらに生徒たちをよく見ている

と、思っていたよりも大人の面も
あれば、子供の面も残っていて不

安定な心の揺れも
感じました。です
から、私も実習生
とはいえ教える立
場であり発言のひ
とつひとつが何ら
かの影響を彼らに
与えることを常に
頭に置いて話さな
ければなりません
でした。そうした
教師としての自覚
を重んじる危機感
が足りていなかっ
たことを痛感しました。

３　教壇実習について

二学年の現代文と古典を担当さ
せていただきました。古典は私が
選んだものを、現代文は単元の途
中からやらせていただきました。
授業は現代文、古典合わせて24回
行いました。
「教壇は舞台、教師は役者のよ

うな関係かもしれないね。」このよ
うに指導教官にアドバイスをいた
だきました。最初は実感がわかな
かったのですが、実際に教壇に立
ってみるとその言葉がよく理解で
きました。教壇に上がる寸前まで
手が震えるほどの緊張をしていま
したが、教壇に立った瞬間、身が
締まる思いで50分間お腹の底から
声を出して身振り手振りをしなが
ら笑顔で授業を行いました。普段
の学生の自分ではなく、教師の仮
面をかぶり演じる、というか変身
してしまったような心持がしまし
た。ですから、かなりの高揚感が
あり、教壇から降りて職員室に戻
ると一気に脱力してしまい、非常
に体力を要することを学びました。
また、授業はライブであるとい

うことも指導していただいた先生
は仰っていました。生徒の反応も

含めて授業が成立するのですから、
こちらが少しでもつまらない授業
展開をしてしまったり、何らかの
トラブルで慌ててしまったりする
とすぐに生徒たちの目線、はたま
た心が授業から離れていってしま
うのを身をもって感じました。集
中が途切れそうなところで声に強
弱をつけたり身振り手振りを大き
くしたり、と何らかのアクション
を起こして授業にメリハリをつけ
ることはとても効果的でした。ま
た、一人よがりな授業をしてしま
わないように、生徒の発言のひと
つひとつに丁寧に答えていくこと
や、生徒がつまずいた箇所をもう
一度よく考え直すための手助けを
して、生徒と向き合う授業を心が
けました。
特に難しかったのが生徒への発

問でした。一つの授業に一つポイ
ントを自分で設定してそこを山場
として伝えたいことを明確にする
と、生徒は分かりやすいようです。
教材研究をしているとついいろい
ろ授業に詰め込みたくなりますが、
じっくり読み込むところとさらっ
と流すところのメリハリが重要で
した。授業に一本筋を通してメリ
ハリをつけること、そこからおの
ずと発問の仕方が切り開けたよう

教育実習を終えて（国語）
東京都立調布北高等学校　文学部日本語日本文学科日本語学専攻４年　新井　史恵
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に思いました。

４　生徒とのふれあい

実習期間中、合唱祭が行われま
した。どの学年もどのクラスも朝
と放課後に熱心に練習をしていた
ので、そこに私は参加して生徒と
接しました。ＯＧとしてアドバイ
スを交えながら生徒を見守ること
しかできませんが、それでも毎日
参加をしていました。次第に生徒
からも話しかけてくるようになり、
私の高校時代の話や今の高校生事
情など様々な話題に花を咲かせま
した。
合唱祭で私のホームルームクラ

スは惜しくも学年２位でした。こ
れは大変優秀な成績なのですが、
彼らにとって、非常に残念な結果
となりました。クラス全体が落ち
込んでしまい、それまで計画して
いた打ち上げも解散の雲行きにな
り、中には投げやりになる生徒も
いました。そのような事態を私は
ただ見守ることしかできませんで
した。高校生ですから、考える力
は大人に近づいている、その途中
にいる彼らにどこまで介入してい
いのか難しいところですが、私の

判断は間違っていなかったように
今は思います。
実習最終日、生徒から「先生、

今日先生のお別れ会するから放課
後まっててね。」突然の言葉に驚き
ましたが、大変嬉しいものでした。
放課後教室を訪ねると、彼らが一
斉に合唱を始めました。筆舌に尽
くしがたい思いでした。私はきっ
と一生彼らの歌声を忘れないでし
ょう。

５　実習へ行く皆さんへ

受け入れてくださる学校、先生
方にとってかなりの負担になって
いることを、私は実習が始まって
から自覚しました。そればかりか、
受験を考える生徒にとっても実習
生の授業が三週間も続くことはス
トレスにもなりかねないというこ
とも知りました。ですから、決し
て安易な気持ちで単位のために行
ってほしくはないのです。
そして私が声を大にして言いた

いのが、教材研究はどんなにして
もしすぎることはないということ
です。かなり余裕を持って教材研
究を行ったつもりでしたが、教育
の現場にでて教材研究が足りなか

ったことを痛感しました。指導案
のほとんどを練り直し、徹夜で睡
眠不足の日々が続きました。実習
は体力勝負なので睡眠不足は痛烈
なミスでした。
教材が決まった時点で、基礎的

なことから関連事項まで幅広く貪
欲に知識を集めて十分な準備をし
ても授業で使えることはわずかで
す。しかしながら、集めた知識が
多いほどそれが隠し味のように授
業に面白味を増してくれるのです。
大学の図書館ほど専門的な分野の
本をたくさん扱う場所はなかなか
ないので、活用することをおスス
メします。
「実習では是非失敗をしてくだ

さい。」これも指導教官にいただい
た言葉です。失敗は成功のなんと
やら。失敗できるのは今のうちな
のです。十分すぎるほど準備して、
それでも失敗がつきまとう教育実
習できっと成長できるでしょう。
指導計画にとらわれすぎないで目
の前にいる生徒から出発すること
を忘れないで、誠意のある心のこ
もった授業で生徒たちのハートを
掴んで頑張ってください。

■
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自分が母校に教育実習生として
戻ってくるとは、高校を卒業した
当時は思いもしませんでした。教
師という進路を考え始めたのは大
学に入学してからで、教職課程を
履修したのも、自分の英語力を上
げる動機付けでありました。しか
し、授業を通して“教える”事の
大切さ、楽しさを知り、教育実習
を楽しみにしていました。
私が受け持ったのは１年生。入

学してまだ２ヶ月、生徒たちもや
っと学校に慣れてきた様子で、は
じめの１週間は私も遠慮気味にな
ってしまい、なかなか打ち解けら
れませんでした。そんな中、実習
４日目に迎えた初授業。担当は習
熟度別に分けられた真ん中のクラ
スでした。この日のために色々な
アイテムを用意し、まずは生徒の
みんなと打ち解けようと考えてい
ました。予定より少し遅れてしま
いましたが、自分の中では何とか
無事に終え、教科担当の先生との
反省会では授業のテンポの遅さ、
発音の間違いなどの指摘を受けま
した。次の日にも授業があり、前
日の授業に気をとられていた私は
この時間の準備に手を抜いていま
した。案の定、予定通りには進ま
ず、半分も終えることが出来ませ
んでした。その後の反省会で担当
の先生に「授業が進まなくて一番
困るのは生徒だから、単に自分が
やってみたいことを試すのではな
く、本当に生徒のためになるのか

をきちんと考えなさい。」と言われ
ました。不覚にもこの時まで、私
は自分の事しか考えていないこと
に気づきました。大学で習った授
業の進め方や考えた計画を“実践
する”事しか考えておらず、一番
に考えなくてはならない生徒主体
の授業を忘れてしまっていました。
限られた50分間の中でどれだけ生
徒の記憶に残る授業を展開するの
か、時間配分を含めこれは本当に
難しい課題でありました。
この失敗があったことで、残り

の２週間は全力で臨みました。忙
しい時間を割いて頂き、教科担当
教諭に模擬授業の指導をうけ、空
き時間はなるべく他の先生方の授
業を見学に行きました。練習すれ
ば、指導案通りには進めることが
出来ますが、今度は時間ばかりが
気になって、実際の内容がおろそ
かになってしまう。どちらもしっ
かりさせる為には練習あるのみで
した。毎日遅くまで残り念入りに
準備をし、そのおかげで、不安感
は始めの頃より軽くなっていき、
それと同時にHRクラスでも自分か
らコミュニケーションがとれる様
になっていきました。ちょうど、
合唱コンクールをひかえており、
練習不足が悩みであったクラスに
対して、私自身、これはクラスの
問題なので教育実習生の私が口を
挟むべきではないと考えていまし
た。しかし、何とかしたいと思い
「こうしたらいいんじゃない？」と
放課後の練習に積極的に参加する
ようにしました。すると生徒から
「やっと先生もやる気になったんだ
から頑張ろうよ！」という声が。
実は生徒達は、私が輪に入ってく
ることを待っていたのだと気づき
ました。先週までの私は受身で、
生徒が話しかけてくれるのを待っ
ていました。でもそうではなく、

自分から打ち解けようとしなけれ
ば相手も心を開いてくれない。私
にはその姿勢が足らず、１週間も
生徒との貴重な時間を無駄にして
しまった事をとても後悔していま
す。
それからの２週間は本当にあっ

という間でした。この文章を読む
と「大変そうだなぁ」と思うかも
しれませんが、私は「大変」でよ
かったと思っています。それが本
当の教師の仕事なのであり、教師
を目指すのであれば、「楽しかった」
という思いだけで終わってしまっ
てはいけないのではと思います。
この大変さの中で本当に多くのこ
とを学ぶことが出来ました。自分
の力の足りなさ、指導の難しさ、
半分にも満たないかもしれません
が教師という仕事の大変さを体感
できました。だからこそ、これか
ら頑張ろうと思うことも出来まし
た。もちろん、大変なことばかり
ではなく、それを吹き飛ばしてく
れた生徒達の笑顔も忘れられませ
ん。自分のことを先生と慕ってく
れた生徒達が本当に愛しいと感じ
ることが出来ました。教師という
仕事は人と人とのコミュニケーシ
ョンなしでは成り立ちません。熱
意と情熱を持って接すれば相手も
必ず心を開いてくれます。たかが
実習とは言わずに、ぜひ沢山の事
を吸収してきてください。この経
験は必ず自分の為になります！

教育実習を終えて（英語）
東京都私立東洋女子高等学校　文学部英語英米文学科４年　宮崎　愛子
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私は3週間の教育実習を行いま
した。大学に入ってからずっと楽
しみにしていた母校での教育実習
です。歴史学専攻ですが、担当科
目は地理で、２年生3クラスの授
業を受け持ちましたが、授業変更
と体育祭が入ったため8時間とい
う少ない授業数となりました。
授業をしてみて感じたのは、ク

ラスによって授業の雰囲気が全く
異なることです。同じ授業をして
いても、全く違う反応が返ってく
るので、驚きました。静かに授業
を受けるクラス、お喋りが多いク
ラス、寝てしまう人が多いクラス
（泣）と様々です。クラスによって
授業の形を変えていくことができ
なかったこと、それからもっとメ
リハリを利かせた授業ができなか
ったこと等、反省点は多々ありま
す。しかしながら、模擬授業での
失敗をなんとか繰り返さないよう
に教材研究をし、板書の練習をし
て授業に臨んだので、大きな失敗
もなく、8時間の授業を何とかこ
なすことができました。本当に教
材研究をするとしないのとでは大
きな違いです。何よりも生徒に教
えるという責任感を持って取り組
んだからこそしっかり教材研究を
して、授業ができたのだと思いま
す。
また、私の教科担当の先生が在

学中の担任の先生だったので、私
をよく理解したうえで指導してく
ださいました。担当の先生に恵ま

れたことは非常に大きかったです。
授業のアドバイスはもちろん、日
誌には熱い言葉を書いてください
ました。
放課後は硬式野球部の練習に参

加しました。部活の休みを除き毎
日参加したので、野球部の生徒と
はかなり親しくなりました。自分
たちの経験を後輩に伝えることの
喜びも感じました。また、練習後
に他の部活の生徒と接する機会も
あり、他学年の生徒とも話す機会
がありました。
HRは2年3組を担当しました。

一週目、人見知りが激しい私はこ
のクラスの雰囲気に慣れることだ
けで精一杯でした。次第に生徒の
方から話しかけてくるようになり、
クラスに打ち解けられるようにな
りました。一週目の後半から授業
も担当していたので、日に日に生
徒たちとの距離は近くなっていき

ました。三週目では、
体育祭を生徒たちと
一緒に楽しんだり、
ホームルームで自分
の高校のほろ苦い思
い出を話したりした
ことで生徒たちとの
距離が一気に近くな
って、かなり親しく

なれました。クラスのほとんどの
子が「先生」と気軽に声をかけて
くれるようになったのに、もう終
わってしまうと朝から泣きそうだ
った最終日、教室の外で待ってい
て、と言われ待つこと20分。呼ば
れて教室に入ると黒板に「今まで
ありがとう」の文字と実習生二人
の名前が書かれていました。そし
て、色紙と花束をもらい、本当に
嬉しくて、感極まって泣きました。
生徒と同じ目線に立ち、等身大の
自分で生徒に向かい合ってきて本
当に良かったと思いました。そし
て最後にこんな粋な計らいをして
くれた3組のみんなが大好きにな
りました。みんなは私の大きな支
えです。
実習が思い出深いものになった

のは、実習を思う存分楽しもうと
生徒たちと積極的に触れ合った結
果だと思います。この実習で、も
う夢は見るものではなく、叶える
ものになりました。
これから実習に行く皆さんはと

にかく実習を楽しんでください。
そのためには生徒たちと積極的に
触れ合うことです。生徒と仲良く
なることで実習は楽しくなり、忘
れられない思い出になると思いま
す。

教育実習を終えて（社会）
茨城県立下館第一高等学校　文学部人文学科歴史学専攻4年　仙波　航
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2006年６月５日より16日まで
の２週間、私は都立市ヶ谷商業高
等学校にて教育実習を行いました。
実はこの学校は、私が大学２年次
の１年間、育児休業代替の実習助
手（教科＝商業）として勤務させ
て頂いた場所でありました。自身
が高校時代にお世話になった恩師
の教育への情熱に心を打たれ、ま
た自らが教育現場で勤務をすると
いう状況を踏まえ、学校教育活動
について深める必要性を痛感し、
２年次から教職課程を履修しまし
た。
受け持たせて頂いたクラスは２

年生の女子クラスでした。人懐こ
い素直な生徒が多いのが特徴です。
都立高校の中では小規模であり、
１学年４クラスのアットホームな
雰囲気で、それぞれの教員が生徒
一人一人のことをよく把握してい
る好ましいコミュニティが形成さ
れている学校です。私が担当させ
て頂いた科目は簿記です。当初は
指導教諭・山本睦美先生が受け持
たれている６科目（簿記、情報処
理、課題研究、商業技術、文書デ
ザイン、総合実践）を受け持つよ
うに言われておりましたが、全て

を引き受けることのできる余裕は
実際にはありませんでした。２年
生の簿記は３単位であり教壇実習
を実施しない日もありました。２
週間のうち授業参観は34時間、教
壇実習は５時間でした。
授業参観では、商業科目をメイ

ンとして、他教科（普通科目）の
授業も積極的に見学させて頂きま
した。教科の内容に関わらず、「教
える」という行為を学ぶうえで、
様々な先生方の授業を見学させて
頂くことは、自身の行おうとして
いる授業のイメージトレーニング
になり学習指導案を考える際のヒ
ントや知恵を得ることのできると
ても大切な時間と言えましょう。
教壇実習の前に授業参観をすると
緊張している自身を励ますことが
できると感じました。
教壇実習は教育実習２日目から

始まりました。前日に指導教諭１
人の前で模擬授業をさせて頂きま
した。50分という時間をどのよう
に使うか悩んでおりましたが、時
間を持て余すどころか50分をオー
バーするという事実を認識しまし
た。50分は長くはなくすぐに過ぎ
去ってしまうものなのです。この

ことに十分注意しながら５回の教
壇実習を進めていくことになりま
したが、授業の導入・展開・整理
の３つを50分で完璧にこなすこと
は実習生である私には至難の技で
あったと言えます。時には導入な
しで展開から入ってしまったり、
展開に時間がかかり整理が満足に
締めくくれないままチャイムが鳴
ってしまうということがありまし
た。何を１時間の授業の強調部分
にするかを準備すべきであると指
導されました。
教育実習最終日、教壇実習５時

間目にて、研究授業を実施しまし
た。普段から様々な先生が参観を
して下さっておりましたが、この
日は校長・副校長先生をはじめ大
学の先生等多くの方々が参観して
下さいました。後方からの視線を
浴びていましたが、多くの失敗と
厳しい指導を受けてきた経験によ
る自信が「最終日に恐れるものは
何もない。むしろ有終の美を飾る」
という決意に立っていました。先
生方が見えていない程生徒へ教え
ることに夢中になっていました。
過去の教壇実習での反省点を生か
し、予定の内容をほぼ時間配分通
りに進めることができました。ま
とめの説明を切り良く終えた直後
にチャイムが鳴った時は安堵と共
に自身で感動してしまいました。
その後校長室にて批評会が行われ、
多くの先生方から感想を頂きまし
た。普段叱られてばかりでしたが、
この日は指導教諭に「実習生とは
思えない程の授業だった」と言っ
て頂くことができました。また実
習助手として勤務していた際いつ
も叱咤激励して下さった先生は
「君の授業はとても素晴らしかっ
た」と何度も言って下さいました。
さらにクラスの生徒からは「簿記
は嫌いだったけれど、大地先生の

教育実習を終えて（商業）
東京都立市ヶ谷商業高等学校　商学部商業学科４年　大地　竜太
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説明は素直に受け入れて聞くこと
ができた。ベテランになっても常
に生徒の気持ちがわかる教師でい
て欲しい」と言われ、まさに教育
実習をやって本当に良かったと思
えた瞬間でした。予期せぬ一言の
連続に感極まる思いでした。
教育実習で学んだこと。それは

商業高校には人を創るべく２つの
‘格’があるということです。１つ
は資格であり、もう１つは人格で

す。人生をより良く生きるために
勉強し、その努力の証として資格
を与えられることになりますが、
それのみならず人格を磨く必要が
あると指導教諭より学びました。
振り返ると実習期間はアッと言う
間に過ぎ去って行き、慣れた頃に
は期間終了を迎えるものです。事
前に教育実習の意義をしっかりと
認識し、こうしていきたいという
イメージを確立することが大切で

す。そのためには計画が大切であ
り積極的な態度とチャレンジ精神
が必要不可欠です。実習中は肉体
的・精神的に厳しく感じることが
ありますが、実習をさせて頂いて
いるのであるという感謝の思いで
突き進む心を持ち続ければ、実習
を有意義なものとすることができ
ると確信します。

■
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私は教育実習をするにあたり、
たくさんの方々に協力していただ
きました。実習に行くまでには、
２つの問題点がありました。１つ
目はなかなか実習校が決まらなか
ったということです。母校には情
報の先生がおらず、教育実習を受
け入れてもらえませんでした。地
元の高校にお願いしたのですが、
卒業生以外は受け入れられないと
断られてしまいましたが、大学の
先生方に協力していただき、神奈
川県立ひばりが丘高校に実習に行
くことが出来ました。
２つ目の問題点は、大
学の部活との両立でし
た。私は体育会準硬式
野球部に所属していた
ため、春の大会が３月
下旬から５月下旬まで
あるものの、実習は６
月からだと思っていま
したので、部活と実習
が重なることはないと
思っていました。しか
し実際には、実習が５
月22日からであるとい
うことがわかり、実習
に行くべきか、実習を断り部活を
優先するべきか大変悩みました。
しかし、試合に出させていただい
ているということや、春の大会に
優勝し全国大会で活躍するという
ことだけを目標に、この４年間
日々活動してきたということもあ
り、大変失礼だということを承知
で、実習を断り教職をあきらめる
決断をし、部活のコーチや監督、
また教職課程の先生に相談しまし
た。しかし、先生方からは、「お前
の気持ちはわかる。しかし人生に
おいて教育実習という貴重な体験
をする機会はそうはない。もう少
しよく考えてみなさい。」という言
葉をいただきました。また、コー

チからは「お前がいなくても、チ
ームはまかせろ。必ず勝つから。」
と言われ、実習の直前まで、本当
によく考え悩んだ結果、実習を選
び、最後の３試合を残し部活を離
れる決意をしました。
実習ではとてもたくさんのこと

を学びました。始めは、生徒とな
かなか会話をすることが出来なか
ったのですが、自分から心を開き
話しかけたり、挨拶を交わしたり
することを積み重ねた結果、１週
間が終わる頃には生徒との距離が

とても近くなりました。授業では、
勉強の嫌いな生徒にいかにわかっ
てもらえるように出来るかという
ことを自分の中のテーマとし、事
前に準備をたくさんしました。授
業では、なるべく生徒ひとりひと
りの顔を見ながらハキハキと大き
な声で授業をするよう心掛けまし
た。毎回が緊張の連続であり、辛
いこともありましたが、大変勉強
になりました。実習中は、部活に
参加するため、出来る限り校庭に
いましたし、生徒と多くの話をし
ました。実習一番の思い出には体
育祭があげられます。私の母校は
全生徒が3000人近くいましたの
で、近くの市営陸上競技場を貸し

きっての陸上大会だったため、高
校の体育祭を経験したことがあり
ませんでした。体育祭の何日も前
から、応援の練習を朝と放課後に
おこなったり、それぞれの係で協
力し準備を進めたりしている姿も
含め、生徒が主体となり体育祭を
作り上げ、一致団結し、嬉し涙や
悔し涙を流している生徒の姿を見
ることができ、競技をしていない
私もとても胸の熱くなる思いをし
ました。
３週間という期間は実習に行く

までは、長いと思って
いたのですが、実際に
行ってからは毎日が楽
しく、充実し、あっと
いう間に１日１日が過
ぎていきました。もち
ろん大変なこともあり
ましたが、純粋で、素
直で、一生懸命な高校
生と過ごした３週間は
とても貴重な経験にな
りました。高校生は難
しい年であると思いま
すし、素直で純粋な分、
思い通りに行かず苦労

をすることもあると思いますが、
自分自身が何事にも一生懸命で誠
実な姿勢であれば、必ず生徒達は
理解し受け入れてくれ、また本気
で接してくれるはずです。また、
それぞれ置かれている状況は違う
と思いますが、体育会の学生であ
っても、すぐに諦めるのでなく、
まずトライしてみてください。私
は本当に最後の最後まで悩みまし
たが、その分実習に行った際、一
つ一つのことがとても大きな感動
になり、悩んだことも、この選択
肢を選んだことも、今では自分の
大きなプラスになっていると思っ
ています。辛いことも多々あると
思いますが、頑張ってください。

教育実習を終えて（情報）
神奈川県立ひばりが丘高等学校　経営学部経営学科４年　今西　裕介
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私は、６月５日から23日までの
３週間、母校である横浜市立共進
中学校で教育実習を行いました。
小学校の卒業文集に“将来の夢は
学校の先生”と書いているほどに
教師を目指しており、自分が好き
な教科である数学で教師になりた
いと思うようになりました。大学
の教職課程を履修することで、数
学の教育免許を取得することがで
きるため、教職課程を履修する事
を決意しました。
教師になるためには、誰しもが

必ず通る道である、“教育実習”。
初日は期待と不安で胸がいっぱい
でした。３週間という短い期間で
あったため、精一杯自分自身がで
きることにチャレンジしようと実
習に臨みました。
教育実習が始まると、刺激的な

毎日を送ることになります。生徒
とのやりとりや、教科の準備など、
実習中に行なうことはたくさんあ
り、充実した日々を送ることがで
きました。
実習４日目までは、指導教官の

先生や他の先生方の授業見学を行
い、指導案作成や、板書計画の勉
強をさせて頂きました。そして、
実習５日目から、授業をやらせて
もらうことができました。前日ま
でに、指導案や板書計画を準備し、
担当の先生からどのように授業を
進めていくか、どのような方法で
生徒達に教えればいいいかなど、

たくさんのアドバ
イスを頂くことが
できました。授業
自体は、準備した
ものをやるだけな
ので、いかに準備
を入念に行なうこ
とができるかが重
要です。私は中学
１年生の“文字式”
という単元を担当
させてもらいまし
たが、授業前までに指導案を作成
するのが本当に大変で、日々遅く
までより良い指導案になるように
模索していました。実際に授業を
自分でやってみると、生徒とのや
りとりや、生徒の様子など、クラ
スによって進むペースが変わるた
め自分が計画したとおりに授業を
行なう事は難しく、柔軟に対応す
ることが必要になりました。しか
し、生徒の様子が段々と分かって
くると自分もどのように対応すれ
ばいいのかが分かってくるので、
授業を進めるペースを掴むことが
できるようになりました。実習校
では、１クラスを半分に分け小人
数で数学の授業を進めています。
そのため、全生徒に目を配るよう
に心掛けました。生徒に問題を解
かせる場合、全生徒に解答をノー
トに書かせ、出来たら先生に見せ
に来るという方法を使い、問題を
解けなかった生徒に対して個別で
指導することが出来ました。また、
問題を解くことができた生徒に、
黒板に解答を板書してもらい、発
表してもらう方法を取ることで生
徒のやる気を促しました。生徒が
授業を受けて、“楽しい”と思える
ような指導案作りを心掛け、それ
が授業で発揮できるようにしまし
た。
研究授業では、文字を含んだ計

算を説明する際に、パワーポイン
トを利用し視覚的に説明する指導
案を作成しました。文字を含んだ
計算では、同じ文字の項どうしを
まとめ計算します。教科書では面
積図を利用し説明していますが、
わかりにくい表現だったため、も
っと生徒達が簡単に視覚的に理解
できないかと考えた結果、パワー
ポイントを利用した授業作りにな
りました。この説明方法は、生徒
も簡単に文字を含む計算方法を理
解してくれましたし、先生方にも
パソコンを利用した授業に関心を
持って頂きました。
教科以外の実習もたくさんのこ

とを学ぶいい経験になりました。
朝のホームルームや帰りのホーム
ルーム、そうじの時間など生徒と
触れあう時間はすべてが新鮮で刺
激的でした。
これから、教育実習に臨む人へ

のアドバイスですが、実習に取り
組む姿勢で大きく変わってくると
思います。自分自身が本気で学び
たいと思うなら、事前に教科につ
いて学んでおくことが重要だと思
います。また、実習が始まれば、
生徒や先生とのコミュニケーショ
ンを大事にし、実習を楽しんでも
らいたいと思っています。そうす
れば、おのずとたくさんのことを
学ぶ事ができると思います。

教育実習を終えて（数学）
神奈川県横浜市立共進中学校　ネットワーク情報学部ネットワーク情報学科４年　佐藤　高史
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私は、介護等体験として都立葛

飾養護学校に2日間、八王子市障

害者療育センターに5日間行って

きました。この合計7日間で、私

は普通の大学生活では学ぶことが

できないことをたくさん学ぶこと

ができました。しかし、いろいろ

な失敗もしてしまいました。これ

らの失敗もこれから体験する人に

はしてもらいたくないので、隠さ

ないで書きます。

養護学校での体験は、体育祭の

予行と当日の補助をおこないまし

た。養護学校の体育祭なので特別

なものかと思っていましたが、実

際は自分の小学校の頃の体育祭と

同じでした。やはり、やる気のあ

る生徒がいると思えば、全くやる

気のない生徒もいて、やる気のな

い生徒にはどのようにすればやる

気をださせることができるのかと

いうことも考えさせられました。

また、複雑な質問をわかりやすく、

簡単に説明する難しさも実感しま

した。また、リレーで他のチーム

のアンカーがゴールした後にスタ

ートした生徒が一生懸命に走って

いる姿がとても印象に残りました。

そして、一緒に体験した日本体育

大学の人とも仲良くなることがで

きました。

福祉施設の体験は、身体の障害

だけでなく知的障害も併せ持った

人の日々の活動の補助をしました。

この時、一緒に体験したのはいつ

も一緒に教職科目を受講している

2人の同級生でした。そのため、

学生内でコミュニケーションをと

るのには苦労しませんでした。私

が担当したクラスは、障害の程度

が施設のなかではもっとも軽く、

普通に歩ける人や、言葉でコミュ

ニケーションをとることができる

人たちのグループでした。そのた

め、普通に会話をしたり、活動し

たりすることができました。しか

し、時々問題も起き、最初のうち

は対応できませんでした。しかし

後半になると、ある程度は対応で

きるようになりました。グループ

の皆さんと外出したときに車いす

の人の補助を行い、普段の生活で

は気付かないことにもいろいろ気

付くことができました。

しかし、ここではたくさん失敗

もしてしまいました。利用者間の

行きちがいを調整できなかったり、

体調の変化に対処できなかったり、

運動したときに筋肉痛になってし

まったりしました。そして、最後

のお別れ会の時、体験の学生は何

か一つ披露することになっていた

ので、サークルの全学応援団吹奏

楽部で普段吹いているクラリネッ

トを演奏しました。普段吹いてい

る曲は普通の人では理解できない

可能性があるので、高校時代に吹

いた曲を演奏しました。しかし、

練習の時間がなく、十分な音出し

もできなかったこともあって大失

敗しました。でも、みんな喜んで

くれました。

無事5日間の体験が終わり、修

了証をいただき、無事体験も終了

と思ったら、体験実施日誌を家に

忘れてきてしまっており、もう一

回施設に行くことになってしまい

ました。施設が近いところだった

ので、翌週の月曜日の午前中にボ

ランティアをかねてサインをいた

だきました。体験した施設が遠い

ところだったら大事になっていた

と思います。これから体験する皆

さんは、絶対に忘れ物をしないよ

うにしてください。

この体験を終えて、本当にいろ

いろなことを学べました。また、

機会があればボランティアもした

いと思います。

介護等体験を終えて
法学部法律学科３年　小林　誠丞
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１．はじめに
─「子どもの本」にこだわる─
図書館法には児童図書館の規定

はない。そして、児童サービスを
謳いこんだ条文もない。とはいえ、
「第三条（図書館奉仕）」を、「国民
の権利としての図書館」の具現と
認識すれば、規定外の児童図書館、
そして児童サービスも創造された
ことに異議はないはずである。ま
た、「図書、記録その他必要な資料」、
すなわち、人間が作り出したすべ
ての文化財を図書館資料と規定し
ているが、「子どもの本」とはの規
定はない。ここで、図書館資料を
羅列しないが、乳幼児・児童・生
徒を対象とする文化財は、さしず
め児童図書館資料というのだろう。
少し構えすぎてしまったが、授

業「児童サービス論」のなかで、
とりわけテキストとして取り扱う
のは、乳幼児・児童・生徒が必要
とする図書形態の著作物である。
どうにも児童図書館資料はなじま
ないと思うので、それらを「子ど
もの本」と措定している。
２．授業でめざすもの
「講義要項」に「１．授業の目

的」で「公共図書館における児童
サービスは、自ら学び創造する生
涯学習の地平をてらす灯といえ
る。／児童図書館の理念を敷衍し
ながら、子どもをとりまく社会・
文化・歴史のいまにきりこんで、
児童サービスの可能性を探る。」と
書いた。
ただし、授業のはじめに次のよ

うに補足している。「公共図書館の
現場を可能なかぎり再現すること
をめざす！」と。そして、「授業へ
の参加（後に事例を示す）！」を
期待すると…。
２．─１　専修市は、中都市の典

型！
授業は、専修市（人口15万人、

面積18平方キロ）を想定して授業
を展開することにしている。実は、
川崎市多摩区を引き写しただけな
のだが…。

２．─２　授業の展開
公共図書館の現実は大変きびし

いものがある。それは児童図書館
の経営にも反映する。予算をとも
なうすべてに関わることはもとよ
り、図書館サービスにその影を落
とさないわけにはいかない。
とりわけ、人（図書館員）の問

題は深刻である。リストラ（構造
改革）の名のもとに、正規職員の
定数見直しによる削減と、そのた
めの臨時職員あるいは、嘱託職員
の任用に司書有資格者をあてたと
しても図書館経営を真に発展させ
はしない。まして、指定管理者制
度の導入により管理・運営を民間
委託にすることは、上記の人と深
く関わり疑問を投げかける識者・
図書館人は多い。かりに、雇用の
機会・均等の拡大は期待できると
しても、司書をめざす学生に現実
を伝えることは、はなはだ心苦し
い。しかし、現実をしっかりと伝
えることを使命と考えている。そ
れは、現実と真摯に対峙すること
によってしか、自らを奮い立たせ
ることができないと自負するから
だ。
さて、「授業の

展開」（「授業の
イメージ」とも
いっているが）
だが、一つには、
前述した現実を
開示することに
なるのだが、図
書館・「子ども
の本」・読書・
子ども、そして、

それらにつらなる事象を切り取っ
て伝えたいとねがっている。

上の詩は、その一つで、「みなさ
んも、小峰克彦くんと同じように
本の世界に遊んだことがあると思
いますが、いかがですか？」とコ
メントを加えながら…。
二つには、児童サービス担当と

して、図書館経営の現場に立って
欲しいとねがってのことであるが、
授業参加の一つとしてとらえてい
る、班（８名ぐらいを構成員）編
成による「児童用図書館利用案内」
の作成である。下図は作品の一部
であるが、アイデアを公共図書館
に提供したいほどだ。
三つには、やはり授業参加の一

つとしてとらえた、学生に課した
「わたしの一冊」（子どもの本に限
定）のレポートを取りあげ、学生
の感想・印象を引用しながらの作
品の紹介である。この試みは、授
業のなかで、「子どもの本」を紹介

「児童サービス論」ノート ―「子どもの本」と出会う手がかりに―

文学部　兼任講師　長谷川　幸男

36

本の中の世界？

小峰　克彦

（千葉市　小倉小６年）

ぼくが勇者の本を読んでいると／

いつの間にかジャングルの中で／

剣をにぎっている

ぼくがSFを／読んでいると／いつ

の間にか未来／都市のビルの中で

ロボットと話を／している

本ってまるで／もう一つの世界だ

なあ

＊読売新聞「こどもの詩」

（2004.1.26（月））より
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する時間的ゆとりがないと判断し
て、少しでも多くの「子どもの本」
との出会いを保障するためだ。
多感な時期を野球にかける原田

巧と永倉豪をはじめとする少年た
ちを生き生き描いた、あさのあつ
こ著『バッテリー全６巻』（佐藤真
紀子画、教育画劇、1996.12～
2005.01）をとりあ
げたときのことだ。
「自身の可能性や能力
をしっかり見定め、
その上で周囲と向き
合い成長していくこ
とが大切だと伝えた
いのだ」、「大人も是
非、読んで欲しい」
という学生のメッセ
ージを紹介しながら、
情報として得た、右
図（柚庭千景作・画、
角川書店（2005.03）刊）の劇画
（マンガ）を紹介するのも読書の深
さを体現できたと確信できる。
四つには、前者のさらなる展開

として、読書案内『さる～きー』の
班編成による作成である。各班ご
とに幼年児童文学作品をテキスト
に役割分担しながらの挑戦である。
下図は、成果の証である。

３．ブックトーク
─自己紹介をかねて─
公共図書館の「児童サービス」

を支えるのは、「子どもの本」の構
成と人であることは自明のことだ。
その論述はおくとして、児童サー
ビスの花形は図書館行事である。

おはなし会、映画会、読書会、ブ
ックトーク、アニマシオン、科学
あそびの会、手つくり教室 etc.
授業では、そのいくつかを実演

するわけだが、ここでは、自己紹
介をかねてブックトークのさわり
を開陳しよう。
はじめに、『１こでも100このり

んご』（井上正治作・
絵 、 岩 崎 書 店 、
1993.06）を読む。
ふるぼけた果物屋

の店先に１このりん
ごがある。そのりん
ごを見つめる画家、
医者、音楽家、小学
校の先生、出稼ぎの
人が、それぞれの思
いを語るという展開
の絵本である。
次ぎに、脳性まひ

のため手足などに障害を持ち、外
出するときは車椅子を使う著者が、
人間としてのねがいをつづった車
椅子を主人公にした絵本『わたし
いややねん』（吉村敬子文、松下香
住絵、偕成社、1980.10）を読む。
ときには、大阪出身者に読んでも
らう。車椅子が著者といっしょに
布に包まれて小さくなっていく前

半、「ケーキもた
べるしジュース
ものむ／くさい
うんこも　きい
ろいおしっこも
でるでェ」と叫
んで、車椅子が
次第に巨大化し
ていく後半は自
己実現そのもの
を謳いあげる稀
有な作品である。
次は、「ナチス

がやってくる、まえのことです…」
と語りだす、ユダヤ人の子どもた
ちを写した写真絵本を、「ぼくはぼ
く、わたしはわたしといいたかっ
たにちがいない」と、コメントし
て、『おもいだしてくださいあの子
どもたちを』（チャナ・バイヤー

ズ・アナルス構成・文、おびただ
す訳、ほるぶ出版、1989.09）の
頁をめくる。
そして、「教室のみなさんが同じ

顔だとしたら？」と、問いながら、
日本国内にある動物園のゴリラ、
アザラシ、タヌキ、カバの顔写真
がつまった『みんなのかお』（さと
うあきら写真、とだきょうこ文、
福音館書店、1994.11）の頁をゆ
っくりとめくる。
さらに、『絵ときゾウの時間とネ

ズミの時間』（本川達夫文、あべ弘
士絵、福音館書店、1994.04）を
ひもとき、「いのちの鼓動の個性」
を説きながら、「すずと、小鳥と、
それからわたし、／みんなちがっ
て、みんないい。」と金子みすゞの
詩『わたしとことりとすずと』を
読む。前記の読売新聞の「子ども
の詩」を読むこともある。
最後に、『わたし』（谷川俊太郎

ぶん、長新太え、福音館書店、
1981.02）を読み、総括する。す
なわち、「ぼく
はぼく、わた
しはわたし、
そして、おお
ぜいのなかの
ひとり」と結
び、サインし、
わずかに履歴を開示する。
実際には、もっともっと多くの、

ジャンルやグレードを超えたテキ
ストを提示する。「人間とは？人権
とは？自由とは？差別とは？戦争
とは？」へと発想の飛翔を意図して
のことであるが、なによりも、読
書のたのしさ、ゆたかさを、作品
そのもの、作中の主人公や登場人
物（動物）、そして、著作者とのコ
ミュニケーションにいどみながら、
味わってほしいとねがっている。
４．おわりに
「子どもの本」、それも絵本の紹

介に後半は費やしてしまった感も
あるが、「児童サービス論」の授業
を実感してもらえればさいわいで
ある。

■
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このテーマの最初のきっかけは、
小学生時代のことが発端となって
います。小学校3年の頃、担任の
「おまえたちは大馬鹿三太郎でなく
て、五太郎だ」といった言動や、
早生まれで、体力的に劣っていた
こと、学習も成績はオール２、親
しい友だちもなく何かあるとすぐ
嘔吐してしまう子どもでした。そ
の頃、学級文庫や公共図書館を利
用することがありました。たぶん
無意識だと思いますが、図書館を
ひとつの逃げ場にしていたと思い
ます。この頃の体験が核となって、
専修大学卒業後、中学校で常勤講
師を3年勤めた後、特別支援教育
関連の仕事に進みました。仕事は、
公立の中学校に特別支援学級の介
助員３年間、知的障害者更正施設
の1年4ヶ月、青年海外協力隊の隊
員として、ヨルダンの特殊教育セ
ンターでの2年1ヶ月です。
中学校の障害児学級の介助員と

して携わっていた頃、経験学習や
知識学習の教材として、学校図書
館や公立図書館から絵本や紙芝居、
関連資料をよく借りていました。
しかし、当時、特別支援教育は学
んでいても、例えば紙芝居のどれ
を選んだら良いのか、資料につい
て認識があるとは言えませんでし
た。ましてや特別な教育的ニーズ
をもつ生徒の自由読書の有効性や
図書館利用についてもです。その
ため、知的障害者更正施設やヨル
ダンの特殊教育センターの生徒に
対しても、読書との関わり、図書
館との関わりといった教育の視点
はありませんでした。
その後、ヨルダンでのボランテ

ィア活動を終えたあと、(社)青年
海外協力協会で、青年海外協力隊
員希望者に向けた応募相談の一環
として資料を収集・加工する業務
を担当しました。そのとき上司の

「司書の資格を取ると良い」がきっ
かけとなり、再度、専修大学の履
修生として、司書課程と司書教諭
課程を学ぶことになりました。「学
校図書館経営」で生徒との関わり
がもてる学校図書館の存在や、「図
書館活動」や「児童サービス」で、
障害者サービスを知りました。ま
た、協力隊員だったときに、資料
について、また、生徒の図書館利
用について自分自身が認識してい
たら、またアドバイスを与えてく
れる学校司書がいたら、同じ紙芝
居を読むにしても教育効果は違っ
ていたのではないかと自分自身を
振り返るきっかけともなりました。
司書課程で学んだことがきっか

けとなって、履修後、臨時職員と
して、中学校の学校司書として図
書館運営に携わることになりまし
た。しかし、学校図書館に携わっ
て、実際の生徒との関わりのなか
で、LD、ADHD、高機能自閉症、
不登校傾向ぎみの生徒など、特別
な教育的ニーズをもつ生徒が図書
館にも来館していることに気がつ
きました。彼らとの関わりを通し
て、対応の問題など、自己研修で
は限界があること、また、非常勤
としての学校司書の立場の弱
さ、これらをなんとかしたい
と思ったことが、きっかけと
なって大学院で体系的に勉強
する必要性を感じました。そ
の頃、中学校と併せて、コロ
ンビア大ティーチャーズカレ
ッジにおいても司書として関
わっていたのですが、そこに
集う社会人が勤務と勉学を両
立させていたことに、刺激を
受けたことも背景にはありま
した。
そして、東京学芸大学大学

院で「特別な教育的ニーズを
持つ児童生徒と学校図書館の

関わり」を修論テーマとして、関
連科目を履修していったのですが、
まだ上記のテーマに対するこだわ
りが残り、筑波大学大学院の図書
館情報メディア研究科の博士課程
後期に進みました。それはひとり
でも研究を続けられる基礎力を学
びたかったことと、研究テーマに
いくらかでも近づきたかったから
です。
現在は、非常勤ですが、「読書と

豊かな人間性」という科目を通し
て、特別な教育的ニーズをもつ児
童生徒への読書支援をプログラム
に盛り込ませてもらい、また私の
研究テーマに興味を持ってくださ
った足立区の社会教育課から、社
会教育委員として2年間、足立区
の学校図書館に関わりを持つこと
になりました。行き着く先は分か
りませんが、ミッションとしてこ
れからも、「特別な教育的ニーズを
持つ児童生徒と学校図書館の関わ
り」に関連した、マイノリティの
立場から研究に関わっていきたい
こと、それが学校図書館の現場の
人たち（自分も含めて）の何かし
らの参考になればと思っています。

卒業生から―特別な教育的ニーズを持つ児童生徒と
学校図書館のかかわりをライフワークとして―

筑波大学大学院図書館情報メディア研究科博士課程後期在学中　松戸　宏予（昭和57年　文学部人文学科卒業)
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私は夏季休暇中の2週間、青森
県むつ市立図書館で図書館実習を
行いました。むつ市立図書館は、
2000年4月に現在の場所に移転
し、新たに開館した図書館です。
これまでに何度か利用したことは
ありましたが、実習の初めの頃は
とても緊張し、実習を無事に終え
ることが出来るか不安でいっぱい
でした。しかし、職員の方や図書
館奉仕員の方が、作業の内容など
を丁寧に教えてくださり、実習は
すぐに楽しいものになりました。
実習１日目は、図書館業務や資

料選択、財政、施設管理、相互貸
借などの講義を受けました。授業
で学んだことよりも、さらに詳し
く公共図書館の現状について知る
ことができました。公共図書館で
は、それぞれの地域の特色を生か
した運営が必要であり、また、地
域によって問題点も様々で、大学
図書館との違いを感じました。２
日目からは、資料の登録・装備作
業、図書整理など、通常の図書館
業務の実習を行いました。
その中で特に印象に残った仕事

が、レファレンスです。むつ市立
図書館では、独立した相談カウン
ターがあり、利用者が資料につい
て尋ねたり、本をリクエストした
り、図書カードを作りに来ていま
した。日によって相談カウンター
の利用者数は違いますが、館内で
作業や見回りをしているときにも、
利用者に本の場所や所蔵の有無を
聞かれることがありました。この
ときに、すぐに答えられたのは、
毎朝の図書整理の成果だと思いま
す。30分間という短い時間ですが、
本の分類や所蔵場所がすぐに分か
り、利用者に聞かれたときや配架
のときにとても役に立ちました。
また、資料の内容についても聞か
れることがありました。数多くあ

る資料の内容を、すべてを把握す
るのはとても難しく、利用者の要
求している本を提供することの難
しさを感じました。
また、資料の装備作業にも苦労

しました。図書が傷むのを防ぐた
めに、ビニールを貼り付ける作業
がとても細かく、何度か失敗して
しまいました。地味な作業でした
が、慣れてくると楽しくなり、大
型の写真集など、いろいろな種類
の図書の装備をしました。AV資料、
雑誌、図書によって装備作業は少
しずつ違うのですが、雑誌の装備
作業が想像していたものとは少し
違っていました。最近、図書館で
は雑誌の切り取り・切り抜き被害
が多く、様々な対策がとられてい
ました。その作業とは、切り抜き
しにくいようにテープを一枚一枚
貼り、切り取られそうな懸賞の応
募券や葉書きには、判を押し使用
できなくするというものです。週
刊・隔週刊・月刊・月2回刊など
発行回数の違いはありますが、約
100種類の雑誌が図書館にはあり
ます。被害に遭いやすい雑誌の数
は限られてきますが、それでも大
変な作業です。
他にも、おはなし会での読み聞

かせ、カウンター業務、分館作業

など様々な実習を行いました。読
み聞かせは、子供たちの前で読む
ということはなかなか無いと思う
ので、とても良い経験になりまし
た。子供が来てくれるか、楽しん
でくれるか不安でしたが、真剣に
聞いてくれてとても嬉しかったで
す。何度も読み聞かせをしている
職員の方やボランティアの方は、
子供たちに問いかけたり、話しか
けたりして本に集中させ、子供た
ちを楽しませている様子が印象的
でした。また、カウンター業務で
は、「おはようございます」「こん
にちは」「ありがとうございます」
と、子供から大人までひとりひと
りに声をかけ、気持ちよく利用し
てもらいたいという姿勢を感じま
した。図書館員の仕事は、本だけ
を相手にするのではなく、人を相
手にする仕事が重要であると改め
て思いました。
10日間という短い期間でした

が、授業だけでは分からない図書
館業務、図書館の現状を知ること
ができました。戸惑うこともたく
さんあり、失敗することもありま
したが、図書館で働くことの大変
さや楽しさが分かり、とても良い
経験になりました。

図書館実習を終えて
青森県むつ市立図書館　日本語日本文学科日本文学文文化専攻４年　氣仙　悠子
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私は８月前半の２週間、千葉県
市川市にある「市川市立中央図書
館」へ実習に行きました。中央図
書館は全国的に有名な図書館の一
つで、中央図書館・映像文化セン
ター・教育センター・中央こども
館の４つの施設から成る複合施設
として建設されました。市内では
一番の規模を占め、土・日の混雑
は相当なものでした。
実習生は私も含め４人。朝８時

50分から夕方17時20分まで、職
員の方が用意してくれたスケジュ
ール表を元に動きました。主な内
容は講義、カウンター実習、予約
本処理、配架作業等、図書館に関
わるあらゆる業務に取り組みまし
た。授業で学んだことを確認でき
ると同時に、それ以上に授業では
知りえない・実習したからこそ気
づくこともたくさんありました。
実習プログラムで、今年から導

入されたのが「講義」です。館内
での作業がメインだと思っていた
のですが“それだけでは実習の意
味があるのか”ということで実際
に職員の方が講師となり、図書館
の行っているあらゆる業務につい
てパワーポイントを使って、説明
して下さいました。特に興味を惹
いたのが「図書館の管理」と題さ
れた財務・危機管理の話です。図
書館は図書資料費や施設維持費・
装備委託料などあらゆる業務にお
金がかかります。そして毎年の基
本的な支出に加え、リクエスト本
にかかる図書費の増加や土日利用
者急増に対するアルバイト職員を
増やしたい・・など毎年の予算内
では賄いきれないという現状をお
聞きすることができました。けれ
ど市民の利用向上のため“出来な
いではなく出来るという姿勢で臨
む”と力強い言葉を聴くことがで
きました。危機管理が叫ばれてき

たのは、日本ではつい最近のこと
だそうです。資料紛失対策や災害
対策・・あらゆる状況を想像して
おくことが図書館には必要だとい
うこと。今回の講義で、図書館を
支えているものをより深く知るこ
とができ、本を手にとる際にもま
た新たな目線で図書館を考えるき
っかけに繋がったと思います。
そして私が何より楽しみにして

いたのが、子ども図書館での実習
です。ここ中央図書館（一般向け
とするなら）には、絵本や児童文
学など子どもを対象とした「子ど
も図書館」も独立して設置されて
います。図書館に一歩入ると、子
どもの想像を掻き立てる空間が広
がっています。まず海をイメージ
した室内で、天井にはかもめが飛
んでいるような照明、本棚は波し
ぶき、机や椅子はそれぞれ島をイ
メージしています。これを聞くだ
けで絵本の世界
に入ってしまっ
たかのような楽
しさを感じます。
おはなし会も見
学しました。部
屋の照明を暗く
し、ろうそくを
巧みに使って子
どもたちをお話
の世界へと導き
ます。おはなし
会はボランティ
アを置かず、子
ども図書館専任
の職員が行って
いるそうです。
嬉しかったこと
は、私が本棚に
並べた絵本を、
子どもがすぐそ
の場から選んで
読み始めたこと

です。また一冊また一冊と次々に
本がなくなっていきます。次はこ
の絵本を紹介しよう・・と子ども
たちがまだ出会っていない本を提
供する喜びを感じました。本と人
とをつなぐことこそ、司書のやり
がいなのではないかと思いました。
他に、中央以外の市内図書館で

の実習もあり、大規模と中規模図
書館での市民との距離・雰囲気の
違いも肌で感じることができまし
た。
今回の図書館実習では、カウン

ターでの作業もカウンター以外の
見えない裏方の作業も両方、一人
の利用者の手に本が届けられるま
で全てが繋がっている作業であり、
一つ一つに気を配らないといけな
い究極のサービスだと感じました。
実習で得た経験は、これからの私
にプラスになる良い経験になった
と思います。

図書館実習を終えて
千葉県市川市立中央図書館　文学部日本語日本文学科日本文学文化専攻４年　野口　恵実
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楽しみな毎回書いて貰う感想文

私が専修大学文学部で日本文化
史の講義を受け持って10年にな
る。この科目は、学芸員資格課程
の科目ともなっているので、毎年
わずかながら、経済学部や商学部
などの学生諸君が受講している。
私は試験はやらない。文化史の学
習が暗記物であるという印象を与
えてしまうからである。その代わ
り出席の確認も含めて毎回授業の
最後に感想文を書いてもらい、そ
の回数と内容、そしてちょっとし
たレポートで成績を判断すること
にしている。
だから講義の資料は、感想文を

書くさいの参考になることも配慮
して必ず配布する。文化史は思想
史ではない。頭で考える前に作品
を目で見て鑑賞することが第一で
ある。必要であれば、カラーコピ
ーを何枚でも配布して鑑賞しても
らう。私はOHPとかパワーポイン
トとか、最新の機器を使って画面
で講義をすることをしない。あれ
は頭を事物が一瞬で通過しすぐ忘
れてしまう安上がりの講義方法と
思っているからだ。人間はそれほ
ど記憶力は良くなく、感動も持続
しない。そこでコピーであれ手元
に材料が残ることが大切だと思っ
ている。講演や学会報告と講義を
区別できない方々の教育方法の一
つだと思っている。
講義に対する感想文は、読むの

が楽しい。どこまで私の思いが理
解されているか。なにを期待して
いるか。受講生とのそんな対話の
場であるからである。100名近い
出席者からのメッセージだからさ
まざまだが、共通性もかなりある
ので確信が持てる。私は最初の授
業で、書いていただいた感想文は
最後の授業の時間に全部お返しす
ることを約束する。一年間、自分

がどんなことを書いてきたかを受
講生自身が確認できるからである。
20数回分の感想文は、彼らにとっ
て成績を自己採点できる判断材料
ともなり、文章能力と鑑賞力の成
長過程を確認する記録でもあると
思っている。
「今日の講義は、二日酔いでほ

とんど聞いておりません」とか、
「冷房が効きすぎて寒くて何も書け
ません」などという感想文を最後
の講義のさいに返される。しかし
それを読み直したときどう思うだ
ろうかと、自分自身が想像したと
き、いつもそんな態度で講義に臨
む学生はいない。だから多くの学
生は授業中は真剣そのもので、ほ
とんど私語がなく緊張した時間を
共有できる。
そんな受講生の感想文を10年近

く読んできた。そんなことをベー
スにお話しをしてみたい。
博物館や美術館で感性を豊かに

提出された感想文を読む時、一
番楽しみなのは後期の授業開始時
の感想文である。夏休み前に１時
間とって、文化史の時間に取り上
げた作品を所蔵する博物館や美術
館などを紹介をして、近くに行く
ことがあったら立ち寄ることを勧
める。なんといっても実物、つま
り本物を鑑賞するのが、もっとも
大きな感動を呼ぶからである。迫
力が違う。本物を見たか見ないか
で、教師になったり学芸員になっ
たりした時に、説得力が倍増した
りしなかったりする。生徒たちや
鑑賞者に与える影響力がまるで違
う。自信が生まれる。だから博物
館や美術館に足を運べ、京都や奈
良・鎌倉などの古寺を訪ね、美し
さに触れようと呼びかける。
そして夏休みが終わる。私の話

に刺激されてどんな夏休みを過ご
したか。そんな期待が持てる感想

文が楽しみなのは当然だろう。今
年は９月22日（金）４限がその日
だった。
当然私の博物館訪問記も話す。

８月２日（水）、高校の歴史担当教
員の皆さんに行なった「高校教育
に役立つ歴史研究の最前線」とい
う講座の最後に案内した川崎市立
日本民家園の魅力をたっぷり紹介
した。
最後に回収した感想文を読んで、

大学のすぐ裏側にある日本民家園
に一度も行ったこともない受講生
の多さに驚く。さらに学芸員資格
を取り将来働きたいと志している
受講生の中に、どこの博物館や美
術館にも足を向けようとしないこ
とを平然と書かれて愕然とする。
そんなことを堂々と感想文に書け
る精神構造に暗然とせざるをえな
い。
学芸員にでもなりたいのなら、

重文がずらっと建ち並ぶ民家園や
岡本太郎の美術館に何度も足を運
び、その面白さを体験するのが普
通だろう。そこで巨大な合掌造り
の迫力に圧倒され、実物を鑑賞す
ることのすごさから歴史を調べて
みようと思うことだろう。そして
民家がどういう人々の手で支えら
れているのか、祖父母や父母の仕
事にも関心を持ち親しみを持つに
違いない。なんでそんな情熱が沸
かないのだろうか。
日本民家園の研究員の方から、

専修大学の学生さんはほとんどお
見えになりませんよ、と言われた
ことがあるが、あれ以来、それは
私たちの教育に問題があるのでは
ないのか考えるようになった。自
然や環境、そして伝統を守ろうと
する現代人の課題に関心を持つと
き、かつて公害の町と呼ばれた川
崎市の都市再生のこの試みは、す
ばらしい学習素材となることは間

日本文化史の講義を担当して思うこと
文学部　教授　青木　美智男
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違いない。そんな施設が身近に存
在するのに、見向きもしない教育
を我々自身がやってはいないだろ
うか。なんともったいない話であ
ると思う。
ただ多くの受講生たちの感想文

を読んでいて、私はいつもホッと
している。バイトで稼いだ金を使
って、旅先でさまざまな施設を訪
問し、これまでと違った見方で本
物を鑑賞し感動してきたことを、
楽しげに書いてくれる。石川県立
美術館で野々村仁清作の雌雄の雉
の香炉（国宝・重文）に出会った
ときの静かなる感動、富山県高岡
市の国宝瑞龍寺の境内を散策した
ときの、なんとも言えない安らぎ
を率直に綴ってくれる。時には猛
暑もなんのその、京都の美術館や
寺院を回って得た感動をレポート

にして、これ読んでみてください
と持ってきてくれる学生もいる。
学生諸君と喜びを共有できる楽し
い時間である。そしてそういう経
験が、学芸員の資格を取ったらど
こかの博物館で働いてみたいとい
う甘い願望を、おれはやるぞとい
う確信に代えてくれる。本物の作
品にはそんな魅力や魔力がある。
専修大学の学生たちの多くは感

性豊かである。私はこの10年間、
いつもそう思い続けてきた。それ
をさらに豊かにするのが真の教育
ではないかとも思ってきた。そん
なときいつも思うことがある。そ
れはどうして自ら博物館や美術館
を持たないのか、ということであ
る。専修大学にはそんな文化施設
をつくるだけの資材も資力も十分
にあるはずである。大学は本物に

接する機会を学生たちに与えるべ
きである。さらに特別展や講演会、
公開講座を開いて学生や市民へア
ピールし、他の博物館や美術館と
連携して新情報を提供し、どんな
レファレンスにも即応できる体制
をつくれば、すぐ裏にある日本民
家園に多くの学生が訪れることも
なく生田校舎を去るような現象も
起こさないだろうし、新たな感動
をもって大学を卒業していくだろ
う。そしてなによりも専修大学の
スローガン「社会知性の開発」の
シンボルに相応しい施設ではない
かと思われてならない。
優れた学生諸君の感性をもっと

豊かなものにしよう。資格課程の
教育にはそんな責務があるように
思う。

■
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私は、平成14年（2002）に学
芸員資格を取得して大学院に進学
した後、埼玉県の八潮市立資料館
の臨時職員（バイト）と非常勤職
員を経て、平成17年（2005）８
月に墨田区立すみだ郷土文化資料
館の専門員として採用され、同館
の学芸員として勤務している者で
す。
すみだ郷土文化資料館は、平成

10年（1998）に開館した比較的
新しい資料館です。墨田区は、震
災と戦災によって地域資料の多く
が破壊されたため、収蔵資料は他
の地域の資料館に比べるとかなり
少ないですが、当館では、空襲体
験者の方々によって描かれた「空
襲体験画」の収集など、区民の
方々との協力関係の中で新たに資
料を作り出す取り組みを行ってお
り、徐々にその成果が周囲に認め
られつつあります。私は、近代史
の専門員として明治以降のテーマ
をあつかった企画展を担当するこ
とに始まり、近代資料の収集・整
理、および区内の近代産業と震
災・戦災関係の資料の調査・研究
を行っています。また、隅田川が
発祥のレガッタを研究するため、
墨田区の漕艇部に入部し、隅田川
のボートレース大会に参加するな
ど、バラエティに富んだ学芸員ラ
イフを送っています。
学芸員資格を取得し、地域資料

館での学芸員採用を目指される方
に私から伝えたいことは、とにか
くこの仕事には現場での経験と、
他者とのコミュニケーション能力
が求められるということです。「展
示で何を表現するのか」といった
命題には個人で向き合うしかあり
ませんが、その他の仕事はすべて
他の人々との人間関係によって成
立し、知識よりも経験の方が重要
であることを今まで痛いほど感じ

てきました。ですから、この場で
は概念的なことではなく、実際に
現場に出て経験を積むにはどうし
たらよいかを、私の経験を一例と
してお話ししようと思います。
学芸員への道を進む上で、第一

に必要になるのは、大学院に進学
し、修士号を取得することです。
これは単純に採用条件として修士
以上の学歴を求める館が多いこと
と、修士課程修了レベルの専門知
識を持っていることが、実際に仕
事をする上で必要であることが理
由の一つですが、それ以上に院生
になると、博物館・資料館で働く
学芸員の方々と知り合う機会が飛
躍的に多くなることが大きなメリ
ットとなるのです。現場で働く学
芸員が多く集まる学会・研究会な
どに積極的に参加して、学芸員を
志望していることをアピールし、
修士論文のテーマも地域をフィー
ルドにして、資料館の学芸員や地
域の方々と交流しながら研究を行
うように努力していると、資料館
でバイトとして仕事をする機会が
訪れます。
この段階ではバイトですから、

責任のある仕事はさせてもらえま

せんが、ここで経験できることは
その後に益することばかりです。
私は八潮市の資料館でバイトをし
ているときに、資料の基本的な整
理方法や展示企画の立て方、資料
借用の方法から展示パネルの作製
方法まで基礎的な技術をたたき込
まれました。また、イベント企画
の運営のノウハウや、ボランティ
アをはじめとする地域の方々との
つきあい方など、現場でしか学べ
ないことを失敗を繰り返しながら
学べたことも大きな財産となって
います。ここでも、ただ与えられ
た仕事をこなすのではなく、他館
の学芸員の方々と積極的に接触し、
情報交換の場を設けるように努力
して下さい。仕事に対する意識の
高さと、人間関係を良好に保つ能
力が認められれば、正式に学芸員
として仕事をするチャンスは必ず
巡ってきます。
展示を通じて表現したい事があ

る人間にとって、学芸員はとても
魅力的な職業です。採用に当たっ
ては若さが強力な武器になります
ので、学芸員を志望される方は、
早いうちに覚悟を決めて、現場に
出られることをおすすめします。

卒業生から
すみだ郷土文化資料館勤務　西村　健（平成16年　文学研究科歴史学専攻修了）
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私は千葉県市川市にある「市立
市川考古博物館」に実習へ行きま
した。この館は、主に千葉県市川
市の遺跡から出土した縄文時代か
ら古代までの豊富な遺物を中心に
展示している博物館です。この博
物館は、「堀ノ内貝塚」と呼ばれて
いる遺跡の中に立地しており、博
物館の外に出るとすぐに目の前に
史跡公園として整備された「堀ノ
内貝塚」があります。
実習は私を含めて５人でおこな

いました。まず初日に博物館内の
清掃、及び展示資料の清掃をしま
した。重要な展示資料の清掃をす
るときは、その扱いが難しくとて
も緊張しました。
次の日からは特別展に関する作

業をしました。市川考古博物館で
は、毎年、実習生にあるテーマに
沿った特別展を立案から実際の展
示まで、すべてのことを実習生自
らがおこなう、という実習をやっ
ています。全日程十日間の内、初
日の清掃以外は特別展の企画・展
示に関するものでした。千葉県市
川市には古代の役所や寺があるこ
とから、今年の特別展のテーマは
「下総国府について」でした。まず
初めに、学芸員の方から下総国府
についての説明を受け、国府の調
査結果についての資料を貰い、実

際に展示で使う遺物を見せてもら
いました。その説明と資料を基に、
実習生自らが調べてきたことを加
えて、特別展の企画をおこないま
した。企画の段階では、どのよう
な展示をおこないたいのか、実習
生全員で話し合いました。まず、
展示の内容を決め、それに沿って
展示パネルを作ることにしました。
展示パネルは、説明文を書いた文
章パネルと写真や図面を用いる写
真パネルの二種類を作ることにな
り、文章パネルを作成する班と写
真パネル作成する班の二班に班分
けをおこない、私は写真パネルの
班になりました。写真や図面は、
学芸員の方から貰った資料を組み
合わせて作ることにしました。パ
ソコンの中に資料を取り込んでレ
イアウトをおこない、レイアウト
したものを印刷して実習生全員で、
修正点などを話し合いました。一
番苦労したのは、文章パネルの説
明文と写真パネルの内容を合わせ
ることでした。班を分けて作業し
ていたので、班同士の話し合いが
足りないとパネルの内容にずれが
生じてしまい、もう一度、一から
作り直すことになってしまうので
注意が必要でした。パネルが完成
したら、今度は実際に遺物を展示
ケースの中に入れて、遺物の配置

の仕方を確
認 し ま し
た。当初か
ら考えてい
た 配 置 で
は、展示ケ
ースからは
み出してし
まい、全体
的な色合い
も良くない
など、様々
な問題点が

出てきたため、遺物の配置を当初
の案から大幅に変更することにな
ってしまいました。パネルも一緒
に展示室の壁に配置してみると同
様の問題がおきてしまい大変でし
た。最後に実習生と学芸員の方々、
全員で特別展の品評会をおこない、
修正点を指摘され、最後に修正を
加えて特別展が完成しました。特
別展は一年間、来年の実習の時ま
で展示されることになりました。
実際に自分たちで、特別展をや

ってみて、一つの企画展示をおこ
なうには考えている以上の労力が
必要であることがわかりました。
普段、博物館に行ったときに何気
なく見ているものが、「どのように
すれば、わかりやすいのか。」、「ど
のようにすれば、見やすくなるの
か。」など、学芸員の思いが詰まっ
たものであることが実感できまし
た。このようなことは体験してみ
なければわからなかったことであ
り、今回の実習は学芸員の仕事が
どのようなものなのかを知るうえ
で貴重な体験でした。

博物館実習を終えて
市立市川考古博物館　文学部人文学科歴史学専攻4年　新妻　洋司
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実習ガイダンスの時ジャンケン
で負けなければ・・・いや、希望
実習館の重複の回避が、ジャンケ
ンではなく書類選考等で行われて
いれば、僕は歴史博物館ではなく、
希望通り美術館に行けたかもしれ
ない。せめて僕の熱い情熱を聞い
てから判断してほしかった。なぜ
ジャンケンだったのか・・・。
一抹の憤りを拭い去れぬまま始

まった、新潟市歴史博物館での実
習は、しかしながらそのわだかま
りを吹き飛ばすほど実り多いもの
だった。
実習内容は実に多様、かつ、多

忙だった。講義の時間には、新潟
市歴史博物館での実情をもとに、
貴重なお話をたくさん聞かせてい
ただいた。資料に関する学術的知
識はもちろんのこと、資料の展示
や保存、経営の知識などは、学芸
員として仕事についてからも、む
しろ学芸員になった後に、学んで
いくことが多いという事実を知っ
た。学芸員の資格課程でそれらを
学ぶ時間的な余裕以前に、それら
の理論的定説がないという現実に、
学芸員という仕事の難しさを痛感
した。しかし博物館運営が、その
館、その土地、その場その場での
判断が求められる、イレギュラー
なものであるという側面に、奥の
深さと魅力を感じた。
講義を通してだけでなく、学芸

員の実際の仕事内容を、様々な演
習を通して知ることができた。収
蔵庫の清掃では、映画『ゴースト
バスターズ』の、幽霊を吸い取る
機械のような掃除機で、倉庫内に
はびこる塵や埃達を隈なく吸い上
げた。また、次回の企画展に展示
する民俗資料を、丸一日かけて洗
浄した。蒸し暑い搬入口で、滴り
落ちる汗を拭くことも忘れ、ただ
ひたすらに資料を拭いた。資料の

洗浄は、実際にはボランテ
ィアの方々の協力を得て行
われる作業らしいが、その
ような雑多な仕事に費やす
時間が、思いのほか多いと
いうことに驚いた。「この作
業を学芸員が全部やってい
たら博物館は破産します
よ。」という学芸員の先生の、
人生に対する諦念のような
響きが、まだ耳に残ってい
る。
さらに、「体験の広場プロ

グラム」という、参加体験
型のイベントの運営を手伝
わせていただいたのは非常
に有意義だった。第一週目は小さ
な船に来館者の方々を乗せ、信濃
川から見える新潟市を案内するイ
ベント、二週目は、粘土に縄文文
様をつけ、炉で焼いて、コースタ
ーを作るというイベントだった。
どちらも過去に開催例はないとい
うことで、試行錯誤しながらの運
営だったが、私はそのような学芸
員の先生方の、体当たり的行動力
に感動した。
経験がないからといって怖気づ

くのではなく、良いと思ったらま
ず計画し、実行する。わからない
ことにこそ挑戦していくその姿が、
他のどの職業にもまして魅力的に
思えた。学芸員の先生方の振る舞
いは、様々な状況に対して、臨機
応変さが見られた。柔弱謙下。明
日の心配は明日。しかし、いざと
なれば乾坤一擲、どんな困難をも
打開してみせるその後ろ姿からは、
真の心の強さがにじみ出ていた。
そのような心の強さがなければや
っていけない職業が、学芸員なの
ではないかと思った。
私は、学芸員はスマートな仕事

だと思っていた。しかし実際には
全くスマートではなく、むしろワ

イルドだった。炎天下の中での肉
体労働。終わりの見えない雑務に
追いかけられる日々。学芸員が
「雑芸員」と称されるその理由を、
私は垣間見た。しかし、この実習
を回顧してみた時、一番に思い出
されるのは、学芸員の方々の、キ
ラキラした瞳である。何かが誰か
のターニングポイントになりうる
場、博物館。瞳の輝きは、そのよ
うな博物館で、多くの人々に、
様々な影響を与えうるモノに囲ま
れて仕事をする、充実感からくる
輝きだろうか。
多忙な毎日の中でも、ユーモア

と心の強さを兼ね備えた彼らは、
まさに「That's 芸人」と呼ぶにふ
さわしい。そう思った。新潟市歴
史博物館での実習は、そのような
学芸員になりたいと、改めて、そ
して強く思う契機となった。
しかしなぜジャンケンだったの

か。まだなお心の片隅に潜む微か
な思念。
「学芸員になるには運を味方に

つけることも必要なようです。」
ふと開いた実習日誌の指導者欄

に、そんなコメントが残されてい
た。

博物館実習を終えて
新潟市歴史博物館　文学部人文学科哲学人間学専攻３年　石井　晃
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－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
28�
69�
445

64�
20�
39�
30�
－�
31�
5�
－�
－�
77�
2�
66�
39�
26�
－�
－�
399

12�
－�
14�
－�
－�
8�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
34�
433

40�
15�
47�
28�
－�
28�
3�
－�
－�
40�
4�
56�
30�
31�
－�
－�
322

14�
－�
7�
－�
－�
9�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
30�
352

29�
20�
41�
21�
－�
40�
5�
－�
－�
29�
1�
45�
39�
31�
－�
－�
301

5�
－�
8�
－�
－�
4�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
17�
318

182�
73�
180�
101�
0�

138�
18�
0�
0�

208�
12�
222�
137�
116�
11�
0�

1,398

44�
0�
44�
0�
0�
34�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
28�
150�
1,548

226�
73�
224�
101�
0�

172�
18�
0�
0�

208�
12�
222�
137�
116�
11�
28�

1,548

経 済 �
�

法�

経 営 �
�

商
�

�
�

�
文
�
�

�
�
ネットワーク情報�
大 学 院 �
科 目 等 履 修 生 �
小 計 �
合 計 �

経 済 �
国 際 経 済 �
法 律 �
経 営 �
情 報 管 理 �
商 業 �
会 計 �
国 文 �
英 米 文 �
人 文 �
心 理 �
日 本 語 日 本 文 �
英 語 英 米 文 �
ネットワーク情報�

学部・学科� 合計�

7�
1�
5�
1�
－�
1�
－�
－�
－�
21�
1�
35�
4�
4�
1�
－�
81

年　　　　　　次� 1　年� 2　年� 3　年� 4　年� 小　計�
学　　　　　　科� 1部� 2部� 1部� 2部� 1部� 2部� 1部� 2部� 1部�

司
　
　
　
　
　
　
　
　
書�

2部�

7�
－�
5�
－�
－�
2�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
4�
18�
99

4�
1�
13�
4�
－�
1�
1�
－�
－�
22�
4�
44�
3�
15�
－�
－�
112

5�
－�
9�
－�
－�
1�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
15�
127

8�
3�
8�
9�
－�
8�
1�
－�
－�
15�
1�
33�
5�
6�
－�
－�
97

4�
－�
1�
－�
－�
2�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
7�

104

2�
－�
7�
－�
－�
2�
1�
－�
－�
18�
1�
21�
5�
5�
－�
－�
62

2�
－�
5�
－�
－�
2�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
9�
71

21�
5�
33�
14�
0�
12�
3�
0�
0�
76�
7�

133�
17�
30�
1�
0�

352

18�
0�
20�
0�
0�
7�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
4�
49�
401

39�
5�
53�
14�
0�
19�
3�
0�
0�
76�
7�

133�
17�
30�
1�
4�

401

経 済 �
�

法�

経 営 �
�

商
�

�
�

�
文
�
�

�
�
ネットワーク情報�
大 学 院 �
科 目 等 履 修 生 �
小 計 �
合 計 �

経 済 �
国 際 経 済 �
法 律 �
経 営 �
情 報 管 理 �
商 業 �
会 計 �
国 文 �
英 米 文 �
人 文 �
心 理 �
日 本 語 日 本 文 �
英 語 英 米 文 �
ネットワーク情報�

学部・学科� 合計�

－�
1�
2�
－�
－�
2�
2�
－�
－�
2�
－�
11�
－�
－�
－�
－�
20

年　　　　　　次� 1　年� 2　年� 3　年� 4　年� 小　計�
学　　　　　　科� 1部� 2部� 1部� 2部� 1部� 2部� 1部� 2部� 1部�

司
　
　
書
　
　
教
　
　
諭�

2部�

－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
5�
5�
25

4�
1�
2�
1�
－�
－�
1�
－�
－�
9�
－�
14�
1�
1�
－�
－�
34

－�
－�
1�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
1�
35

－�
1�
1�
3�
－�
4�
－�
－�
－�
1�
－�
14�
3�
1�
－�
－�
28

1�
－�
3�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
4�
32

2�
3�
－�
－�
－�
5�
－�
－�
－�
2�
1�
10�
2�
9�
－�
－�
34

1�
－�
1�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
2�
36

6�
6�
5�
4�
0�
11�
3�
0�
0�
14�
1�
49�
6�
11�
0�
0�

116

2�
0�
5�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
5�
12�
128

8�
6�
10�
4�
0�
11�
3�
0�
0�
14�
1�
49�
6�
11�
0�
5�

128

経 済 �
�

法�

経 営 �
�

商
�

�
�

�
文
�
�

�
�
ネットワーク情報�
大 学 院 �
科 目 等 履 修 生 �
小 計 �
合 計 �

経 済 �
国 際 経 済 �
法 律 �
経 営 �
情 報 管 理 �
商 業 �
会 計 �
国 文 �
英 米 文 �
人 文 �
心 理 �
日 本 語 日 本 文 �
英 語 英 米 文 �
ネットワーク情報�

学部・学科� 合計�

1�
1�
2�
5�
－�
2�
－�
－�
－�
23�
1�
4�
2�
2�
5�
－�
48

年　　　　　　次� 1　年� 2　年� 3　年� 4　年� 小　計�
学　　　　　　科� 1部� 2部� 1部� 2部� 1部� 2部� 1部� 2部� 1部�

学
　
　
　
　
芸
　
　
　
　
員�

2部�

3�
－�
－�
－�
－�
2�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
4�
9�
57

2�
2�
1�
4�
－�
－�
－�
－�
－�
31�
－�
5�
－�
1�
－�
－�
46

1�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
1�
47

3�
3�
3�
2�
－�
2�
－�
－�
－�
33�
－�
6�
8�
2�
－�
－�
62

－�
－�
2�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
2�
64

1�
－�
1�
1�
－�
－�
－�
－�
－�
11�
－�
5�
1�
－�
－�
－�
20

－�
－�
2�
－�
－�
1�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
3�
23

7�
6�
7�
12�
0�
4�
0�
0�
0�
98�
1�
20�
11�
5�
5�
0�

176

4�
0�
4�
0�
0�
3�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
4�
15�
191

11�
6�
11�
12�
0�
7�
0�
0�
0�
98�
1�
20�
11�
5�
5�
4�

191

平成17年度　資格課程履修者数
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平成17年度　教員免許状取得状況一覧

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

免
許
種
類
�

教
科

�

経
済
学
科
�

国
際
経
済
学
科

経
営
学
科
�

情
報
管
理
学
科
�

商
業
学
科
�

会
計
学
科
�

国
文
学
科
�

英
米
文
学
科
�

人
文
学
科
�

心
理
学
科
�

日
本
語
日
本
文
学
科
�

英
語
英
米
文
学
科
�

ネッ
トワ

ーク
情
報
学
科
�

経
済

学
�

経
営

学
�

商
学

�

文
学

�

� 法
律
学
科
�

経
済
学
科
�

法
律
学
科
�

商
業
学
科
�

法
学

�

経
済

学
�

商
学

�

社
会
�
国
語
�
英
語
�
数
学
�
小
計
�

15
�

13
�

10
� 9� � � � � 12
�

10
� � � � � � �

18
�

16
� 1� 1� � � � � � � � � � � � � � � 56
�

49
�

26
�

25
� � � 2� 2� 1� 1� � � � � � � 4� 4� 30
�

29
�

86
�

78

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � �
28
�

23
� � � � � � � � � � � � �

28
�

23
� � � � � � � � � � � � � � � � � 0� 0� 28
�

23

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �
27
�

26
� � � � � � � � � � �

27
�

26
� � � � � � � � � � � � � � � � � 0� 0� 27
�

26

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 5� 4� � � � � � � � � 5� 4� � � � � � � � � � � � � � � � � 0� 0� 5� 4

15
�

13
�

10
� 9� －
�
－
�
－
�
－
�

12
�

10
�
－
�
－
� 0� 0� 0� 0� 18
�

16
� 1� 1� 28
�

23
�

27
�

26
� 5� 4� －
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�

11
6�

10
2� 26
�

25
� 0� 0� 2� 2� 1� 1� －
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
� 4� 4� 30
�

29
�

14
6�

13
1

18
�

15
�

10
�

10
� � � � �

18
�

16
� � � � � � �

18
�

17
� � � � � � � � � � � � � � � � �

64
�

58
�

30
�

27
� 3� 3� � � � � � � � � � � 2� 2� 35
�

32
�

99
�

90

地
理
歴
史
�
公
民
�
情
報
�

国
語
�

16
�

13
�

13
�

10
� � � � �

14
�

10
� � � � � � �

14
�

12
� 1� 1� � � � � � � � � � � � � � � 57
�

46
�

35
�

33
� 2� 2� 4� 4� 1� 1� � � � � � � 1� 1� 42
�

40
�

99
�

86

� � � �
13
�

13
� � � 1� 1� � � � � � � � � � � � � � � 20
�

16
� � � � � � � � �

34
�

30
� � � � � � � � � � � � � � � � � 0� 0� 34
�

30

1� 1� 1� 1� 14
�

13
� 0� 0� 14
�

10
� 5� 4� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 35
�

29
� � � � � � � 2� 2� � � � � � � � � 2� 2� 37
�

31商
業
�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � �
41
�

35
� � � � � � � � � � � � �

41
�

35
� � � � � � � � � � � � � � � � � 0� 0� 41
�

35

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 6� 5� � � � � � � � � � � � � 6� 5� � � � � � � � � � � � � � � � � 0� 0� 6� 5

書
道
�
英
語
�
数
学
�
小
計
�
社
会
�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �
34
�

33
� � � � � � � � � � �

34
�

33
� � � � � � � � � � � � � � � � � 0� 0� 34
�

33

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �
10
� 6� � � � � � � � � 10
� 6� � � � � � � � � � � � � � � � � 0� 0� 10
� 6

35
�

29
�

24
�

21
�

27
�

26
� 0� 0� 47
�

37
� 5� 4� 0� 0� 0� 0� 32
�

29
� 1� 1� 47
�

40
�

34
�

33
�

30
�

22
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�

28
1�

24
2� 65
�

60
� 5� 5� 4� 4� 3� 3� －
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
� 3� 3� 79
�

74
�

36
0�

31
6

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 1� 1� � � � � 1� 1� 2� 2� � � � � � � � � � � � � � � � � 0� 0� 2� 2

国
語
�
英
語
�
小
計
�
地
理
歴
史
�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 1� 1� 1� 1� � � � � � � � � � � � � � � � � 0� 0� 1� 1

－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 2� 2� 3� 3� －
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
� 0� 0� 0� 0� －
�
－
�
－
�
－
� 0� 0� 3� 3

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 1� 1� 1� 1� � � � � � � � � � � � � � � � � 0� 0� 1� 1

公
民
�
商
業
�
国
語
�
英
語
�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 1� 1� � � � � 1� 1� 2� 2� � � � � � � � � 1� 1� � � � � � � 1� 1� 3� 3

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 0� 0� � � � � � � � � � � � � � � � � 0� 0� 0� 0

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 2� 2� 2� 2� � � � � � � � � � � � � � � � � 0� 0� 2� 2

小
計
�

－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
－
�
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所在地 実　習　校　名 実習教科
実習学生

学部 学科 専攻

北海道 北海道釧路工業高等学校 公　　民 経済 国際経済

北海道 北海道帯広柏葉高等学校 公民（政治経済） 経済 国際経済

北海道 北海道苫小牧東高等学校 公　　民 商 商業

北海道 北海道池田高等学校 商　　業 商 商業

北海道 北海道帯広柏葉高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

北海道 双葉高等学校 情　　報 経営 経営

北海道 帯広大谷高等学校 公　　民 商 商業

青森県 青森県立八戸高等学校 公　　民 文 人文 哲学人間学

青森県 八戸市立小中野中学校　 社　　会 経済 経済

岩手県 岩手県立前沢高等学校 情　　報 経営 経営

岩手県 専修大学北上高等学校 商　　業 経営 経営

岩手県 専修大学北上高等学校 地理歴史 文 人文 歴史学

岩手県 水沢市立南中学校 社　　会 文 人文 社会学

宮城県 宮城県石巻高等学校 英　　語 文 英語英米文

宮城県 古川学園高等学校 商　　業 商 会計

秋田県 秋田県立能代高等学校 地理歴史･公民 経済 経済

秋田県 秋田県立能代高等学校 英　　語 文 英語英米文

秋田県 秋田県立大館鳳鳴高等学校 情　　報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

山形県 山形県立酒田東高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

福島県 福島県立川俣高等学校 商　　業 商 商業

福島県 福島県立若松商業高等学校 情　　報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

福島県 福島市立岳陽中学校 社　　会 経済 国際経済

福島県 白河市立白河中央中学校 社　　会 商 商業

福島県 郡山市立郡山第四中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

福島県 郡山市立片平中学校 英　　語 文 英語英米文

茨城県 茨城県立竜ヶ崎第一高等学校 情　　報 経営 経営

茨城県 茨城県立鉾田第二高等学校 商　　業 商 商業

茨城県 茨城県立水戸商業高等学校 商　　業 商 会計

茨城県 茨城県立古河第三高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

茨城県 茨城県立佐和高等学校 情　　報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

茨城県 土浦日本大学高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

茨城県 利根町立新館中学校 社　　会 経済 経済

茨城県 那珂町立第三中学校 社　　会 商 商業

茨城県 麻生町立麻生第一中学校 社　　会 文 人文 社会学

茨城県 日立市立多賀中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

茨城県 三和町立三和北中学校 英　　語 文 英語英米文

栃木県 栃木県立佐野女子高等学校 地理歴史 経済 国際経済

栃木県 栃木県立宇都宮中央女子高等学校 数　　学 ネットワーク情報 ネットワーク情報

栃木県 佐野日本大学高等学校 地理歴史 商 商業

群馬県 群馬県立中央高等学校 情　　報 経営 経営

群馬県 太田市立商業高等学校 商　　業 商 商業

群馬県 太田市立商業高等学校 商　　業 商 会計

群馬県 群馬県立太田東高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

群馬県 松井田町立東中学校 社　　会 経済 経済

群馬県 北橘村立北橘中学校 社　　会 経済 国際経済

群馬県 伊勢崎市立第一中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

群馬県 前橋市立桂萱中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

群馬県 前橋市立第五中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

群馬県 太田市立旭中学校 数　　学 ネットワーク情報 ネットワーク情報

埼玉県 埼玉県立川口北高等学校 公　　民 経済 経済

埼玉県 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 商　　業 経営 経営

埼玉県 埼玉県立越ケ谷高等学校 地理歴史 商 商業

埼玉県 埼玉県立幸手商業高等学校 商　　業 商 会計

埼玉県 埼玉県立熊谷西高等学校 地理歴史 文 人文 哲学人間学

埼玉県 埼玉県立松山高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

埼玉県 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

埼玉県 埼玉県立所沢北高等学校 情　　報 ネットワーク情報 ネットワーク情報
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平成17年度　教育実習先一覧（生田）

所在地 実　習　校　名 実習教科
実習学生

学部 学科 専攻

埼玉県 埼玉県立福岡高等学校 英　　語 文 英語英米文

埼玉県 さいたま市立浦和南高等学校 地理歴史 経済 経済

埼玉県 さいたま市立浦和南高等学校 英　　語 文 英語英米文

埼玉県 本庄東高等学校 情　　報 経営 経営

埼玉県 西武台高等学校 地理歴史 商 商業

埼玉県 花咲徳栄高等学校 地理歴史･商業 商 商業

埼玉県 佐藤栄学園埼玉栄高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

埼玉県 秀明英光高等学校 英　　語 文 英語英米文

埼玉県 熊谷市立荒川中学校 社　　会 経済 経済

埼玉県 羽生市立羽生西中学校 社　　会 商 商業

埼玉県 川口市立安行東中学校 社　　会 文 人文 哲学人間学

埼玉県 蓮田市立蓮田南中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

埼玉県 上福岡市立花の木中学校 英　　語 文 英語英米文

千葉県 千葉県立千葉女子高等学校 地理歴史 商 商業

千葉県 千葉県立成東高等学校 英　　語 文 英語英米文

千葉県 専修大学松戸高等学校 地理歴史 経済 国際経済

千葉県 専修大学松戸高等学校 地理歴史 経済 国際経済

千葉県 専修大学松戸高等学校 社会･地理歴史･公民 経済 国際経済

千葉県 専修大学松戸高等学校 情　　報 経営 経営

千葉県 専修大学松戸高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

千葉県 専修大学松戸高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

千葉県 専修大学松戸高等学校 英　　語 文 英語英米文

千葉県 専修大学松戸高等学校 英　　語 文 英語英米文

千葉県 専修大学松戸高等学校 情　　報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

千葉県 船橋市立湊中学校 社　　会 経済 国際経済

千葉県 茂原市立茂原中学校 社　　会 文 人文 哲学人間学

千葉県 松戸市立金ヶ作中学校 社　　会 文 人文 社会学

千葉県 柏市立逆井中学校 社　　会 文 心理

千葉県 野田市立岩名中学校 英　　語 文 英語英米文

千葉県 袖ケ浦市立平川中学校 英　　語 文 英語英米文

東京都 東京都立小川高等学校 地理歴史 経済 経済

東京都 東京都立桐ヶ丘高等学校 商　　業 経営 経営

東京都 東京都立昭和高等学校 公　　民 商 商業

東京都 東京都立日野台高等学校 地理歴史 文 人文 哲学人間学

東京都 東京都立山崎高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

東京都 東京都立武蔵丘高等学校 英　　語 文 英語英米文

東京都 東京都立三鷹高等学校　 英　　語 文 英語英米文

東京都 東京都立昭和高等学校 英　　語 文 英語英米文

東京都 専修大学附属高等学校 地理歴史 経済 経済

東京都 専修大学附属高等学校 公　　民 経済 経済

東京都 専修大学附属高等学校 情　　報 経営 経営

東京都 専修大学附属高等学校 情　　報 経営 経営

東京都 専修大学附属高等学校 公　　民 商 商業

東京都 専修大学附属高等学校 地理歴史 商 商業

東京都 専修大学附属高等学校 地理歴史 商 商業

東京都 専修大学附属高等学校 情　　報 商 会計

東京都 専修大学附属高等学校 公　　民 文 人文 社会学

東京都 専修大学附属高等学校 公　　民 文 人文 社会学

東京都 専修大学附属高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

東京都 専修大学附属高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

東京都 専修大学附属高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

東京都 専修大学附属高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

東京都 専修大学附属高等学校 数　　学 ネットワーク情報 ネットワーク情報

東京都 明治大学付属中野八王子中学高等学校 地理歴史･公民 経済 経済

東京都 武蔵野女子学院高等学校 公　　民 文 人文 社会学

東京都 和洋九段女子高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

東京都 墨田区立両国中学校 社　　会 経済 経済

関
　
　
　
　
　
　
　
　
東

Vol.8-本文  06.11.15 9:16  ページ 50



51

デ
ー
タ
編
�

資格課程年報『パッソ ア パッソ』�No.8/17

平成17年度　教育実習先一覧（生田）

所在地 実　習　校　名 実習教科
実習学生

学部 学科 専攻

東京都 東京大学教育学部附属中等教育学校 社会･公民 経済 経済

東京都 台東区立忍岡中学校 社　　会 経済 国際経済

東京都 大田区立馬込東中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

東京都 台東区立御徒町台東中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

東京都 品川区立平塚中学校 英　　語 文 英語英米文

東京都 三輪田学園中学校 社　　会 文 人文 歴史学

東京都 駒込中学校 社　　会 文 人文 歴史学

神奈川県 神奈川県立生田東高等学校 地理歴史 経済 経済

神奈川県 神奈川県立霧が丘高等学校 地理歴史 経済 経済

神奈川県 神奈川県立相模原高等学校 公　　民 経済 国際経済

神奈川県 神奈川県立港北高等学校 情　　報 経営 経営

神奈川県 神奈川県立上溝南高等学校 情　　報 経営 経営

神奈川県 神奈川県立大和南高等学校 地理歴史 商 商業

神奈川県 神奈川県立生田高等学校 公民（政治経済） 商 商業

神奈川県 神奈川県立麻溝台高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

神奈川県 神奈川県立川崎高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

神奈川県 神奈川県立瀬谷高等学校 英　　語 文 英語英米文

神奈川県 神奈川県立弥栄西高等学校 英　　語 文 英語英米文

神奈川県 神奈川県立生田東高等学校 英　　語 文 英語英米文

神奈川県 神奈川県立平塚江南高等学校 英　　語 文 英語英米文

神奈川県 神奈川県立川崎高等学校 情　　報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

神奈川県 横浜市立金沢高等学校 情　　報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

神奈川県 神奈川県立港南台高等学校 情　　報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

神奈川県 神奈川県立六ッ川高等学校 情　　報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

神奈川県 富士見丘中・高等学校 公　　民 経済 経済

神奈川県 横浜高等学校 商　　業 経営 経営

神奈川県 藤沢翔陵高等学校 商　　業 商 商業

神奈川県 相洋高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

神奈川県 横須賀学院高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

神奈川県 浅野中・高等学校 数　　学 ネットワーク情報 ネットワーク情報

神奈川県 高木学園女子高等学校 情　　報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

神奈川県 厚木市立相川中学校 社　　会 商 商業

神奈川県 厚木市立玉川中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

神奈川県 綾瀬市立綾瀬中学校 社　　会 商 商業

神奈川県 川崎市立南加瀬中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

神奈川県 相模原市立清新中学校 社　　会 経済 国際経済

神奈川県 相模原市立中央中学校 地理歴史 経済 国際経済

神奈川県 相模原市立若草中学校 社　　会 商 商業

神奈川県 座間市立座間中学校 英　　語 文 英語英米文

神奈川県 茅ヶ崎市立中島中学校 社　　会 経済 国際経済

神奈川県 茅ヶ崎市立北陽中学校 社　　会 文 人文 歴史学

神奈川県 平塚市立金目中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

神奈川県 藤沢市立藤ケ岡中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

神奈川県 藤沢市立第一中学校 英　　語 文 英語英米文

神奈川県 横浜市立六角橋中学校 社　　会 商 商業

神奈川県 横浜市立城郷中学校 社　　会 文 人文 歴史学

神奈川県 横浜市立万騎が原中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

山梨県 山梨県立日川高等学校 公　　民 文 人文 哲学人間学

山梨県 山梨県立富士河口湖高等学校 英　　語 文 英語英米文

山梨県 南部町立南部中学校 地理歴史 経済 経済

山梨県 山梨市立山梨南中学校 社　　会 経済 経済

山梨県 西桂町立西桂中学校 英　　語 文 英語英米文

富山県 富山県立富山南高等学校 地理歴史 経済 国際経済

富山県 富山市立呉羽中学校 社　　会 経済 経済

富山県 大沢野町立大沢野中学校 英　　語 文 英語英米文

石川県 石川県立金沢桜丘高等学校 地理歴史 商 商業

石川県 星稜高等学校 公　　民 商 商業

関
　
　
　
　
　
　
　
　
東

北
　
　
陸

所在地 実　習　校　名 実習教科
実習学生

学部 学科 専攻

新潟県 新潟県立十日町高等学校 公　　民 商 商業

新潟県 新潟県立新津高等学校 情　　報 経営 経営

新潟県 新潟県立村上高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

新潟県 新潟県立村上高等学校 英　　語 文 英語英米文

新潟県 新潟県立三条東高等学校 英　　語 文学 英語英米文学

新潟県 東京学館新潟高等学校 地理歴史 経済 経済

長野県 長野県松本県ケ丘高等学校 地理歴史（世界史） 経済 経済

長野県 長野県木曽高等学校 地理歴史 経済 経済

長野県 長野県長野商業高等学校 商　　業 経営 経営

長野県 長野県松代高等学校 商　　業 商 商業

長野県 佐久長聖高等学校 数　　学 ネットワーク情報 ネットワーク情報

長野県 佐久市立浅間中学校 社　　会 経済 経済

長野県 松川村立松川中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

岐阜県 岐阜県立岐阜各務野高等学校 商　　業 商 商業

岐阜県 中京高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

岐阜県 高山市立中山中学校 社　　会 商 商業

静岡県 静岡県立浜松南高等学校 公　　民 経済 国際経済

静岡県 静岡県立掛川東高等学校 公　　民 経済 国際経済

静岡県 静岡県立藤枝東高等学校 地理歴史 文 人文 歴史学

静岡県 静岡県立榛原高等学校 英　　語 文 英語英米文

静岡県 静岡県立静岡東高等学校 英　　語 文 英語英米文

静岡県 静岡県立榛原高等学校 情　　報 経営学 経営学

静岡県 日本大学三島高等学校 情　　報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

静岡県 熱海市立熱海中学校 英　　語 文 英語英米文

静岡県 静岡市立南中学校 社　　会 経済 国際経済

静岡県 静岡市立城山中学校 社　　会 商 商業

静岡県 静岡市立清水第七中学校 社　　会 文 人文 歴史学

静岡県 静岡市立中島中学校 英　　語 文 英語英米文

静岡県 浜松市立東部中学校 社　　会 文 人文 歴史学

静岡県 浜松市立可美中学校 英　　語 文 英語英米文

愛知県 名古屋市立向陽高等学校 情　　報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

愛知県 東邦高等学校 商　　業 経営 経営

愛知県 東栄町立東栄中学校 社　　会 経済 経済

三重県 菰野町立菰野中学校 社　　会 商 商業

滋賀県 滋賀県立守山高等学校 情　　報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

岡山県 中央町立中央中学校 英　　語 文 英語英米文

広島県 広陵高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

広島県 広島工業大学附属広島高等学校 英　　語 文 英語英米文

広島県 鈴峯女子高等学校 情　　報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

広島県 広島市立瀬野川中学校 英　　語 文 英語英米文

徳島県 徳島県立池田高等学校 地理歴史 商 商業

香川県 大野原町立大野原中学校 社　　会 文 人文 環境地理学

香川県 坂出市立白峰中学校 社　　会 文学 歴史学

高知県 高知県立高知追手前高等学校 公　　民 文 人文 哲学人間学

高知県 土佐清水市立三崎中学校 英　　語 文 英語英米文

福岡県 福岡県立筑紫高等学校 公　　民 経済 経済

長崎県 佐世保市立山澄中学校 社　　会 文 人文 社会学

熊本県 専修大学玉名高等学校 地理歴史･公民 経済 経済

熊本県 専修大学玉名高等学校 情　　報 経営 経営

熊本県 専修大学玉名高等学校　 地理歴史 文 人文 歴史学

大分県 大分県立大分豊府高等学校 地理歴史 文 人文 社会学

大分県 大分県立別府鶴見丘高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

沖縄県 沖縄県立首里高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

沖縄県 沖縄尚学高等学校 英　　語 文 英語英米文

信
　
　
越

東
　
　
　
　
海

中
　
　
国

四
　
　
国

九
州
・
沖
縄

近
畿
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九
州

東
海

中
　
国

四
国

北
陸

平成17年度　教育実習先一覧（神田）

所在地 実　習　館　名 実習教科
実習学生

学部 学科

岩手県 専修大学北上高等学校 公　　民 法 法律

茨城県 茨城県ひたちなか市大島中学校 社　　会 法 法律

栃木県 栃木県佐野市立吾妻中学校 社　　会 法 法律

群馬県 群馬県立富岡高等学校 公　　民 法 法律

群馬県 新島学園中学・高等学校 現代社会 法 法律

埼玉県 さいたま市立浦和南高等学校 公　　民 法 法律

千葉県 志学館中等部 社　　会 法 法律

千葉県 専修大学松戸高等学校 日 本 史 法 法律

千葉県 専修大学松戸高等学校 公　　民 法 法律

千葉県 千葉県干潟町立干潟中学校 社　　会 法 法律

東京都 専修大学附属高等学校 公　　民 法 法律

東京都 専修大学附属高等学校 日 本 史 法 法律

東京都 専修大学附属高等学校 日本史（地歴） 法 法律

東京都 専修大学附属高等学校 日本史（地歴） 法 法律

東京都 専修大学附属高等学校 公　　民 法 法律

東京都 東京都小平市立小平第四中学校 社　　会 法 法律

東京都 東京都杉並区立大宮中学校 社　　会 法 法律

東京都 東京都杉並区立高井戸中学校 社　　会 法 法律

東京都 東京都杉並区立和田中学校 社　　会 法 法律

東京都 東京都八王子市立第七中学校 社　　会 法 法律

東京都 東京都立竹早高等学校 公　　民 法 法律

関
　
　
　
東

所在地 実　習　館　名 実習教科
実習学生

学部 学科

神奈川県 神奈川県茅ケ崎市立円蔵中学校 社　　会 法 法律

神奈川県 神奈川県横浜市立錦台中学校 社　　会 法 法律

神奈川県 神奈川県立相模原高等学校 地　　理 法 法律

神奈川県 相洋高等学校 公　　民 法 法律

山梨県 山梨県立日川高等学校 地歴･公民 法 法律

山梨県 山梨県立都留高等学校 地　　歴 法 法律

石川県 石川県羽咋市羽咋中学校 社　　会 法 法律

新潟県 国立新潟大学教育人間科学部附属新潟中学校 社　　会 法 法律

新潟県 新潟県立柏崎常磐高等学校 地歴･公民 法 法律

新潟県 新潟県立六日町高等学校 公　　民 法 法律

新潟県 新潟県立六日町高等学校 公　　民 法 法律

長野県 長野県小布施町立小布施中学校 社　　会 法 法律

静岡県 静岡県静岡市立清水商業高等学校 現代社会 法 法律

静岡県 静岡県沼津市立第三中学校 社　　会 法 法律

鳥取県 鳥取県私立米子北高等学校 地理歴史 法 法律

島根県 島根県立平田高等学校 公　　民 法 法律

山口県 山口県立宇部商業高等学校 地理歴史 法 法律

愛媛県 愛媛県立今治北高等学校 地理歴史 法 法律

佐賀県 佐賀学園高等学校 地理歴史 法 法律

長崎県 長崎県立長崎南高等学校 公　　民 法 法律

関
　
東

信
　
越

平成17年度　教育実習先一覧（二部）

関
　
　
東

信
越

四
国

九
州

中
国

関
　
　
　
東

北
海
道
・
東
北

所在地 実　習　館　名 実習教科
実習学生

学部 学科

北海道 北海道砂川高等学校 公　　民 法 法律

秋田県 男鹿市立男鹿東中学校 社　　会 履修生

山形県 東根市立第一中学校 社　　会 法 法律

福島県 福島県立大沼高等学校 公　　民 法 法律

群馬県 太田市立木崎中学校 社　　会 履修生

群馬県 北橘村立北橘中学校 社　　会 履修生

埼玉県 さいたま市立大宮北高等学校 公　　民 法 法律

埼玉県 東野高等学校 公　　民 経済 経済

埼玉県 両神村立両神中学校 国　　語 履修生

東京都 専修大学附属高等学校 地理歴史 履修生

東京都 東京都立江戸川高等学校 地理歴史 法 法律

東京都 東京都立石神井高等学校 公　　民 法 法律

所在地 実　習　館　名 実習教科
実習学生

学部 学科

東京都 東京都立第一商業高等学校 商　　業 経済 経済

東京都 東京都立向島工業高等学校 公　　民 法 法律

東京都 三鷹市立第五中学校 社　　会 履修生

神奈川県 神奈川県立百合丘高等学校 公　　民 経済 経済

神奈川県 相模原市立大野台中学校 社　　会 履修生

長野県 長野県東部高等学校 地理歴史 履修生

岡山県 岡山県立玉島商業高等学校 地理歴史 経済 経済

広島県 広島市立観音中学校 国　　語 履修生

愛媛県 宇和島市立城南中学校 社　　会 商 商業

福岡県 宇美町立宇美東中学校 国　　語 履修生

大分県 大分県立津久見高等学校 商　　業 商 商業

東
北
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平成17年度　図書館実習先一覧

所在地 実　習　館　名
実習学生

学部 学科 専攻

山形県 南陽市立図書館 文 人文 歴史学

福島県 福島県立図書館 ネットワーク情報 ネットワーク情報

栃木県 真岡市立図書館 文 英語英米文学科

埼玉県 埼玉県立浦和図書館 法 法律

東京都 北区立中央図書館 文 人文 社会学

東京都 杉並区立中央図書館 法 法律

東京都 八王子市中央図書館 経済 経済

東京都 福生市立中央図書館 文 日本語日本文学科 日本語学

東
北

関
　
　
東

所在地 実　習　館　名
実習学生

学部 学科 専攻

神奈川県 藤沢市総合市民図書館 文 人文 社会学

神奈川県 横浜市中央図書館 文 日本語日本文学科 日本文学文化

神奈川県 専修大学図書館 文 日本語日本文学科 日本文学文化

神奈川県 専修大学図書館 文 英語英米文学科

新潟県 新発田市立図書館 文 日本語日本文学科 日本文学文化

新潟県 新発田市立図書館 履修生

沖縄県 北谷町立図書館 文 英語英米文学科

関
　
　
東

信
越
沖
縄

北
陸

近
畿

四
国

平成17年度　博物館（館務）実習先一覧

所在地 実　習　館　名
実習学生

学部 学科 専攻

岩手県 山田町立鯨と海の科学館 文 人文 歴史学

山形県 致道博物館 文 人文 哲学人間学

山形県 山寺芭蕉記念館 文 英語英米文

福島県 いわき市立美術館 文 英語英米文

茨城県 茨城県近代美術館つくば分館 文 英語英米文

茨城県 ミュージアムパーク茨城県自然博物館 文 人文 歴史学

茨城県 ミュージアムパーク茨城県自然博物館 履修生

茨城県 水戸市立博物館 文 人文 歴史学

栃木県 栃木県立博物館 文 人文 歴史学

群馬県 笠懸町岩宿文化資料館 文 英語英米文

埼玉県 原爆の図丸木美術館 文 人文 歴史学

埼玉県 戸田市立郷土博物館 文 人文 歴史学

千葉県 千葉県立現代産業科学館 文 英語英米文

千葉県 千葉県立関宿城博物館 法 法律

千葉県 流山市立博物館 文学 日本語日本文学

千葉県 船橋市郷土資料館 文 英語英米文

千葉県 松戸市立博物館 文 人文 歴史学

東京都 足立区立郷土博物館 履修生

東京都 大田区立郷土博物館 文 日本語日本文 日本文学文化

東京都 高麗博物館 文学 歴史学

東京都 すどう美術館 法 法律

東京都 すどう美術館 文 人文 環境地理学

東京都 世田谷区立郷土資料館 文 人文 歴史学

東京都 東京都井の頭自然文化園 文 人文 哲学人間学

東京都 東京都恩賜上野動物園 経済 国際経済

東京都 八王子市郷土資料館 文学 歴史学

東京都 東村山ふるさと歴史館 文 人文 歴史学

東京都 東大和市立郷土博物館 文 人文 環境地理学

東京都 府中市郷土の森博物館 文 人文 歴史学

東京都 府中市郷土の森博物館 文 人文 環境地理学

東京都 町田市立自由民権資料館 経済 国際経済

東京都 町田市立博物館 文 人文 歴史学

東
　
　
北

関
　
　
　
　
　
　
東

所在地 実　習　館　名
実習学生

学部 学科 専攻

東京都 明治大学博物館 経済 経済

東京都 明治大学博物館 経営 経営

東京都 明治大学博物館 文 人文 歴史学

東京都 横山大観記念館 文 人文 歴史学

神奈川県 大磯町郷土資料館 文 人文 歴史学

神奈川県 カスヤの森現代美術館 文 日本語日本文 日本文学文化

神奈川県 神奈川県立金沢文庫 文 人文 歴史学

神奈川県 神奈川県立フラワーセンター大船植物園 経済 経済

神奈川県 川崎市青少年科学館 商 商業

神奈川県 川崎市青少年科学館 文 人文 環境地理学

神奈川県 川崎市立日本民家園 文 人文 歴史学

神奈川県 相模原市立博物館 文 日本語日本文 日本文学文化

神奈川県 シルク博物館 文 人文 歴史学

神奈川県 シルク博物館 文 英語英米文

神奈川県 平塚市博物館 文 人文 歴史学

神奈川県 横浜開港資料館 文 人文 歴史学

石川県 金沢文化振興財団 文 日本語日本文 日本文学文化

新潟県 佐渡博物館 経済 経済

新潟県 新潟県立近代美術館 文 人文 哲学人間学

長野県 長野市立博物館 文 人文 歴史学

長野県 長野県立歴史館 文 人文 歴史学

長野県 松本市立博物館（日本民俗資料館） 文 人文 歴史学

静岡県 浜松科学館 文 人文 歴史学

静岡県 浜松市博物館 文 人文 歴史学

静岡県 三島市郷土資料館 経営 経営

和歌山県 和歌山市立博物館 文 日本語日本文 日本文学文化

島根県 玉湯町立出雲玉作資料館 文 人文 歴史学

島根県 浜田市世界子ども美術館 文 日本語日本文 日本文学文化

香川県 高松市美術館 文 人文 歴史学

福岡県 北九州市立美術館 履修生

長崎県 長崎孔子廟中国歴代博物館 文 日本語日本文 日本文学文化

関
　
　
　
　
　
　
　
　
東

信
　
　
越

東
　
海

中
国

九
州
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卒業年・学部・学科 就　　職　　先 職　名 教　科就職
年度

平
　
成
　
14

年
　
度

主な教員就職先一覧

平
　
成
　
15

年
　
度

平
　
成
　
16

年
　
度

平14 経済 ・ 経済 川北町立川北小学校 非 常 勤
平14 経済 ・ 経済 神奈川県立高津養護学校 非 常 勤
平14 法　 ・ 法律 一宮町立一宮中学校 常　　勤 社　　　会
平12 商　 ・ 商業 東京実業高等学校 非 常 勤 商　　　業
平14 商　 ・ 商業 山梨県立高等学校 期間採用 商　　　業
平14 文　 ・ 国文 田原町立田原中学校 常　　勤 国　　　語
平 9 文　 ・ 英米文 東海大学菅生高等学校 専　　任 英　　　語
平10 文　 ・ 英米文 品川区立三木小学校 専　　任
平10 文　 ・ 英米文 東京都内養護学校 専　　任 英　　　語
平11 文　 ・ 英米文 柏木学園高等学校 専　　任 英　　　語
平11 文　 ・ 英米文 八王子市立四谷中学校 専　　任 英　　　語
平11 文　 ・ 英米文 福島高等学校 専　　任 英　　　語
平12 文　 ・ 英米文 宮城県迫桜高等学校 専　　任 英　　　語
平12 文　 ・ 英米文 青梅市立第二小学校 専　　任
平13 文　 ・ 英米文 騎西町立騎西中学校 非 常 勤 英　　　語
平14 文　 ・ 英米文 正則学園高等学校 非 常 勤 英　　　語
平14 文　 ・ 英米文 松任市立松任中学校 非 常 勤 英　　　語
平14 文　 ・ 英米文 大田区立馬込中学校 専　　任 英　　　語
平14 文　 ・ 英米文 福島県立喜多方商業高等学校 非 常 勤 英　　　語
平14 文　 ・ 英米文 報徳学園高等学校 非 常 勤 英　　　語
平14 院文 ・ 修士 川崎市立西中原中学校 非 常 勤
平14 院文 ・ 修士 岩手県立盛岡商業高等学校 専　　任 地歴・公民
平14 院文 ・ 修士 杉並学院高等学校 非 常 勤 英　　　語
平15 経済 ・ 経済 秦野市立堀川小学校 指導助手
平15 経済 ・ 経済 新利根町立太田小学校 期 限 付
平15 経済 ・ 経済 福岡第一高等学校 常　　勤 地理歴史
平15 経済 ・ 経済 館山市立船形小学校 非 常 勤 国語・社会・図工
平15 法　 ・ 法律 野木町立野木第二中学校 常　　勤 社　　　会
平15 法　 ・ 法律 川口町立川口中学校 非 常 勤 数　　　学
平15 法　 ・ 法律 湯之谷村立湯之谷中学校 非 常 勤 数　　　学
平15 経営 ・ 経営 静岡県立田方農業高等学校 非 常 勤 商　　　業
平13 商　 ・ 商業 船橋市立船橋高等学校 非 常 勤 商　　　業
平15 商　 ・ 商業 群馬県立前橋商業高等学校 非 常 勤 商　　　業
平15 商　 ・ 商業 専修大学北上高等学校 常　　勤 商　　　業
平15 商　 ・ 商業 東京都立荒川商業高等学校（定時制） 非 常 勤 商　　　業
平12 文　 ・ 国文 群馬県内公立小学校
平12 文　 ・ 国文 福島県立福島南高等学校 常　　勤 国　　　語
平15 文　 ・ 国文 倉敷市立児島中学校 非 常 勤 国　　　語
平15 文　 ・ 国文 鶴岡東高等学校 常　　勤 国　　　語
平 4 文　 ・ 英米文 大田区立田園調布中学校 専　　任 英　　　語
平11 文　 ・ 英米文 作新学院高等学校 専　　任 英　　　語
平13 文　 ・ 英米文 新鶴村立新鶴中学校 非 常 勤 英　　　語
平13 文　 ・ 英米文 川崎市立御幸中学校 常　　勤 英　　　語
平13 文　 ・ 英米文 三郷市立彦成中学校 専　　任 英　　　語
平15 文　 ・ 英米文 新潟県立佐渡高等学校 期 限 付 英　　　語
平15 文　 ・ 英米文 正則学園高等学校 非 常 勤 英　　　語
平15 院経営・ 修士 埼玉県立所沢西高等学校 専　　任 情　　　報
平14 院文 ・ 修士 獨協埼玉中・高等学校 専　　任 地理歴史
平15 院文 ・ 修士 神奈川県立生田東高等学校 非 常 勤 情報・総合学習
平15 院文 ・ 修士 朋優高等学校 専　　任 英　　　語
平16 経済 ・ 経済 郡山市立小原田中学校 非 常 勤 社　　　会
平16 経営 ・ 経営 学校法人立教学院（立教新座中学校・高等学校） 非 常 勤 情　　　報
平16 商　 ・ 商業 学校法人川島学園（鹿児島実業高等学校） 期 限 付 商　　　業
平16 商　 ・ 会計 学校法人明昭学園（岩倉高等学校） 非 常 勤 商　　　業
平16 商　 ・ 会計 学校法人佐藤栄学園 専　　任 商　　　業
平16 文　 ・ 英米文 常総市立石下西中学校 非 常 勤 英　　　語
平16 文　 ・ 英米文 株式会社社会教育事業団（武蔵国際総合学園） 期 限 付 英　　　語
平16 文　 ・ 英米文 黒磯市教育委員会 常　　勤 英　　　語
平16 文　 ・ 人文 学校法人福田学院（東和大学附属昌平高等学校） 非 常 勤 地理歴史
平16 文　 ・ 人文 北区内小学校 非 常 勤
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卒業年・学部・学科 就　　職　　先 職　名 教　科就職
年度

平
　
成
　
16

年
　
度

平
　
　
　
成
　
　
　
17

年
　
　
　
度

主な教員就職先一覧

平16 院経営・ 修士 宮崎県立富島高等学校 専　　任 商　　　業
平16 院経営・ 修士 学校法人沼津精華学園（沼津中央高等学校） 専　　任 商業・情報
平16 院文 ・ 修士 新潟県立新潟西高等学校 専　　任 英　　　語
平16 院文 ・ 修士 学校法人拓殖大学（拓殖大学第一高等学校） 非 常 勤 地理歴史
平15 法　 ・ 法律 学校法人湘南白百合学園（湘南白百合学園中学高等学校） 非 常 勤 情　　　報
平12 文　 ・ 人文 松戸市立六実第二小学校 専　　任 全　　　科
平15 法　 ・ 法律 松戸市立牧野原小学校 専　　任 全　　　科
平15 文　 ・ 英米文 あきる野市内小学校 専　　任 全　　　科
平 9 商　 ・ 商業 学校法人開成学園（大宮開成高等学校） 非 常 勤 商　　　業
平15 文　 ・ 英米文 川崎市立平間中学校 非 常 勤 英　　　語
平13 経済 ・ 経済 川崎市立稲田小学校 専　　任 小　学　校
平15 経済 ・ 経済 専修大学附属高等学校 専　　任 英　　　語
平17 経済 ・ 国際経済 銚子市立銚子第五中学校 常　　勤 社会・理科
平14 法　 ・ 法律 八街市内中学校 専　　任 社　　　会
平16 法　 ・ 法律 千葉県印旛村立いには野小学校 専　　任 小　学　校
平17 法　 ・ 法律 船橋市立七林小学校 常　　勤 全　　　科
平17 法　 ・ 法律 学校法人駿河学院 藤枝学院実務高等専修学校 専　　任

神奈川県立生田東高等学校
平16 経営 ・ 経営 東京都立新宿山吹高等学校 非 常 勤 情　　　報

学校法人成城学園（成城学園高等学校）

平16 経営 ・ 経営
専修大学附属高等学校

非 常 勤 情　　　報学校法人駒場学園（駒場学園高等学校）
学校法人立教大学（立教新座中学・高等学校）

平16 経営 ・ 経営 学校法人慶應義塾（慶應義塾高等学校） 非 常 勤 情　　　報
東京都立新宿山吹高等学校

平16 経営 ・ 経営 東京都立新宿山吹高等学校 非 常 勤 情　　　報
平17 経営 ・ 経営 東京都立新宿山吹高等学校 非 常 勤 情　　　報
平17 経営 ・ 経営 岩手県立福岡高等学校 常　　勤 情報・商業
平17 経営 ・ 経営 学校法人佐藤栄学園（栄東中学・高等学校） 専　　任 情　　　報

埼玉県立所沢西高等学校
平17 経営 ・ 経営 埼玉県立秩父高等学校 非 常 勤 情　　　報

埼玉県立小鹿野高等学校
平15 商　 ・ 商業 日本放送協会学園高等学校 常　　勤 商　　　業
平12 文　 ・ 人文 東京都内小学校 専　　任 全　　　科
平13 文　 ・ 英米文 加賀市立片山津中学校 専　　任 英　　　語
平15 文　 ・ 英米文 川崎市立有馬中学校 専　　任 英　　　語
平16 文　 ・ 国文 学校法人福田学園（東和大学付属昌平高等学校） 非 常 勤 国　　　語
平16 文　 ・ 国文 鴨川市立江見中学校 常　　勤 国　　　語
平16 文　 ・ 英米文 結城市立結城中学校 専　　任 英　　　語
平16 文　 ・ 人文 横浜市立青葉台中学校 臨　　任 社　　　会
平17 文　 ・ 人文 学校法人市邨学園（名古屋経済大学高蔵高等学校） 非 常 勤 地理歴史
平17 文　 ・ 人文 厚木市立林中学校 臨時的任用職員 社　　　会
平17 文　 ・ 日本語日本文 学校法人佐藤栄学園（埼玉栄高等学校） 常　　勤 国　　　語
平17 文　 ・ 英語英米文 学校法人柏専学院（新潟産業大学附属高等学校） 非 常 勤 英　　　語
平17 文　 ・ 英語英米文 学校法人松韻学園（福島高等学校） 常　　勤 英　　　語
平17 文　 ・ 英語英米文 東京都立足立東高等学校 専　　任 英　　　語
平17 ﾈｯﾄﾜｰｸ情報・ﾈｯﾄﾜｰｸ情報 学校法人開成学園（大宮開成高等学校） 非 常 勤 情　　　報
平17 商　 ・ 商業 学校法人松韻学園（松栄高等学校） 常　　勤 公民・商業
平17 院商 ・ 修士 東京都立新宿山吹高等学校 専　　任 商業・情報
平16 院文 ・ 修士 拓殖大学第一高等学校 非 常 勤 地理歴史
平16 院文 ・ 修士 新潟県立巻高等学校 専　　任 英　　　語

東京都立国立高等学校

平16 履修生
東京都立美原高等学校 非 常 勤 情　　　報
東京都立新宿山吹高等学校
日本放送協会学園高等学校
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卒業年度・学部・学科 勤務先

平14 経・経済 千葉明徳短期大学図書館

平 8 法・法律 瀬高町立図書館準備室（福岡県）

平 9 法・法律 日外アソシエーツ（株）

平11 商・商業 有隣堂

平 6 文・国文 下妻市立図書館準備室（茨城県）

平 8 文・国文 杉並区立中央図書館（東京都）

平 8 文・国文 桂村立図書館（茨城県）

平 9 文・国文 八街市立図書館（千葉県）

平10 文・国文 鵞湖書房

平10 文・国文 長岡市立中央図書館（新潟県）

平12 文・国文 青山学院女子短期大学図書館

平13 文・国文 実践女子大学図書館

平13 文・国文 相模原市立相模大野図書館（神奈川県）

昭和46 文・人文 東京福祉商経専門学校図書室

昭和57 文・人文 市川市東国分中学校

平 8 文・人文 東京大学法学部図書館

平 9 文・人文 見附市立図書館（新潟県）

平 9 文・人文 女子栄養大学図書館

平 9 文・人文 東京医科大学図書館

平11 文・人文 葛飾区立四ツ木地区図書館（東京都）

平12 文・人文 専修大学図書館

平14 文・国文 専修大学図書館

平12 文・人文 藤沢市立中央図書館（神奈川県）

平14 商・商業 日本原子力研究所研究情報部情報メディアライブラリー

平14 法・法律 （株）雄松堂書店

平15 院文・修士 国士舘大学　鶴川図書館

平17 文・日本語日本文 学校法人橘学苑（橘学苑中学校・高等学校）

平16 院文・修士 神奈川県立川崎高等学校

司書課程・司書教諭課程主な就職先一覧（図書館／図書関係）

学芸員課程主な就職先一覧

宮城県一迫町役場 山武郡埋蔵文化財センター

秋田県埋蔵文化財センター 国立西洋美術館

下妻市ふるさと博物館 調布市郷土博物館

玉造町資料館 東京国際美術館

栃木県埋蔵文化財センター 東京都埋蔵文化財センター

栃木県立博物館 明治大学考古学博物館

群馬県埋蔵文化財センター 福井県立博物館

富岡市立美術博物館福沢一郎記念美術館 高山市歴史民俗資料館

入間市郷土博物館 ＭＯＡ美術館

鳥羽水族館 行田市郷土博物館

高松市歴史資料館 埼玉県埋蔵文化財センター

浦和市くらしの博物館民家園 逓信総合博物館

矢島町立郷土資料館 野田市郷土博物館

乃村工藝社 町田市フォトサロン

（東京）電力館 日本民藝館

すみだ郷土文化資料館 山梨県立考古博物館

勤　務　先

Vol.8-本文  06.11.15 9:16  ページ 56



57

デ
ー
タ
編
�

資格課程年報『パッソ ア パッソ』�No.8/17

平成17年度　資格課程年間行事表

月�

教 　 職 　 課 　 程 � 司　書　課　程� 司書教諭課程� 学　芸　員　課　程�

行　　　　　事� 行　　　事� 行　　　事� 行　　　　事�

教職・司書・司書教諭・学芸員課程履修ガイダンスおよび各種納金（全学年）�

履 　 修 　 届 　 お 　 よ 　 び 　 履 　 修 　 修 　 正（全学年）�

夏　　　　　期　　　　　休　　　　　暇�

後期試験・学年末試験（全　学　年）�

後期・学年末追試験（全　学　年）�

介護等体験オリエンテーション�

図書館実習� 4 博物館実習（館務実習）� 3・4

4

3

3

3・4

上　旬�

前　期　試　験　（全　学　年）�

前  期  追  試  験　（全　学　年）�

夏期休暇（7月下旬～9月上旬）�

中　旬�

教育実習事前ガイダンス�

司書教諭修了証書�

申請ガイダンス�

（３年次までに司書�

教諭の単位をすべ�

て取得した者対象）�

博物館実習事前ガイダンス�

教育実習登録ガイダンス�

教育実習内諾書の提出�

上　旬�

上　旬�

上　旬�

上　旬�

3実習希望校との内諾交渉�

2・3博物館実習登録ガイダンス�
（第１回）�

実習希望博物館との内諾交渉� 2・3

博物館実習登録ガイダンス�
（第２回）�

2・31～4教育学会�

上　旬�

上　旬�

下　旬�

～
�

4教育実習開始�
（5月下旬～11月中旬）�

介護等の体験開始�
（6月下旬～2月初旬）�

3・4博物館見学実習�

4教員免許状授与願ガイ�

ダンス�

1～4専修大学英語科教育研究会�

1～4司書課程就職�
（進路）相談会�

1～4教職公開講座�

4

4

教員免許状一括申請ガ�

イダンス�

中　旬�

中　旬�

中　旬�

中　旬�

3・4

3・4

3・4

介護等体験事前講習会�下　旬�

下　旬�

下　旬�

下　旬�

下　旬�

対 象 �

年 次 �

対 象 �

年 次 �

対 象 �

年 次 �

対 象 �

年 次 �

学芸員資格取得証明書申�
請手続き�

4

博物館実習承諾書の提出� 2・3

司書教諭修了証書�

申請ガイダンス�

（４年次に司書教�

諭の単位を履修し�

ている者対象）�

4

学芸員資格取得証明書の交付� 4教員免許状の交付� 4

教職特別講座� 1～4

課程�

４月�

５月�

６月�

７月�

８月�

９月�

10月�

11月�

12月�

１月�

２月�

３月�
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１．開 催 日 平成17年10月１日（土）

２．時　　間 13：30～17：00 （17：30～19：00 反省・情報交換会）

３．場　　所 生田校舎　７号館　（ル･クラブ･ドウ専修（グリーントップ３階） 反省・情報交換会）

４．参加者数 106名

５．内　　容

〔全体講師〕

（教職員の望ましいあり方および現在の教育課題について）

〔教科講師〕

〈タイムテーブル〉

平成17年度　教職公開講座開催結果

講　　師
齋　藤　博　志　先生（本学文学部卒業）
（東京都八王子市立七国中学校校長）

時　　間 内　　　　　容 場　　所

13：30～13：40
挨　拶

702教室教職課程協議会委員長　経済学部　教授　矢吹　芳洋
現職教員からの提言①
国語 723教室

13：50～14：20 社会 722教室
商業 725教室
小学校 724教室
現職教員からの提言②
英語 723教室

14：30～15：00 地歴・公民 722教室
情報 725教室
小学校 724教室
現職教員とのディスカッション
国語・英語 723教室

15：10～15：50 社会・地歴・公民 722教室
商業・情報 725教室
小学校 724教室

15：50～16：00 休　　憩（702教室に移動）

16：00～17：00 採用者側からの助言
（講師紹介：商学部　教授　蔭山　雅博）

702教室

17：30～19：00 終了後、反省・情報交換会
ル･クラブ･ドウ専修
（グリーントップ３階）

講　　　　　　　師
勤　　務　　先 科　　目（卒業年･学部･学科）

桑原　正樹　先生
東京都立大森高等学校 国　　　語

（平成12年３月文学研究科国文学専攻修士課程修了）
横瀬　喬哉　先生

東京都立足立東高等学校 英　　　語
（平成17年３月文学部英語英米文学科卒業）
木村　瑠美子　先生

神奈川県横浜市立浜中学校 社　　　会
（平成12年３月文学部人文学科卒業）
渡部　　健　先生

東京都立城南養護学校 地歴・公民
（平成14年３月法学部法律学科卒業）
山口　大輔　先生 学校法人松韻学園（福島県）

商　　　業
（平成17年３月商学部商業学科卒業） 松栄高等学校
野口　理恵　先生 学校法人佐藤栄学園（埼玉県）

情　　　報
（平成17年３月経営学部経営学科卒業） 栄東中学・高等学校
天野　　理　先生

東京都八王子市立上柚木小学校
（平成13年３月法学部法律学科卒業）

小 学 校石原　友美　先生
千葉県印旛村立いには野小学校

（平成16年３月法学部法律学科卒業）
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１．開 催 日 平成18年３月23日（木）・24日

２．時　　間 ①②９：00～12：10 ③④13：00～16：10 １コマ90分　２コマ

３．場　　所 生田校舎　４号館　２階　423教室（424教室）

４．参加者数 延べ70名

５．内　　容

１．開 催 日 平成17年８月27日（土）

２．時　　間 13：00～16：40（受付12：30～）

３．場　　所 生田校舎　９号館　７階　976教室

４．参加者数 22名

５．内　　容

１．開 催 日 平成17年12月16日（金）

２．時　　間 16：20～18：00

３．場　　所 生田校舎　４号館　２階　424教室

４．ゲ ス ト 須賀　正孝（紀伊國屋書店）

５．参加者数 約20名

６．内　　容 図書館業務受託企業の立場にあるゲストを交え、図書館関連の就職について懇談。

平成17年度　教職特別講座開催結果

平成17年度　第14回専修大学英語科教育研究会開催結果

平成17年度　司書課程就職（進路）相談会開催結果

時　　間 内　　　　　容

12：30～ 受付

13：00
開会
司会：文学部教授　田邉　祐司

「『和訳先渡し授業』を導入してー高校英語Ⅱの授業における実践報告」
13：10～14：10 専修大学附属高等学校　教諭　布施　良太

専修大学附属高等学校　教諭　滝沢　武
14：20～15：00 「私立高等学校の将来展望」

八王子高等学校　教諭　大溝　晃彦
コーヒー・ブレーク
「英語学力の診（み）方」

15：00～16：30
講演：「テストの基礎知識」
Q＆Aセッション：「どんとこい！テスティング」
専修大学　助教授　片桐　一彦

16：30～16：40 総会・終了

開　催　日 内　　　容 講　　　師 参加者数

３月23日（木） 一般教養（理科）①② 専修大学附属高等学校教諭　
13名

田中　一晴
３月23日（木） 一般教養（数学）③④ 専修大学附属高等学校教諭　

18名
月橋　典寛

３月24日（金） 時事用語・教育法規対策①② 経営学部教授　　嶺井　正也 17名
３月24日（金） 小論文・面接対策③④ 横浜市中村地区センター館長

岩田　公夫（元横浜市立中村小学校校長）
墨田区立竪川中学校副校長 22名
伊藤　雅夫

商学部助教授　　小峰　直史
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平成17年度　資格課程教員紹介
《教職》

所属学部 職　名 氏　名 主要な担当科目

経済学部 教　　授 矢吹　芳洋 公民科教育論

法 学 部 教　　授 広瀬　裕子 教育行政学

法 学 部 教　　授 渡部　　光 比較教育学

法 学 部 講　　師 鈴木　秀光 法律学

経営学部 教　　授 嶺井　正也 教育行政学

経営学部 助 教 授 中村　太一 英語科教育論Ⅱ

商 学 部 教　　授 伊吹　克己 倫理学

商 学 部 教　　授 蔭山　雅博 地理歴史科教育論

商 学 部 教　　授 中野　育男 商業科教育論

商 学 部 助 教 授 小峰　直史 特別活動論

文 学 部 教　　授 新井　勝紘 日本史

文 学 部 教　　授 大庭　　健 倫理学

文 学 部 教　　授 鐘ヶ江晴彦 教育社会学

文 学 部 教　　授 上村　妙子 教育実習Ⅱ（英語）

文 学 部 教　　授 仲川　恭司 書道科教育論

文 学 部 教　　授 貫　　成人 哲学

文 学 部 教　　授 米田　　嚴 地理学

文 学 部 教　　授 松尾　容孝 地誌学

文 学 部 助 教 授 片桐　一彦 英語科教育論

文 学 部 助 教 授 高橋　龍夫 国語科教育論

ネットワーク 教　　授 青木　憲二 数学科教育論情報学部

ネットワーク 教　　授 砂原　由和 教育方法論情報学部

ネットワーク 助 教 授 香山　瑞恵 情報科教育論情報学部

経済学部 兼任講師 大熊　光穂 発達･学習心理学

経済学部 兼任講師 斉藤　利彦 社会科教育論Ⅰ

経済学部 兼任講師 佐藤　由美 社会科教育論Ⅰ

経済学部 兼任講師 菅澤　康雄 社会科教育論

経済学部 兼任講師 角田真紀子 発達･学習心理学

法 学 部 兼任講師 関根　照彦 法律学

法 学 部 兼任講師 樋口　州男 日本史

法 学 部 兼任講師 広井多鶴子 教育原論

法 学 部 兼任講師 油井原　均 教育課程論

経営学部 兼任講師 大和田雄一 教育方法論

経営学部 兼任講師 田口　康明 比較教育学

経営学部 兼任講師 東　　宏行 教育職員論

商 学 部 兼任講師 飯森　富夫 日本史

商 学 部 兼任講師 市川　　功 倫理学

商 学 部 兼任講師 井出　功孝 特別活動論

商 学 部 兼任講師 岩田　公夫 教育職員論

商 学 部 兼任講師 神山　安弘 地理歴史科教育論

商 学 部 兼任講師 小瑶　史朗 社会科教育論Ⅱ

商 学 部 兼任講師 藤村富士男 教育職員論

商 学 部 兼任講師 前川　明彦 地理学

商 学 部 兼任講師 松田美登子 発達･学習心理学

所属学部 職　名 氏　名 主要な担当科目

文 学 部 兼任講師 大熊　　徹 国語科教育論Ⅰ

文 学 部 兼任講師 岡　　秀一 地誌学

文 学 部 兼任講師 長阪　朱美 英語科教育論Ⅰ

文 学 部 兼任講師 小林　基男 外国史

文 学 部 兼任講師 澤邉　和浩 外国史

文 学 部 兼任講師 角田　清美 地誌学

文 学 部 兼任講師 西田　暢子 外国史

文 学 部 兼任講師 挽地　茂男 宗教学

文 学 部 兼任講師 山添　　謙 地理学

ネットワーク 兼任講師 小原　　豊 教育方法論情報学部

《司書・司書教諭》

所属学部 職　名 氏　名 主要な担当科目

経営学部 助 教 授 荻原　幸子 図書館概論

経済学部 兼任講師 青木みのり 読書心理

経済学部 兼任講師 高成田　享 マスコミュニケーション

経済学部 兼任講師 御園生　純 生涯学習概論

法 学 部 兼任講師 斎藤憲一郎 情報検索

法 学 部 兼任講師 田中　　功 情報検索

法 学 部 兼任講師 水上　和則 情報機器論

経営学部 兼任講師 丸山　光枝 学習指導と学校図書館

文 学 部 兼任講師 小黒　浩司 図書及び図書館史

文 学 部 兼任講師 歌田　明弘 マスコミュニケーション

文 学 部 兼任講師 汐崎　順子 児童サービス論

文 学 部 兼任講師 須賀　千絵 図書館経営論

文 学 部 兼任講師 千葉　　治 コミュニケーション論

文 学 部 兼任講師 中島　玲子 情報サービス概説

文 学 部 兼任講師 長谷川幸男 児童サービス論

文 学 部 兼任講師 森園　　繁 図書館資料論

《学芸員》

所属学部 職　名 氏　名 主要な担当科目

経営学部 教　　授 内田　欽三 博物館学

文 学 部 教　　授 亀井　明 博物館実習
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編集後記�

　毎年、夏休みには各地の博物館を訪問する。学芸員資格を取得する学生たちの「館務実習」先である。

実習受け入れへのお礼を述べることと、実習指導のための訪問である。酷暑の時期だけに、大好きな博物

館詣でとはいえ、辛いことこの上ない。だが、実習する学生はもちろん、受け入れ先の各博物館の担当者

の御苦労のほどが身に沁みて感じられ、同時に、各地の博物館の展示や実情を知るまたとない機会となっ

ている。さらに、行き帰りの電車での移動時間は貴重な読書時間である。今年、新幹線の中で新聞を広げ

ていて、就職についての記事が目に留まった。ここ数年、企業などで能力給制度が取り入れられる傾向が

強まっていたが、その弊害が認識され始めたという。チームワークが乱れることや、新人育成の阻害など

である。とはいえ、昔の「年功序列型給与制度」が復活するわけではなさそうだ。資格課程を目ざす学生

諸君は、現場での実習の際、単に技術的知識を得るだけでなく、人との交流を心がけてもらいたい。それ

が社会人になったとき、大きな力になりそうだ。今年も秋が近づき、本誌の編集も終了する。お世話にな

った皆様、本当にありがとうございました。�
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